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　０　彼の手記







　雨が降っている。

　冷たい。纏まとわりつくような空気が不快だ。

　森には生き物の気配がない。木々がたわわに実りをなそうとも、それを啄ついばむ鳥がいない。

　鳥もきっと恐おそれているのだ。この森は生命を吸って成長している。

　その果実はきっと血の味がする。




　：：：




　今日も雨だ。

　この雨は外にも降っているのだろうか。

　雨は天上が流す涙だという話を幼おさない頃、彼と二人で語かたり師しから聞いたことがある。その時天上の涙を止めたのは花が好きな少女だった。

　けれどここに花が好きな少女はいない。

　だから雨が止やまないのかもしれない。




　：：：




　喉のどが痛む。指の爪つめもすべて剝はがれてしまった。

　自分がやっているのは意味のないことだ。

　死者は何も語らない。糾きゆう弾だんしない。彼らはただ黙もくして塵ちりとなるのを待っている。

　ここには捨てた名も埋うまっている。

　塗ぬり重ねられた記憶と名前はしかし、罪悪と後悔しか残さなかった。

　自分ほどの裏切り者も他にはいまい。




　：：：




　自分が何を求めてここに戻ってきたのか、わからなくなっている。

　国は滅ほろんだ。

　それは動かしがたい事実で、犯おかされた罪は変えられない。

　どんな短たん慮りよが尊とうとい方々を動かしたのか。

　私ごときに知れるものではない。




　：：：




　もう、幾いく日にちが経たったのか。

　雨が止まない。




　：：：




　塔はただ一つ朽くちずその姿をそのままの形で残している。

　あそこに眠っておられるはずの姫君は、外で起きていることをご存知なのか。

　国が滅びたことを、ご存知なのだろうか。

　もし、何も知らずただ眠っておられるのだとすれば、その悲しみは、いかばかりだろうか。

　記憶は感情を支配しない。

　彼は失敗したのだ。目覚めた姫君は孤独に泣くだろう。

　そしてその恨うらみ言ごとはけれど私に向けられるべきものなのだ。




　：：：




　罪がこの身に重くのしかかっている。

　自分は逃げたのだ。

　そう誰だれかに罵ば倒とうされることを待っている。




　：：：




　雨が止んだ。

　魔女が、一人戻ってきた。







　１　隠された紙片







「いい加減にしなさいよあんた―――!!」

《赤い森》の塔は今日も朝から騒さわがしかった。

「ちょ、珀はく御ご前ぜん落ち着いて。というかこれは鳥とり代しろの役目なんじゃないの？　ああ手を振り回さないであいたたたたた」

　塔の中のその部屋では花が床に散らばっていた。

　銀ぎん縁ぶちの眼め鏡がねをかけた西の王子に羽は交がい締じめにされているのは、美の化け身しんか雪の妖精かと見み紛まがう麗うるわしき北の王女である。

　吊つり上がった眉まゆはしかしそれで美しさが損なわれることなくむしろ匂い立つような魅力を演出している。絹糸のように滑なめらかな黒髪は肩のところで切り揃えられていて、触れるのも躊躇ためららわれるほどの白い首筋を露あらわにしていた。

　そしてその王女をあからさまに馬鹿にした様子で見ているのは幼おさない少女だ。

　黒髪は可か愛わいらしく結われ、外見的年齢にそぐわない大人びた様子で腕を組んで立っている。その小さな唇くちびるが形作るのは、大人も顔負けの艶あでやかな嘲ちよう笑しようだった。

「子供の言うことにいちいち目くじらを立てるなんて白雪姫の器量も知れているわね」

　彼女はころころと笑う。鈴の音ねのようなその声がまた北の王女の神経を逆さか撫なでした。

「今すぐ丸焼きにして擂すり粉こ木ぎで丁寧に粉にして庭に蒔まいてさしあげてよっっ!!」

「……まぁ待ちや、珀はく蓮れん」

　それは困る、とばかりに口を挟んだのは赤い髪の眠ねむり姫ひめ。

　いつも大人しい色のスカートを好んで身につけている彼女が、今はぴっちりとした黒いズボンと長なが靴ぐつをその身に纏まとっている。いわゆる乗馬着だった。

　彼女と西の王子は、少し前まで外で馬術の練習をしていたのだ。それを終え、自分の部屋に戻ろうと北の王女達の部屋の前を横切った彼らの耳に飛び込んできたのが、前述の怒ど声せいである。

　部屋を覗のぞき込んだ彼らは少女を殴なぐろうと腕を振りかぶった北の王女を目撃し、慌あわてて室内に仲ちゆう裁さいに入ったのだった。

「《赤い森》の魔女。そなた、わざと珀蓮を怒らせるようなことを言うておろう」

　ひどく古めかしい言い回しをする赤い髪の姫君、新しら祢ねの双そう眸ぼうもまた髪と同じように赤い。世界に二つとない鮮あざやかな色彩を彼女がその身に纏っているのは、他ならぬ目の前の少女が原因だ。

《赤い森》の魔女。そう呼ばれた少女は眠り姫を見た。

　この時少女は、かつて彼らが彼女のことを『夜よる花はな』と呼んでいた頃を彷ほう彿ふつとさせるような無む邪じや気きな笑顔を見せて言った。

「だって馬鹿が怒っているのを見るのはとても面おも白しろいもの」

「放しなさい粘ねん着ちやく王子っっ!!　今すぐこの生なま意い気きな小こ娘むすめを丸焼きにして粉に」

「粘着王子って！」

「……少しその口を閉じておいてはもらえぬか、《赤い森》の魔女」

「あら、馬鹿を馬鹿にするのは楽しいからやめられないわ」

「っ粉にするだけではあきたらないわ！　その粉を肉に混ぜてどこかの家か畜ちくの餌えさにしてさしあげてよ――!!」

　なぜか腕の力が少し緩ゆるんだ西の王子の隙すきをついて、北の王女は手近にあった空からの水差しをがしりと摑つかんだ。

「珀蓮！」

　ぎょっとして新祢は叫んだ。それに気付いた西の王子が慌てて北の王女を止める。一方で少女は動じることなく悠ゆう然ぜんと立っている。修しゆ羅ら場ばだ。

　その時、トントン、と控えめに扉とびらを叩たたく音がした。

　がちゃりと部屋に入ってきたのはこの塔の母とも言える金髪碧へき眼がんの娘。ひっそりと花咲く野菊のような優しい笑顔の灰かぶりシンデレラである。

「珀蓮。この部屋を掃除そうじしたいのだけれどいいかしら？」

「早苗さなえ」

　新祢は安あん堵どと共にその名を呼んだ。

　見れば早苗は、使用人が着るような麻あさでできた服に白い前掛けを身につけている。そしてその手には掃除道具入れを持っていた。仮にも一国の王子妃という肩書を持つ彼女がそんな格好をしていても誰だれも驚きはしなかった。これが彼女の標準装備だからだ。

　塔とうの中の家事を一手に引き受けている灰かぶりシンデレラは炊すい事じ洗せん濯たくはおろかこの広い塔の中の掃除もやってくれていた。いったいどういう時間のやりくりと手さばきで行っているのか、それは永遠の謎なぞである。

　彼女は室内の面々を見ると、そこで起きていた事態を理解しているのかしていないのかいつものように柔やわらかく笑った。

「他の方達もここにいたのね。今日はお天気がいいのよ。掃除が終わったら準備をするから、お昼は外で食べましょうね」

　その場の誰も彼女の笑顔に逆らう気がしないのは、彼女がいなければ自分達は美お味いしい食事にも毎日の清潔な生活にもありつけないであろうということが、あまりに明確にわかっていたからだろう。

「……早苗、申し訳ないけれど今は取り込み中なのよ。掃除は後にしてくれないかしら」

　まだ怒りの収まらない北の王女は水差しを持ったままそう言ったが、「まぁ」と早苗に困ったような顔をされると怒ど気きが萎しぼんでくるから不思議である。

「でも今日はこの部屋が最後なのよ」

「……わかったわ」

　珀蓮はため息をついた。もはや力なく自分の腕を摑んでいただけの西の王子を振り払い、水差しを元の場所に戻す。

「玉蜀黍とうもろこしのスープはあるんでしょうね」

　少女が偉えらそうにそう聞くと、しかし早苗は怒る様子もなく笑って答えた。

「もちろんですよ、お義か母あ様」

「粘着王子……」

　ただ一人、北の王女の何気ない罵ば倒とうによって少し心に傷を負った西の王子が肩を落として呟つぶやいたのだった。
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　場所は東の国の第一王子が領主として持っている屋敷の一室。執しつ務む室しつに隣接している部屋で、主おもに多た忙ぼうな王子の短い休憩場所として利用されている。

　椅い子すと大きな窓のあるその部屋で、女好きで知られる東の王子は女嫌いで有名な南の王子相手にある相談事を持ちかけていた。

「俺も健全な青年男子である以上同じ部屋に好きな女が眠っているのをみすみす逃のがす手はないと思うのだが、しかしまだ正式に結婚もしていないのに云うん々ぬんっていうか手を出して返り討うちにされた時の心の傷を思うとなかなかこう一歩を踏み出せないというのが正直なところというかそんなこんなで夜もあまり眠れないんですどうしたらいいですか」

　東の王子が切々と悩みを打ち明けると、南の王子は鷹おう揚ように頷うなずき愛あい想そ笑いを顔に貼り付けて答えた。

「押し倒せばいいじゃねぇか」

　もしここに北の王女がいたならその不ふ埒らちな口に容よう赦しやなく拳げん骨こつをめり込ませていただろう。

　鳥とり代しろは目の前の悪友を睨にらみ付けた。

「誰もかれもがお前のような獣けものだと思うなよ」

「不特定多数を相手にしていたお前に言われたくねぇ」

　東の王子の苦悩の発ほつ端たんとなったのは、私室を主しゆ塔とうに移したがゆえの部屋割りである。

　数日前の騒動のおかげで北東の渡り廊ろう下かに大きな穴があいたため、寝室を主塔の上に移動させることになったのだ。

　一階に調理場、食堂、応接間等がある主塔には、二階に娯ご楽らく室しつといくつかの部屋がある。

　主塔のこれを六人が私室として利用することになったのだが、おそらくもともと空間を埋めるためにと作られたそれらの部屋の中には、寝室として使える部屋が三つしかなかったのだ。

　南の国で正式に結婚もして夫婦となった早苗さなえと広ひろ兼かね、結婚という契約にあまり頓とん着ちやくがなく側にいられればそれでいいという新しら祢ねと王おう伊いの二組は、当然のようにそれぞれ同じ部屋を使用している。

　しかしそうはいかないのが東の王子と北の王女であった。

「そもそもお前がまだ珀はく蓮れんに手を出してなかったっていうのが俺としては驚きっていうかありえないし、今まで何ちんたらやってたんだよって感じだけどな」

　と広兼が暴言を吐く。さすが妻との初対面でいきなり『俺の子供を産んでくれ』などとのたまった王子は違う。

　数月前北の王に対して『あんたが想像する以上のことをいろいろと』と啖たん呵かを切って左目を負ふ傷しようした東の王子ではあったが、実のところ彼が設定している『北の王の想像』というのはせいぜいが手を繋つなぐ程度であって、それ以上というのはつまり接吻であるとか濃厚な接吻であるとかそういうものを指していたのだった。

「女好きだけど本命には実は奥手、なんて面白くもなんともない裏設定だぞ。吟遊詩人デイヒルーだって喜ばない。いや、公きみ亥い子し爵しやくは喜ぶかもしれないが……」

　広兼のその言葉に、鳥代は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　公亥子爵とは、先日《赤い森》の塔に乗り込んできていろいろ騒動を巻き起こしてくれた珀蓮の従兄いとこにして彼女の信望者である。

　吟遊詩人デイヒルーとしての才能を持っていて、最近巷ちまたで流は行やっている三人の姫君の歌は彼が作ったものであったらしい。そのうち先日の騒動も歌となって流れてくるだろう。いい迷惑である。

　珀蓮の髪が今のように短くなったのももとはといえばあの馬鹿子爵が原因だった。まったく腹立たしい。一発殴なぐっておけばよかった、と鳥代は今も少し後こう悔かいしている。

「あの馬鹿子爵を喜ばせるのは大変遺い憾かんではあるが」

「大体お前世継ぎとか早く作んなきゃいけねぇんだろ。押し倒しても国的には別にいいんじゃねぇの？」

「実は以前珀蓮にきっぱりと言われたことがある」

「なんて？」

　鳥代は珀蓮の笑顔を真ま似ねて微ほほ笑えんだ。

「『結婚前に手を出してくるような獣じみた男は大事なところを切ってしまってそれを火で清きよめてさしあげた方がよいと思わなくって？』」

　広兼はのけぞった。

「……おお」

「あれへの恋愛感情を自覚する前だったが、どうにも忘れられない言葉だった……」

「知ってはいたが恐おそろしい女だ」

「そうだろう。だから俺も暴ぼう挙きよに出られないんだ。万が一にも世継ぎを作れない身体からだになるのは本当に困る。国のことを考えてもそうだが一人の男として切実に困る」

「うーん」

　賢けん者じやの王子は首を捻ひねる。

「それはもう結婚まで我が慢まんするしかねぇんじゃねぇか？」

「それが耐たえられないからお前に相談してるんだろうが。賢者としての知恵を絞しぼって解決策を見み出いだしてくれ」

「一時の激情に身を任せて一生後悔するか、今を我慢して未来の幸福を夢見るか」

「ううう」

　鳥代と珀蓮がまだ正式に結婚できないのは、北の王妃の不在が原因だ。

　王妃の行方ゆくえが知れなくなっているため王も体調を崩くずし、娘の結婚どころではなくなっている。早く世継ぎが欲しい東の国としても、北の国の唯一の王女である珀蓮を貰もらうのだから、北の王の体調が戻るまで結婚は延期にしようというのが王と王妃の一いつ致ちした結論だった。

「まぁ、魔女を元に戻せば、すべてが解決するわけだな」

　そう言うと、広兼は椅子の背もたれに背中を預けて天てん井じようを仰あおいだ。鳥代は頰ほお杖づえをつく。

　魔女とは、《赤い森》の魔女。今は幼い少女の姿となっている、葫ゆうがおという名の魔女のことである。

　灰かぶりシンデレラの元もと継まま母ははにして二百年前眠り姫に魔法をかけた魔女。そして現在は北の王妃だ。彼女が継まま子こである珀蓮を疎うとましく思い城から追い出したことが、三人の姫君の出会いのきっかけだった。

　思えば奇妙な縁えんだ。魔女があのように嫉しつ妬と深くなければ、彼ら三人の王子の恋も実っていなかったかもしれない。そして同じように魔女が、今のように幼い少女の姿になることもなかっただろう。

　彼女が今のような姿になってしまったのは、《赤い森》の中で作用していた魔術をその身の内に封じ込めたことが原因のようだった。

　かつて豊満な身体の魅力的な美女であった妻が、今はこんな幼い少女になってしまいました、と言って北の王が納得するかどうか甚はなはだ疑問だ。というかたぶん納得しないだろう。

　つまり北の王妃を元の身体に戻し、王のもとへ帰さないと結婚もできない。それどころか妻がいなくて寂さびしい思いをしている王が珀蓮を呼び戻しかねないのが現状である。

　先日公亥子爵が持ってきた書状を読んで、今にも北の国に乗り込んで行きかねない珀蓮を思いとどまらせるのには苦労した。王妃がいないまま彼女を一人で国に帰そうものなら、もう戻してはもらえないかもしれない。

　あの北の国王は寂しがりやと言えば聞こえはいいが、ただの馬鹿なのだ。どういう行動に出てもおかしくはないと鳥代は思っている。

　とりあえず鳥代の執務が一段落するまでは一人で帰らないというのが珀蓮との交わした条件なので、魔女の身体を戻す方法を見つけられないのなら、彼はできるだけ仕事を先延ばしにするつもりだった。

「それで、どうなんだ実際のところ」

　鳥代は大きくため息をつくと、とりあえず卓の上の香草茶を一口飲んだ。あまり贅ぜい沢たくを言いたくないが、早苗が淹いれてくれたものの方が美味しいと思うのが正直なところである。

　広兼は天井を見上げて身体をのけぞらせたまま答えた。

「あー。正直頭打ちだな」

　言うなりむくりと頭を起こし、今度は背もたれに肘ひじをついて頭を支ささえる。どちらにしろお行ぎよう儀ぎはよろしくない。

「葫は魔術師についてはほとんど知識を持っていない。魔術を解とくという観点で考えると葫の情報はあまり役に立たないな。ま、わかってたことだけど。魔女が知っている情報だけで魔術が解けるのなら、あの女が俺達を頼るわけがない」

　彼らは魔女と取引をしたのだ。

　二百年前。今は文ぶん献けんとしても失われた王国の情報を得る代わりに魔女にかかった魔術を解くと。

「魔術は魔術師、か？」

　鳥代の言葉に広兼は舌打ちをした。

「あのクソ魔術師に頼るくらいなら俺は別の道を探すね」

「まぁ、そうだな」

　魔女と魔術師は根本的に異なる存在だといえる。

　魔女は生まれながらに外部の力を自分のものとする能力を持つが一方で、魔術師は異能を持たない研究者である。彼らは精霊との契約書ともいえる魔術陣を使って魔法に似た力を作り出した。それを魔術と呼ぶのだ。

　魔術師の研究対象こそ魔女だった。

　彼らは魔女の持つ不老の能力をずっと求めている。

　広兼の言う『あのクソ魔術師』とは、少し前に早苗を攫さらった西大陸の男のことだ。金髪碧眼の魔術師。

　ルヴァイン＝イアス。

　そもそも彼が早苗を攫ったのは彼女を魔女だと勘かん違ちがいしたからだった。早苗に暗示と魔術をかけて彼女の精神さえも危険に晒さらしたあの男を、広兼がそう簡単に許すはずもないだろう。

　鳥代はまたため息をつこうとして、思いとどまる。

　最近どうもため息が多いような気がする。いけないいけない。これでは早く老ふけてしまう。

「道がないわけじゃねぇし」

「なんだ」

「赤セイ穏オン」

　鳥代は困ったような顔をした。

「村むら長おさか？　まぁお前に言われた通り、向こうに書状は出しておいたが」

　赤穏の村長の名前は九く蠟ろうという。

　その名が著者として記しるされた二百年前のものと思われる手記が赤穏にあって、広兼はその手記と赤穏の村長になんらかの関連があるのではないかと疑っている。

　考えすぎだ、と鳥代は思っていた。

　赤穏の村長は八十を半分過ぎた年齢だった。長生きをしたといっても、二百年前には生きているはすがないのだ。

「村長が関係なくても、赤穏には何かある」

「まぁ、賢者の直感は馬鹿にできないからな」

「お前の仕事が一段落するのを待つつもりだったが、その間に村長の遺品だとか、重要な手がかりになるかもしれないものが処分されたら意味がない。森にあった魔術陣。あれはもう使えなくなってたからな」

　塔から少し歩いたところにある樹の幹みきの根元には、円と文字を組み合わせた図形が描えがかれている。広兼達は数月前それに触れて、ここからずっと離れた赤穏という村まで飛んだことがあった。

　村長が亡くなったと聞いた後、広兼はもう一度その樹を探し出してまだ残っていた図形に触れたが何も起こらなかった。あの時は、触れただけで身体が光に包まれて次の瞬間別の場所にいたというのに。

　もう鳥代の仕事を待っている余裕などないのかもしれない。手がかりがあるうちに摑つかんでおかなくてはいけない。

「早苗には言ってある。明日には帰るさ」

「なるべく早く戻ってこいよ。ここのところ面倒事が続いてる」

　森で赤ん坊を拾ったのに始まって、早苗が攫われ、珀蓮も塔の地下に閉じ込められた。今《赤い森》の塔には希き少しようなはずの魔女が二人もいるのだ。何が起きても不思議ではない。

「わかってる」

　言いながら、広兼は立ち上がった。彼は口の端を上げてにやりと笑う。

「我慢できなくなっても押し倒すなよ。お前が男として不能になったらうちの誰かがお前のところに婿むこに行くとかいう話になりかねねぇ」

　今南の国には六人の王子がいるが、そのうち結婚しているのは広兼を含めて二人だけである。一方鳥代には未婚の妹が一人いた。もし鳥代に世継ぎが生まれないのなら、この二カ国間で婚こん姻いんが結ばれる可能性はある。

「お前を兄と呼ぶのはごめんだ」

「こっちの台詞せりふと言わせてもらおう。こんな目つきの悪い弟は嫌いやだ」

　広兼は声を上げて笑うと、「じゃあな」と言って部屋を出て行った。

「……はぁ」

　一人になった鳥代はやはり大きなため息をついてしまう。

　どうにも早く老けそうな、東の王子であった。
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　王おう伊いが外に卓と椅子を出して、珀はく蓮れんと新しら祢ねで早さ苗なえが作った昼食を庭に運んで卓の上に広げた。

　豚肉と卵とチーズのサンドイッチ、玉蜀黍とうもろこしのスープ、温野菜盛りに、焼きたてのパンと自家製の果蜜ジヤム。最後に早苗が果物を搾しぼった飲み物を持ってきて、全員が席についた。

　なるほど快晴。空には染料を垂たらしたような青い色が広がっている。まだ夏になりきらない空気は心地ここちよく、外で食事をするのに最高の時期だった。鳥の鳴き声が音楽の代わりとなって、耳を楽しませてくれる。

　新祢は服を着替えていた。新緑のドレスだ。先ほどまとめていた髪はゆったりと下ろされスカートにまで届いている。

「喧けん嘩かの原因はなんだったの？」

　聞いたのは、珀蓮によるいわれない罵ば倒とうからやっと立ち直った西の王子だった。

　当然のごとく葫ゆうがおは口を開かない。黙もく々もくと、しかし上品にスープを口に運んでいる。

「葫がわたくしの部屋のものを持って行こうとしたのよ」

　答えたのは珀蓮である。

「まぁ」

　と早苗が言う。

「何かしら」

「花か瓶びんよ」

　珀蓮は苦々しげに葫を睨み付けて答える。

「何も言わずにわたくしの部屋に入ってきたかと思うと花瓶に生けられていた花を無造作に取って床に散らかしたあげく、重いから持って行くのを手伝いなさいとこのわたくしに言い放ったのよ」

　勇者の行動だと言って差し支えないだろう。この北の王女を相手に、見事な勇気である。

「なるほど。それで花が散乱しておったのか」

　と新祢は納得した。しかしあんな花瓶を何に使うというのか。

　珀蓮が花を生けていたのは、花瓶とは名ばかりの大きな器である。男一人がやっと持って歩けるようなもので、今は幼い少女の姿となっている葫一人で持っていくなど不可能であっただろう。

「あなた方は知らないでしょうけどあれは高名な焼師が作ったもので、屋敷が一つ簡単に買えるほどの価値があるのよ。それを何も言わず、しかもこのわたくしに手伝わせて持って行こうなんて。ああ、やっぱりあの時水差しで殴っておけばよかったわ」

　どうやらまだ北の王女の怒りは冷めやらないらしい。

「お義か母あ様。何に使われるおつもりだったんですか？」

　おっとりと早苗が聞くと、葫はスープをまた一ひと匙さじ口に運び、こくりと飲み込んでから答えた。

「鍋が必要なのよ」

「あれは鍋じゃなくってよ！」

　珀蓮が目を吊り上げる。

「まぁ。言ってくだされば台所のお鍋を使ってもよろしかったのに」

「お前が使っているものでは薄すぎるわ。厚みのあるものじゃないと耐えられないのよ」

「ええと、魔女殿は何を作るつもりなの？」

　王伊は怪け訝げんそうな顔をした。普通の料理であれば台所の、早苗が使っている鍋で十分のはずである。

　すると葫は西の王子を睨み付けた。

「それをお前に言ってどうするの？」

「あれ？　それもしかして僕に喧嘩売ってるの？」

　新祢に免じて魔女を許すことにした王伊だが、胸の内の怒りが完全に消えたわけではない。珀蓮ほどあからさまでないにしても、彼の中にはまだ火種がくすぶっている。

「王伊」

　新祢がぴしゃりと恋人の名を呼んだ。

「喧嘩売ってきたのは向こうだよ」

「それでもならぬ。お前まで珀蓮のようになっては妾わらわと早苗では止められぬであろう」

　最愛の恋人にそう言われたら王伊はもう反論しない。けれど北の王女がぴくりと片方の眉まゆを上げた。

「わたくしのようにってどういうこと？」

「そなたは葫への敵意があからさますぎる」

「この女が生意気なのよ」

「それにしても水差しで殴りかかることはなかろう。今の葫は魔法も使えぬただの人間の娘と同じじゃ」

「同じだったらなおさらこんな生意気なことを言う口をそのままにしてはおけないわ。しつけというものが必要でしょう？」

「珀蓮……」

　言いながら、新祢がため息をつく。

　食卓に気まずい空気が流れた。

　これはここ最近ままあることではあった。珀蓮も王伊も、まだ魔女に対するわだかまりを完全になくしたわけではない。魔女は媚こびを売ったりなんかしないし、彼女がそうあることに珀蓮と王伊はまた腹を立てる。

「……」

　水を一口飲んでから葫ががたりと椅子を引いて立ち上がろうとすると、早苗がそれを止めた。

「お義母様。まだ全然食べていらっしゃらないわ」

　葫は凍こごえきった双そう眸ぼうで早苗を睨んだ。

　たとえ魔法を使えなくとも、彼女のその眼には何かが宿っているかのようだった。見た者の心臓を凍こおらせるような何かが。そしてその唇は、耳にひどく心地いい声を紡つむぐ。

「あたしは食事中にお喋しやべりをするのは好きじゃないのよ」

「それなら無理をして喋る必要はないわ。ね、座っていて。一人で食べるより絶対に美味しいわ」

　魔女の視線は射いるようだったが、早苗は微笑んだまま続けた。

「そうだわ。お義母様が探していらっしゃるようなお鍋があったかもしれません。後で持ってきましょうか？」

　彼女のこの言葉に、魔女は少し顔をしかめた。

　早苗ははっきりとは言わないが、彼女が持ちかけているのは取引だろう。早苗は商人の娘だ。相手に無む償しようで何かを求めることは決してない。

　魔女はしばらく目の前の金髪の娘を睨み付けていたが、やがて黙だまって再び椅子に座った。

　早苗は満足げに笑う。

「ありがとう」

　葫は何も答えなかった。
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　どう考えてもおかしい。

　魔女は憤いきどおっていた。

　今この現状に納得できない。なぜ自分はあんな小娘達と馴なれ合っているのか。どこで間違えてこんなことになってしまったのだろう。

　葫ゆうがおは竈かまどの前に踏み台を置いて鍋を覗き込み、憤りに任せて鍋の中をぐるぐると混ぜた。

　主塔の調理場である。

　そこは綺き麗れいに片付けられていて、道具もきちんと整理がなされていた。改修の手が入ったとはいえ、二百年間放置されていた場所にはとても思えない。早さ苗なえが綺麗に使っているのだ。あの娘は、昔から家事が好きなようだった。

　早苗が調理場の戸棚の奥から出してきたのは厚手の鉄でできた鍋だ。どこかで見たことがあると思ったら、やはり木蓮トーリアの屋敷で葫自身が使っていたものだという。

『これくらい大きなお鍋があったら六人分の食事を作るのに便利かと思って持ってきたんです』

　早苗は悪びれずに言った。葫は盛大に顔をしかめた。

　もともと自分のものである鍋を取引の材料にされたのだ。あまり納得がいかない。

　木トー蓮リアの屋敷で商人の妻という飯まま事ごとを演じていた頃から、その商人の連れ子であったこの娘のことは気に入らなかった。小こ賢ざかしくて、すべてをわかっているような顔で笑う。その髪と眼の色で町の人間にどんな罵倒を受けても卑ひ屈くつにならず、最後には町の人間達にも受け入れられていた。

　生意気な灰かぶりシンデレラ。

　鍋の中で煮えているものの色は濃い紫とも青ともつかないような色だ。ぼこぼこと大きな泡が立ってはそれが割れると鼻につんとくるにおいがする。けれど葫はけろりとした顔をして鍋の前に立っている。

　彼女が首にかけている紐ひもには手鏡がぶら下がっていた。服の下に隠しているそれは南の王子が泣く夜よる花はなのために買ったという忌いま々いましいものではあったが、手放さないでいる。

　感傷ではない。他に手頃な鏡がないからだ。

　彼女は今まで鏡を身につけないでいたことなどなかった。鏡は、彼女の魔法の媒ばい介かいだったからだ。

《赤い森》の魔女は、生まれながらに魔女だった。その強い魔力は彼女を奔ほん放ぽうな性格に育て、そして魔女の中でも少し異端にした。

　強く美しく極端で豪ごう胆たんで自分を疑わない魔女。

　それが葫という名の魔女だった。葫は自由と変化を愛していた。そして魔女でない者達のような弱者を統すべることこそ強い者のするべきことなのだと思っていたのだ。

　けれど彼女は王都から追放された。憤り、王族を呪のろい、戻ってきた時には、その呪うべき対象も、仲間さえも失われていた。

　あの虚きよ脱だつ。あの時の怒りと、身体の中に渦うず巻まいていた黒いもの。

　森に残っていたかつての都みやこの残ざん骸がいをすべて破壊しつくしたほどのそれはしかし、魔女としての長い時間の中で、次第に彼女の中の見えない奥底にまで沈んでいった。

　それが、魔女の本質なのだと彼女は理解していた。

　享きよう楽らく的てきな異能者。悪なるもの。人が物語や言い伝えの中でそう理解しているのは、それが魔女の本当の姿だからだ。

　魔女は縛られない。何ものにも。永遠など信じない。自分が魔女であるということ。それが葫が信じていたただ一つのことだった。

　だがそれさえも、今脅おびやかされている。

　魔法が使えないということは、葫の心をひどく落ち着かなくさせた。

　魔法を使えない魔女などいない。媒介を通してあらゆる事象を起こす魔女だからこそ、俗ぞく世せとは離れた、超ちよう越えつした存在であれたのだ。魔女でないということは、これまでの自分の根底が揺るがされることと同義だった。

　自分は魔女だ。でも魔法は使えない。それがひどく不安になる。

　この竈の火で焼き殺してしまいたいほど忌々しいあの三人の娘と三人の王子に取引を持ちかけたのは、彼女にとって苦く渋じゆうの決断だった。今こうして飯事のような生活を続けているのも、それが条件の一つだからだ。

　この身体の中の汚けがらわしい魔術とやらを取り除き、再び自在に魔法を操れるようになったら六人全員を鏡の中に閉じ込めてやる。

　そう思うことで魔女は自分を鎮しずめていた。

「ひどいにおいじゃのう」

　その声は突然聞こえたが、葫は驚かなかった。魔法が使えなくても、人の気配くらい察することができる。

　赤い髪の眠り姫が調理場の戸口に現れたことなど、そちらに目をやらなくてもわかっていたのだ。

「また毒どく林りん檎ごでも作っておるのかえ？」

　彼女のその赤い髪が自分の魔法ゆえの色だと葫は知っていた。

　失われたあの国の王も王妃も、夜よ闇やみを映したかのような黒髪だった。生まれたばかりのこの目の前の娘も、父と母と同じその色を受け継いでいた。まだすべてが無む垢くであった頃に呪いという名の魔法をその身に受けたから、髪も眼も赤に染まってしまったのだ。

　ずっと昔から、赤は魔女あるいはその魔力そのものを表す色だった。

　この森が《赤い森》と呼ばれるようになったのも、一度踏み入れたら無事には出られないこの森の不思議を、魔女の魔法だと人々が噂うわさしたからだ。実際葫はこの森のあちらこちらに魔法をかけた。他者に無闇に踏み荒らされたくはなかったのだ。

　この森を。

　魔女達が眠る、この場所を。

「そなたには協調性というものが欠けておる」

　返事をしようとしない魔女に、新しら祢ねが笑った。

「生意気に育ったものね、暁あかつきの姫君」

「そなたとまともに話したことはなかったのう。二百年前、妾わらわを眠らせようと妾の前に現れた時でさえ、そなたはただ『おやすみ』と言っただけだった」

　あの時葫は王都から追放されていた。十八年前にかけた魔法を完成させるために王都に戻ったが、長居するわけにはいかなかったのだ。次に捕まったら追放ではすまない。すべての魔女の魔法をもってしてでもどこかに幽閉される恐れがあった。

「あたしと話がしたいの？」

　葫は言って鍋の中を混ぜる手を止めた。

「珀はく蓮れんも王おう伊いも、もうそなたを前と同じようには思っておらぬ。それが誰だれであれ、自分がおむつを替えた赤ん坊を心から憎にくむことなど誰にもできぬからな」

「あら、もしかしてあたしを怒らせに来たんだったの？」

「そなたはいつも怒っておる」

「お前達があまりに愚おろかだからだわ」

「愚かな行いを一度もしたことがないという者がいるのならそれは噓うそつきか本物の愚か者じゃ」

「お前とお喋りをするつもりはないの。正直に聞いたらどう？　昔の話を聞きたいのでしょう？　わかってるわ。お前の心は二百年前に置き去りにされたまま」

　葫は踏み台を降りた。廊下に繋がる戸口から竈までは遮さえぎるものがないから、踏み台を降りても戸口の赤い髪の姫君の顔はよく見えた。すましたその顔が気に入らない。

「ねぇ、生まれ変わりなんて本当にあると思ってる？」

　新祢は眉び宇うをひそめた。それを見て魔女は笑った。

「あの王子が二百年前のお前の小こ姓しようの生まれ変わりだなんて、本当にそんなことがあるのかしら？」

「何を言っておるのじゃ」

「こうは考えない？　これも魔法なんじゃないか」

　少女はくっくっと喉のどを鳴らした。その双眸は吸い込まれるような深さを持った灰色。

「ありえぬ。あれは妾とあれしか知らぬような記憶を持っておる」

　今度こそ魔女は声を上げて笑った。

「お前達の箱庭が本当に誰の監視下にもなかったと思っているの？　暁の姫君。いいえ。《赤い森》の眠り姫」

「戯ざれ言ごとを」

「どうかしら」

　新祢は少し気け色しきばんで口を開いたが、何も言葉にすることなくその薔ば薇らの蕾つぼみのような唇を閉じた。

　一度ゆっくりと目を瞑つぶり、そして再びその双眸を開けて魔女を見み据すえる。

「何を怯おびえておる」

　彼女は冷静さを取り戻していた。

「魔法が使えぬ代わりに毒の林檎で身を護まもるか？　そなたは魔女という存在を理解しておらぬ。今も昔も。だから一人になる」

「いい気にならないでかわいそうな眠り姫。魔女として取るに足らない魔力しか持たないお前に魔女を語られたくなどないわ」

「何百年生きていてもお前は生まれたばかりの夜よる花はなと同じじゃ。他人におむつを替えてもらっていることにも気付かない」

　がっ！

　新祢の後ろの壁に何かが当たり、カランカランと音を立てて床に落ちた。その白い首筋にどろりとした液体が飛び散っている。

　鍋を混ぜていた木の棒を、葫が投げたのだ。

　魔女は顔を歪ゆがめて新祢を睨み付けていた。

　怒りで美しくなる北の王女とは違い、葫は怒りを身に纏まとうとその周りに闇を滲にじませた。それを見た時の、新祢の顔が彼女にはまた気に入らなかった。まるで哀あわれんでいるかのような目。

「魔法が使えなくてもお前のその眼を焼くことはできるのよ」

「そなたがあまりに見えぬふりをするから、妾も早苗もそれを暴あばいて見せたくなる。それでは一歩も進めぬであろう《赤い森》の魔女。そなたがとらわれているのはそなたそのものじゃ」

「お前も早苗も知った口を利きく。それが気に入らないの。まだあの馬鹿な北の王女の方がましだわ」

「確かに珀蓮は暴くことはするまい。あれは前にしか進めぬ女じゃ。そなたは似ている」

「それで一体何をしに来たの？　眠り姫。あたしにその目を焼いて欲しいならそう言いなさい」

　新祢は笑った。

「妾はそなたと話をしたい。父上様や母上様とは話せなかった。あのような後悔はもうしたくはない」

「あいにくあたしは忙しいの。他をあたって」

「そなたを怒らせずに話すのは骨が折れる」

「あたしはお前達が嫌いなの。だからお前達とにこやかに話すことなんてこれからも絶対にありえないわ。残念ね」

　新祢は身をかがめ、木の棒の、どろどろが付いていない真ん中あたりを摘つまんで拾うと、葫に歩み寄ってそれを差し出した。

「ひどい匂いじゃ」

　彼女はもう一度言った。

　葫は木の棒を取り上げると、そのまま黙って踏み台に乗って鍋の中を再び掻かき回し始めた。新祢はなおも何か言いたげだったが、結局何も言わずに調理場を後にしたのだった。
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　とぼとぼと一人で戻ってきた新しら祢ねを見て、失敗したのだとすぐにわかった。

　昼食の時庭に出した卓の上に今広げられているのは菩提樹リンデンの香草茶と焼き菓子だ。茶器もお皿も四つずつ用意されている。

　ちょうど珀はく蓮れんのそれに香草茶を注そそぎ淹れようとしていた早さ苗なえは、主塔の方からまっすぐこちらにやってくる新祢に気付いて「あら」と言ってその手を止めた。

「すまぬ。妾わらわもあれを怒らせてしまったようじゃ」

　彼女達のところに戻ってきてしゅんと肩を落とした新祢に、早苗は礼を言って椅子に座らせた。

　王おう伊いはいない。この時間彼は決まって塔や森のどこかで身体を動かしている。馬で遠乗りをすることもあったし、広ひろ兼かねを相手に剣を振り回している時もあった。

　今日はどこか、声を上げれば聞こえる場所にいるはずだ。鳥とり代しろも広兼も、今は森から出ていて男手は王伊一人だった。

「やっぱりこうやって皆で午後のお茶を飲めるようになるには、少し時間がいるのね」

　このささやかな午後のお茶会に葫ゆうがおを誘おうと言いだしたのは早苗だった。

「いくら時間があっても意味がないのではなくって？　あの魔女が、わたくし達とそこまで馴れ合うとは思えないわ」

「あら。そんなことはないわよ。珀蓮なんて今にきっと、お義か母あ様と旦だん那な様の愚ぐ痴ちを言い合うような仲になると思うわ」

「鳥代が女性恐怖症になることと同じくらいありえないわね」

　珀蓮はきっぱりと言った。

　早苗は三人分の香草茶を淹れて、三人分のお皿を準備した。余った茶器とお皿は卓の端によけておく。

　女性が三人も集まってそこに甘いものと美味しい飲み物があるのなら、お喋りの話題は永遠に尽きないものだ。けれど彼女達の話題は世の貴婦人達が得意とする宝石や洋服に関するものではなかった。

「読んだ？」

　早苗が聞くと、新祢は香草茶を一口飲んでこくりと頷いた。

「ああ」

　赤い髪の姫君は茶器を卓の上に置き、思案するように視線を落とす。

「妾が使っていた文字が旧字となったのは百七十年ほど前だという話じゃから、あの手記を書いたのはそれより以前の人間だと考えるのが普通だろうのう。ただ専門家に見せねば確実なことはわからぬな」

「最近書かれたものかもしれないってこと？」

「学者や研究者であれば、あの字を使ってものを書くこともできるのであろう？」

　彼女達が話しているのは『赤セイ穏オン史し』についてだ。今それは、新祢が持っている。

『赤穏史』は今は使われていない古い字で書かれた一人の男の手記だ。その男は森に住んでいて、自分の苦悩や思いをそこに綴つづっている。

　第三者に読まれることを危き惧ぐしてか、固有名詞の使用や過去に起きたことへの明確な言及を徹底的に避けているため、そこからは事実を予測することしかできない。さらに日付に関する記述がないので、それがいったいいつの時代に書かれたものなのかもはっきりとしないのが現状だった。

　ただ男が住んでいたのが、《赤い森》だということは確かなようである。手記の中にははっきりと、『塔で眠る姫君』を案ずる記述があった。

『塔で眠る姫君』がいる、いやいた森など、そんなにあるものではない。眠り姫が眠っていた、この《赤い森》以外には。

「では広兼が言っていたことがまったくの勘違いである可能性もあるということね」

『赤穏史』を読んだ賢者の王子は、かつての王都をこのような森にしたのは新祢の父である当時の王ではないかと言っていた。

　珀蓮の言葉に、新祢は首を振った。

「広兼も言っていたように、明確には何も書かれておらぬ。ただ、もしあれを書いたのが二百年前の真実を知っている者なのであれば、そう読むことはできる。『尊とうとい方々』の『短たん慮りよ』。『犯おかされた罪』。『死者』は『糾きゆう弾だんしない』とも書かれておった。それも読み方次第じゃがのう。あれだけではわからぬ」

「そう」

　北の王女はつまらなそうに頰杖をつく。

「だが著者として書かれている『九く蠟ろう』が二百年前の者であるのなら確実なことが一つがある」

　新祢は視線を落とした。

「まぁ。何？」

「二百年前。王には賢者、軍人、破魔、それに魔女。四つの一族が従っておった。その中で唯一、魔女は血によっては結ばれない一族じゃ。魔女の子供は魔女である可能性が高いが、それでもほとんどの子供はわずかな魔力を帯おびているだけで、そういう子供は魔女の一族を名乗れない。もともと魔女は血族に対する愛情が薄いからのう。魔女は自分たちと同等の力と寿命を持つ魔女達と結びつき、一族だと名乗っておった」

　家族というものに対する魔女の執着が薄いのは確かかもしれない。

　早苗の継母であった葫は、孤こ児じだった義あ姉ね達を便べん宜ぎ上自分の子供として引き取っておきながら、実際は使用人のように使っていたのだ。

「魔女は子育てには向いておらぬ。それが男でも女でもな。父母のどちらかが魔女でなければ子供はそちらに引き取られて育てられるが、両親とも魔女だとそうはいかぬ。妾は実際に見たことはないがそういう魔女の子供達を集める施設があって、魔女同士から生まれた子供は赤せい嬰えいと呼ばれそこで育てられた。そしてその子供達の名前はその親が誰かわかるようにして付けられた」

「待って。魔女って、男でも魔女と言うの？」

　驚いたように手を挙げて聞いてきた北の王女を、新祢は怪け訝げんそうな顔で見た。

「当然じゃろう。男の魔女だとておる。まぁ、どちらかといえば女が多かったようじゃがのう」

　今伝わっているお伽とぎ話ばなしの中に男の魔女はいない。珀蓮が驚いたのも、無理もない話であった。

「……本当の親に育ててもらえないなんて悲しい話ね」

　早苗がそう言うと、赤い髪の姫君は困ったように笑った。

「一いち概がいにそう言えたかどうかはわからぬな。魔女の子供には国からの補助が出る。金きん銭せんという形だけではない。住居から仕事まで、生活に必要最低限な部分には国から援助が入る。赤嬰として生まれれば生活に苦労はなかったであろうのう。そして実際普通の親のもとに生まれて苦労して生きていくよりも、赤嬰として生きていく方がいいと言う者もいるという話を妾は聞いたことがある」

「どうしてそんな制度があるの？」

「……魔女の子供は魔女になる可能性が高い。将来魔女としての力を現すかもしれない子供に、自分の境きよう遇ぐうが不幸だからと死なれたり国から出て行かれては困るからじゃ」

　北の王女はあからさまに顔をしかめたが、非難する言葉を口にはしなかった。珀蓮は王女だ。国という個体の持つその汚お濁だくや狡こう猾かつさをよく理解しているし、それが必要なのだということも知っていた。

　そんな珀蓮を見てから新祢は香草茶を一口飲み、続けた。

「当時上位だと言われていた魔女は二人じゃ。一人は葫。そしてもう一人は蠟ろう」

　早苗は察しよく「蠟？」と声を上げた。

「少し下位ではあるが、九きゆうという名の魔女もいた。もしこの『九蠟』が二百年前の、妾が生きていた時代の人間なのであれば赤嬰であることは間違いないじゃろう。生きている魔女の名前を自分の子供につけるような親はおらぬ」

「……」

「赤嬰なら国の要職についていてもおかしくはない」

　新祢のその言葉がどういう意味か、問わずともわかった。

　もし、そうなら。『赤穏史』の著者である『九蠟』が二百年前の人間であるのなら、彼は国の秘密を、二百年前の真実を知る立場にあった可能性が高い。広兼が言っていたことの信しん憑ぴよう性せいも否いや応おうなく高まる。

　国の秘密。王族の罪。

　でもまだわからないことがある。早苗は口を開いた。

「『赤穏史』が二百年前に書かれたものだという仮定で話すけれど、でもどうしてそれが、赤穏の織り屋にあったのかしら？」

　赤穏織で有名な赤穏には、織り屋と呼ばれる建物がある。そこでは織物に使う糸を販売し、図柄の参考となる図書を蔵書し、大人数で作業するための部屋も備えている。早苗達は、そこで『赤穏史』を見つけたのだ。

　織物には一見無関係なその本は、本棚の端にひっそりと置いてあった。

「他の本は織物に関するものばかりだったわね」

　珀蓮は卓に肘をつき、その細い指を唇に当てて言う。まっすぐな黒髪がその耳の下で揺れた。

「そもそも赤穏はいつからあそこにあるの？　新祢の時代にはあった村なの？」

「いや、なかったと思うがのう。少なくとも赤穏という名前の村はなかったはずじゃ」

　この三国において、名前に『赤』という字を使っている町や村は少なくない。魔女の色であるそれは、古く魔女が息づいていたこの辺りでは身近で意味深い色なのだ。

　この森に《赤い森》という名前がつけられているように。

「そういえば、絵が描いてあったでしょう？」

　早苗は思いついて言った。

「『赤穏史』の最後の方よ。端に小さく。女性の絵よ。あれは、お義母様に似ていなかったかしら？」

「ああ……あの似姿は、手記の男が最後に出会った『魔女』だとは思うのだが、特にその名前は書いておらなんだからのう。ただその可能性は高いかもしれぬ。《赤い森》に住んでいる魔女など、あれ以外にはおらぬじゃろう」

「あの女は九蠟なんて男は覚えていないと言っているわ」

「『魔女』に会ってすぐ後に男は森を出ておる」

　新祢は苦笑した。

「あの手記の男は、ずいぶんとその『魔女』に狂くるっているようじゃった。怒り狂った魔女を恐れて森を出てからの手記は、まるで初めて恋に落ちた少年の稚ち拙せつな日記じゃ。妄もう想そうと夢が綴られておった。読むのが申し訳ないと思うほどにな」

　言ってから、新祢は今自分が言った言葉を吟ぎん味みするように少し顔を歪めて首を傾かしげた。

「まぁ……あれを書いた方は、お義母様に恋をしていらっしゃったの？」

　珀蓮は不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

「あんな女のどこがいいのか知れないわ」

　その手記を書いた九蠟という男だけではない。早苗の父も、北の王も、葫には心を奪われている。

「美しい方だもの。それに、きっと、それだけじゃないわ」

　あの薫かおり高い薔ば薇らのような美しさだけではない。もっと内面的なものに、彼らはきっと惹ひき付けられたのだ。

　それは幼い少女に似た危あやうさでもあるし、奔ほん放ぽうな自由さでもあるし、底の見えない孤独でもあるだろう。

「珀蓮だって、夜よる花はなのことはずいぶんと気に入っていたのではないの？」

　早苗は悪戯いたずらっぽく言った。

　珀蓮と幼い夜花は喧嘩ばかりしていたようだったけれど、二人とも本当に嫌けん悪おし合っているとは早苗には見えなかった。思えば夜花の時も葫に戻っても関係性が変わっていないのは珀蓮だけなのだから、やはり夜花の時から魔女は珀蓮にだけ本当の自分を見せていたのかもしれない。

「冗談言わないで」

　珀蓮はものすごく嫌そうに顔を歪めた。

「あの女は勘違いをしている。何百年生きていても、それがわからないのならただの馬鹿だわ」

　早苗は笑った。

「そうね」

「至し言げんじゃのう」

　言ってから、新祢が「けれど」とため息をつく。

「どうしたの？」

「その勘違いが何百年もの間あの女の中の真実であったのなら、それを変えさせることができるとは妾にはなかなか思えぬよ。そうすることが正しいことだとも」
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「誰かが信じていることを変えようなんて傲ごう慢まんな考え方よ」

　香草茶を一口飲んで北の王女がきっぱりと言う。

　もしここに鳥とり代しろがいたのなら、珀蓮に傲慢って言われるなんて、と肩を落としていただろう。

「それがあの女の生き方でしょう？　第三者がどうこうする必要なんてないわ」

「あら、第三者じゃないわ」

　早苗が首を傾げて言った。

「私達は十分にお義母様の関係者よ。それに間違っていてもいいの。私はお義母様が今のままなのは嫌なのだもの。お義母様のためじゃないわ。私が嫌なの。だから私はどんなにお義母様が嫌がったって毎朝お義母様の髪を結うし、食事だって一緒に取ってもらうわ」

　彼女のこの言葉に珀蓮は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「それこそずいぶんと傲慢な考えね、早苗。自分のために誰かが変わるのは当然だとでも思っているの？」

「当然だなんて思っていないわ。お義母様にはそれを拒否する権利がある。嫌なら私の前から消えればいいの。私はそれを追ったりなんかしない」

「それが自分勝手な考えだと言っているのよ」

　すると早苗はにっこりと柔やわらかく微笑んだ。

「商人は利己的なものよ、珀蓮。私は自分のそういう部分があまり好きではないけど嫌いではないし恥はじたりもしないわ。でもあなたのそういうまっすぐな部分は大好きよ」

　毒気を抜かれる彼女の笑顔に、珀蓮は複雑な顔をする。自分の笑顔がどんな時に効果的か、早苗はよくわかっているのだ。

　新祢は早苗の焼いた焼き菓子を口に運び、咀そ嚼しやくしてから言った。

「哀あわれむべきは魔女じゃな。魔法が使えぬ現状に加えて、妾達のように思い通りにいかぬ人間に囲まれては心穏おだやかな日々は到底送れまい」

「そうね。それは、でも仕方のないことだわ」

「あの魔女はわたくし達を頼ってきたのだもの。それくらいは覚かく悟ごしてしかるべきよ」

「そなた達は迷わなすぎる」

「新祢は優しすぎるわ」

　いかにも優しげな風ふう貌ぼうの早苗に言われて、新祢は少し目を丸くする。

「自分の人生をここまで狂わされて、あっさりあの女を許せるあなたが一番おかしいのよ新祢。わたくしは王伊に同情するわ」

　新祢は生まれてすぐ魔女に魔法をかけられて十八の年に二百年の眠りに落ちた。葫という名のあの魔女さえいなければ、彼女は両親に愛されて何不自由ない幸福な少女時代を送ることができただろう。

　話の矛ほこ先さきが自分に向いてきたのを感じて、新祢は両手を挙げた。

「……わかった。ではこの話はここまでにするとしよう。妾達はそもそも根本的な考え方が違いすぎる。今は天気のいい穏やかな午後でそれを議論すべき時ではないし、妾も議論したいとは思ってはおらぬ。そなた達は尊敬すべき友人じゃ。美味しいお茶と菓子がある。もっと実のある話をしようではないか、のう」

「実のあるどんな話？」

　珀蓮が先を促うながす。

「実はこれはつい先ほど思い出したことなのじゃが、二百年前、妾も手記、というか日記のようなものを持っておった」

「まぁ、本当？」

「残念ながらすぐ書くのをやめてどこかにやってしまったので今はもう残っておらぬだろうが、妾がそれを書き始めたのは、二百年前の王伊が町で日記を書くための本を買うてきたからじゃ」

「わたくしなら一行も書かずに捨てるわね」

　珀蓮は焼き菓子を小さくしてから、上品に口に運ぶ。今日の焼き菓子は先日果蜜ジヤムを作る時に余った果物を干したものが入っている。新祢が好きなお菓子だ。

「どうやら当時、王都では日記を書くことが流行しておったらしくてのう。そして日記のために作られた本には、特別な製本がされておった」

「特別な製本？」

「そうじゃ」

　新祢はきっと、それをさっき自分が言った台詞せりふで思い出したのだ。『赤穏史』の後半部分のことを、彼女は『初めて恋に落ちた少年の稚拙な日記』のようだと言っていた。

　新祢は左手で筒を作って、そこに指を入れる仕草をした。

「こう、紙片を隠しておく箇所がある。誰にも読まれたくない秘密を、そこに隠しておくのじゃ」

　早苗ははっとした。

「確認してみる価値はあるじゃろう。隠されていた真実が書かれているやもしれぬ」

「新祢」

　早苗は思わず彼女の名を呼んだ。

　その隠されていた真実とは、彼女の父王の罪かもしれない。それを確認しよう、と彼女は言っているのだ。

　新祢は早苗と珀蓮の目をちらりと見てから、椅子の背もたれに体重を預け、本日二度目のため息をついた。

「気付いてすぐは、このまま黙って一人で確認しようかと思ったのじゃがな」

　もし本当に彼女がそうしても、誰も責めたりはしなかっただろう。

　それは紛まぎれもない、新祢の過去だ。他の誰かが勝手に踏み込んでいい領域ではない。西の王子以外には、きっとまだその許可は与えられていない。

「……だがそなた達がいる方が心強い。妾にはこんなにも心の強い友人が二人もおるのじゃ。利用しない手はあるまい」

「当然ね」

　珀蓮が言う。新祢は苦笑した。

「当然かえ？」

「当然だわ。自分にないものを持っている相手だから共にいる価値があるのよ」

　言ってから、珀蓮はがたりと立ち上がった。彼女の皿の上にはまだ食べかけの焼菓子がある。

「それで？　『赤穏史』はあなたの部屋？」

「今行くの？」

　驚いて早苗が聞くと、珀蓮はつんと顎あごを上げた。

「この心地のいい午後に早苗のお茶とお菓子を楽しむのなら、懸け念ねんは先に片付けておきたいの」

　早苗は笑った。

「せっかちね」

「しかしお茶が冷めてしまうぞ」

「淹れなおしてくれるでしょう？」

　珀蓮が当然のようにそう聞いてくるので、「わかったわ」と早苗は答えたのだった。
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　赤セイ穏オンまでは馬車で半日かかるが馬で行けばもう少し早い。

　広ひろ兼かねが赤穏に着いた頃には、まだ日暮れまで時間があった。非公式の調査だから出迎え等は必要ないと事前に伝えてあったので、彼は馬を馬屋に預けて直接村むら長おさの家に向かった。

　相変わらず賑にぎやかな商店街を通り、少し大きな路地を曲がって工房街に入る。住宅も兼ねた工房の並ぶこの通りは、太陽が出ている間は商店街とは違い静かだ。白い石壁が並び、耳を澄ませばそれぞれの工房から機はたを織る音が聞こえてくる。

　赤穏では、女達が機を織って、男達がそれに値段をつけて売っている。赤穏織のその複雑な模様は王族にも愛されていて、多くの商人がこの国境近くの集落に買い付けにやってくるのだ。

　広兼は以前この村の長の家には行ったことがあった。

　数月前だ。赤穏で子供が行方不明になるという事件が起きて、広兼達は鳥とり代しろに遣わされた調査隊として赤穏を訪れた。

　あの頃に早さ苗なえが拾った赤ん坊は魔女だった。

　魔女の話を詳しく聞くと、あの時広兼と早苗を赤ん坊のもとへ導いた黒猫は魔女の魔力の塊かたまりと呼ぶべきものであったらしい。それは赤ん坊となった本体、つまり魔女を庇ひ護ごする存在を探しに行って、そしてたまたま森の中にいた彼らを赤ん坊のところへ連れて行った。

　偶然であれば運命的だが、魔女の持っていた生存本能というものが、確実に自分を庇護してくれる存在を選んだのだろうか。

　今では魔女も少し成長して記憶さえ取り戻し、あの頃のただ無む垢くで可か愛わいらしかった面おも影かげをまったく残していない。

　残念だと思う気持ちはあまりなかった。赤ん坊の方が煩うるさいし手がかかる。そのせいで早苗の時間の大半は育児に割かれ、夜よる花はなを拾ってから彼女と二人きりの時間などほとんどなかったのだ。

　今葫ゆうがおは自分で勝手に壊れた廊下にあるかつての客間を自分の部屋としているし、珀はく蓮れんと喧嘩している時以外に早苗の手を煩わずらわせることはほとんどない。

　恋人と突然同じ部屋になって苦悩している東の王子とは違い、広兼にとってはこれからが本当に楽しみな新婚生活の始まりなのだといえた。

　それに、葫には失われた時代の知識がある。

　賢者の王子としてそれは屋敷一つ分の金にも等しいものだった。

　公的には、二百年前の文献はほとんど残っていない。かつての王国の様子がわかるのはその時代に生きていた人々から語り継がれた物語や他国の記録の中だけで、実際国が残していたはずの史料はほとんど見つかっていないのだ。

　広兼の持つ純粋な知識欲が、葫の価値の重さを認めていた。

　だが実のところ、二百年前の真実について父王は何か知っているのではないかと彼は思っていた。

　当時の賢者の一族がその知識や歴史を後世に残していないとは考えにくいのだ。現代にほとんど残されていないと言われている二百年前の文献だが、王しか知らないどこかにそれは隠してあるのではないだろうか。

　もし本当に、二百年前の王族が何か罪を犯して王都が森となったのならば、その真実が今の賢者の王によって秘されていることにも納得がいく。かつての王族は、今よりもずっと尊い存在だった。そこに罪悪があるとしても、誰もがそれを黙して語らぬようにするほどに。

　賢者の王、かつての王の臣下であった一族の長は、その秘密をずっと護っているのではないだろうか。

　それほどの秘密であるのなら、持ち札としては使えない。公開できない情報は諸もろ刃はの刃やいばだ。それを振り回すには常に危険が付きまとう。

　ただ、使えなくとも手にはしておきたい。この欲求は賢者の一族の血のせいだ。

　真実を問うて父である王が答えてくれるとは到底思えなかった。

　知識や情報は賢者の勢力の源みなもとだといえる。賢者の王族達は皆自分達の情報網を持ち、王族間であっても取引なしにその情報をやりとりすることなどありえない。

　真実が欲しいなら自分で摑み取るしかないのだ。

　そして二百年前の真実を探し出すために、あの《赤い森》の魔女は最大の手がかりだといえた。

　二百年前だけではない。

　それよりも昔から、あの魔女は生きている。生まれてからずっと王宮の奥に閉じこもっていた新しら祢ねと違って、引き出せる情報はいくらでもあるだろう。それを思うと、広兼の身体は震ふるえた。

　そう簡単に魔女になど戻してやるわけにはいかない。魔法をまた使えるようになる方法を見つけ出したら、それを材料に契約を結ぶことだってできるかもしれない。葫は強力な魔女だ。正式な契約なしにそれを御ぎよするのは難しいだろう。魔術陣は西大陸でいう精霊との契約なのだという。それを応用できないだろうか。

「……」

　自分がこう考えていることを知れば、早苗は悲しい顔をするかもしれない。彼女は純粋に魔女の屈くつ託たくを取り除きたいと思っている。

　実際に彼女か賢者としての自分か、どちらかをと問われた時どうするのか、広兼は自分でもわからなかった。

　だからか、と彼は思った。だから兄達はなかなか結婚をしないのだろうか。父は多くの女性を妻にしたのだろうか。

　たった一人の人を決めてしまったら身動きが取れない時が来る。それを知っているから。

　聞いて答えてくれるとは思えなかったし、聞く気もなかった。

　答えは自分で得るべきなのだ。

　たとえそれがどんな結果であろうとも。

　辿たどり着いた村長の家の前に、一人の女性が立っていることに気付いて広兼は目を細めた。近づいてからとびきりの外そと面づらを顔に貼り付けると、彼はにっこりと笑った。

「これは、お久しぶりです」

　それは菜な名なという女性だった。数月前に広兼達が赤穏を訪れた時、宿や食事の世話をしてくれた人だ。

「村長様から、広兼様のご案内をするようにと言われました」

　彼女はそう言って頭を下げると、顔を上げて笑顔を見せた。

　広兼は馬屋で自分の名前と身分を告げていた。そこから村長の家へ、そして彼女へと連絡がいったのだろう。町や村の入り口にある馬屋には大抵足の速い人間が一人か二人いて、重要な来訪者をいち早く長に知らせる役目を担になっている。

　今の彼は前回と同じように、第一王子の領地である呂ロ王オウ領の歩兵隊隊長としてここに来ていた。

「お元気そうだ」

　数月前に行方不明になったうちの一人が彼女の子供だった。その時彼女はあまり笑うことがなかったので、広兼は新鮮な印象を受けた。黒い髪は艶つやを取り戻しているし、年もうんと若くなったように見える。以前は自分たちよりも十近く上だろうと思っていたが、それよりも若いのかもしれない。

　鳥代によると行方不明になっていた子供達は、あの後も特に体調に問題が出るわけでもなく元気に過ごしているらしい。

「お会いできるのを楽しみにしておりました。皆様はお元気ですか？」

　早苗が王子妃になって、あの時連れていた赤ん坊が実は北の王妃だっただなんて、口が裂けても言えはしない。広兼は笑った。

「はい。おかげさまで。赤ん坊の母親も見つかりましたよ。泣いて迎えに来ました。珀蓮がとても怒っていましたけどね」

「目に浮かぶようだわ」

　菜名はくすくすと笑った。

　珀蓮が怒っていたのは本当だ。夜花が魔女だったと知って、怒りのあまり魔女を殴った。そして最終的には自分達全員早苗に怒られた。あの時のことはあまり思い出したくはない。しばらく立ち直れなかったのだ。

「ああ、外で申し訳ございません。こちらへどうぞ。お着きになったばかりですよね？　少し中で休まれますか？」

「いえ。先にお願いしているものを見せていただきたい」

　彼女に促うながされて、広兼は村長の家に入った。白い壁の建物が立ち並ぶ工房街で、この家だけはくすんだ土つち壁かべだった。村の中でも飛びぬけて古臭く感じる。

　この村で使われている白い石壁は、隣の西の国で作られるものだ。国境近くの山で取れた石を砕いて粉にして、それを一定の比率で専用の液体と混ぜ、木で組んだ基き礎そに土と同じように塗る。防音性が高いのが特徴で、機織女達が仕事に集中できるようにと工房にはそれが使われているのだろう。

　赤穏は昔は貧しい集落だった。赤穏織のおかげで村は潤うるおい、その様子も変化してきたのだ。

「ここは代々この村の長が住むための家なので、じきに今の村長様もこちらに移っていらっしゃいます。普通前の村長様の私物は生家へ返されるのですが、前の村長様……九く蠟ろう様は、赤穏でお生まれになった方ではないそうなのでそういうわけにはいかず……」

「若い頃、ふらりと赤穏に現れた旅の方だったとか」

「私も祖父に聞いた話ですが、その時九蠟様は何も荷物を持っていらっしゃらなくて、ただぼろぼろの布を服のように身に纏っていらしただけだったそうです。どこから来たのかと聞いてもお答えにはならなくて」

「今の赤穏織の図柄は九蠟殿が考えられたというのは本当ですか？」

「はい。私はそう聞いています」

　菜名はあっさりと答えた。

　この村にやってきた当時彼が持っていた図柄。それが赤穏織の原形だと言われている。

　赤穏織の図柄が魔術陣に似通っているのは、最初に彼が持っていた図柄が魔術陣だったからではないのだろうか。そして彼はそれを、どこで手に入れたのだろう。

　九蠟が村にふらりとやってきた五、六十年ほど前は、既に西化政策は打ち切られ、文化顧問などと称しようしてこちらの大陸にやってきていた西大陸の人間も皆国に戻っていたはずだ。

　やはり彼があの『赤穏史』を書いた人物本人なのか。そしてあの手記の内容は、二百年前のことにはまったく関係がなかったのだろうか。

　せめて彼が生きているうちに会いに来ていれば。九蠟が死んだと聞かされた時広兼に襲い掛かった後悔は、けれどすぐに切り替えられて彼は自分のすべきことを判断して行動に移した。

　まず《赤い森》の中の、赤穏へと続くはずの魔術陣を確認しに行った。しかしそれはまったく作動しなかった。赤穏に来たのは、対となっているはずのこちら側の魔術陣を確認するためでもあったのだ。

　今となっては広兼には、あれが魔術陣なのだという確信があった。なぜなら彼は一度、本物の魔術陣を見ているからだ。

　早苗を取り戻した後の平へ祈き男だん爵しやくの屋敷の書斎で、里り野のと呼ばれていた使用人が眠っていた。その床に描かれていたのが魔術陣だ。彼女に気付いた鳥代がその魔術陣に踏み入って粉棒チヨークの跡を消してしまうまで、里野は目覚めてはいても、身体が動かないようだった。

　そして書斎にあったはずの赤穏織の図柄の本はなくなっていた。ルヴァイン＝イアスという名の魔術師と共に。

　真実へと辿り着くための材料はほとんど揃っているような気がする。

　あとは自分の閃き一つなのではないだろうか。ずっと何かがひっかかっている。それを取り除くきっかけを探して、彼はこの村へやってきたのだ。

　広兼は菜名の後ろについて階段を上った。前に広兼が訪れたのは一階の部屋のうちの一つだった。年老いた前の村長はゆったりとした椅子にほとんど横たわっていたが、あれは公用の部屋だったのだろう。

　村長の家は広い。村の者達の集会所としても使われることがあるのだろう。じきに次の住人が入ってくるとはいえ、それまでの主あるじを失った家はやはりどこか寂しげだった。虚うつろな空気が漂っている。

「当時赤穏はもっと貧しい村だったと聞きます。だから赤穏織を作られた九蠟様は村中から尊敬されておいででした。九蠟様がお持ちだったものを処分するのは忍しのびないので、村の者達で分けていただこうかという話になっていました」

　それを聞いて広兼は、そうされる前に訪れてよかったと安あん堵どした。彼の遺品を探して家々を回るのはごめんだ。

「こちらの部屋です」

　菜名の案内で入ったのは角部屋の、広い部屋だった。窓はあるが覆おおいがしてあった。

「こちらに九蠟様の私物はすべて移してあります。どうぞごゆっくりご確認ください。私は下の階におりますので、何かありましたら遠慮なくお呼びくださいませ」

「ああ、そうだ」

　出て行こうとした菜名を、広兼は呼びとめた。

「この村で最初に作られた赤穏織が、今どこにあるかはご存知ですか？　その、九蠟殿の奥方が昔織られたという……」

　広兼が摑んでいる情報では、九蠟が最初に持っていた図柄を元にして当時の村長の娘が一枚の織物を織り上げたということになっている。それが赤穏織の始まりだ。村長の娘は後に九蠟の妻となった。

　広兼は遺品の中にその九蠟が持っていたという図柄そのものがあることを期待していたが、それが見つからなかったとしてもそれを元にして作った赤穏織があれば収穫にはなる。

　菜名は目を丸くした。

「最初に織られた赤穏織ですか……？　ええと、あの、村にはございません。昔、九蠟様がどなたかに差し上げたとかで……」

「差し上げた？　どなたにかはご存知ですか？」

「申し訳ないのですが、そこまでは……。私も、九蠟様から直接伺うかがったわけじゃないんです。以前九蠟様を歴史学者様が訪ねていらっしゃったことがあって、その時の話を少し」

　広兼は眉宇をひそめた。

「歴史学者？」

「はい。その方も最初に織られた赤穏織について尋ねておいででした。私はその時たまたま別の用事でこちらにお邪魔していて、お茶をお出ししたんです」

　この村の長には使用人はいなかった。九蠟の妻が亡くなってからは、村の者達が頻ひん繁ぱんにこの家を訪ねて彼の周囲のことをやっていたようだ。

「その歴史学者の顔を見たんですか？」

　菜名はどうして広兼がそんなことを聞いてくるのかわからないようだった。

「はい……あの、普通の、若い男性でした」

「名前は？」

「そこまでは……」

　ルヴァインじゃないのか。

　広兼は、歴史学者と聞いてあの西大陸の魔術師を思い出した。あの男もまた歴史学者だ。

　西化政策が縮小され、西大陸との窓口である沿岸の線コート以外の国々で西大陸の人間を見ることは本当に稀まれになった。別大陸の人間の通行が制限されているせいだ。

　あの男が不法な手段でこの三国に踏み入ったのならそれなりに大がかりな捜索もできるが、彼は南の国の平祈男爵の紹介状を携たずさえて、地理的に外部との玄関口としての役目を担っている東の国の国王に許可を取り、正式な手段でもって入国していた。

　この三国間には国境はないに等しい。一つの国で入国の許可が取れれば、他の二国にも出入りは自由である。ただ広兼は独自の情報網で、あの男が再び東の国に入国しているところまでは突き止めていた。

　もし菜名が見たという歴史学者がルヴァイン本人であれば、その髪と眼の色に彼女が言及しないはずはない。だが髪と眼の色を変えている可能性はあった。髪は染め粉で変えられるし、眼の色だって魔術でどうにかできるのかもしれない。

「あの、その最初の赤穏織に何かあるのでしょうか？　その時の村長様は少し緊張していらっしゃいました……その後体調を崩されて、そのまま……」

　菜名は言葉を濁したが、その後の言葉は容易に推察できた。ではその歴史学者が訪ねて来たのは村長が死ぬ少し前なのだ。

　広兼は舌打ちをしたくなった。九蠟という名の男から得られたはずの情報は思いのほか大きかったのかもしれない。

　彼は笑った。

「いや、おかしなことを聞いて申し訳ない。赤穏織は商業的にかなりの価値がある。鳥代殿下は赤穏織をもっと大きな市場に出すことを考えておいでです。技術的にこの上ない赤穏織に歴史的付加価値がつくのなら申し分ない。歴史学者殿も目をつけたというのなら、市場に出す意義はさらに上がるだろうと思ったまでのことです」

　鳥代が赤穏織をもっと大きな流通に乗せることを考えているというのは噓ではなかった。東の王子は結構前から考えていたようだが、当時の村長、つまり九蠟がなかなか乗り気ではなかったらしい。

　赤穏織は赤穏の女達だけで作っている。生産が追いつかないというのがその主おもな理由だった。

　今回の広兼の訪問も、その赤穏織の市場拡大に関しての調査ということになっている。九蠟の遺品を調べることについては、前の村長がその市場拡大に関して何か覚おぼえ書がきを書いているかもしれないからとこじつけていた。

　この一見不必要な調査に違和感を覚えさせないよう先触れの書面を書いたのは広兼自身だ。

「ありがとうございます。調べ物もすぐ終わるでしょう」

　彼はそれまでの話を打ち切るように言った。菜名は少し戸惑った顔をしていたが、頭を下げて部屋を出て行った。
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　新しら祢ねが言う特別な製本とは、背表紙の内側に秘密があった。

　当時、本は中の紙を糸でかがりそれを特別な糊のりで硬くした布で覆って作っていた。その厚手の布の、背表紙にあたる場所の内側には布が二枚重ねてあって、そこに紙片を隠せるようになっている。

　隙間が小さいので指では取れなかった。二百年前は日記と一緒にその隠された紙片を取るための小さな刃のない鋏はさみのようなものも売っていたが、そんなものはもうこの時代にはない。

「……駄目じゃ。取れぬのう」

　新祢が少し途方にくれたように言った。

　主塔にある彼女の部屋に、三人の姫君は集まっていた。

「貸しなさい」

　大きな花模様の長椅子に座った珀はく蓮れんが、脚を組んだまま手を差し出す。

　先に行っていてと言って姿を消していた早さ苗なえは、茶器の載ったお盆を持って先ほど部屋に現れて、今は小さな卓の上でお茶を淹れなおしていた。

「何これ、無理よ。指も入らないじゃない」

　新祢から受け取った本を逆さにして下から覗き込むようにした北の王女は、不満そうに言った。

「あまり無理をして紙片が破れてしまっても困るしのう」

「昔の人間って本当におかしなことを考えるわね。こんなところに何を隠すっていうの？」

「きっと恋文とかじゃないかしら」

　にこにこと笑いながら早苗が言うと、珀蓮が怪訝そうな顔をする。

「日記に恋文？」

「おかしい？　うーん。それなら未来の自分にあてた手紙とか」

「意味があるとは思えないわね」

　乙女的な思考からは程遠い珀蓮である。

「貸して？」

　お茶の準備を終えた早苗が、珀蓮の方へやってきて手を出した。北の王女は黙ってそれを早苗に渡す。

「まぁ。本当に取り出すのは無理そうね」

「困ったのう」

　新祢は眉を八の字にして可愛らしく首を傾げている。その時早苗が前掛けの物入れから取り出したものを見て、珀蓮はぎょっとした。

「ちょっと、あなたそれどうするの？」

　鋏はさみであった。きちんと刃のある、普通の鋏である。

「え？　この背表紙の横を切ったら取り出せそうじゃない？」

　どうしてそんなことを問われるのかがわからないとでも言いたげな顔で早苗が聞き返す。

「切るって……ええと」

　珀蓮は困惑している。

　新祢は目を丸くして「なるほど」と言った。

「妙案じゃのう」

　正直なところ、この三人の姫君にとって『赤穏史』の文献的価値などどうでもいいのだ。もしここに広兼がいたら大慌てで止めていたかもしれないが、残念ながら賢者の王子は今日は帰ってこないらしい。

「いいの？　広ひろ兼かねはきっと泣くわよ」

　賢者の王族はすべからく書物にはある程度の愛着を持っている。

　けれど早苗はにっこりと笑って答えた。

「この本を完全な形で残しておくために費ついやす労力や時間と、今ここでこれを切ってしまって糊のりで元の通りに貼り付ける労力と、どちらが無駄かなんてはっきりしているでしょう？」

　合理的な灰かぶりシンデレラの考え方は、その優しい木こ漏もれ日のような笑顔でもって他者の心に容易に浸しん透とうする。

「……まぁ、そうね」

　北の王女はあっさりと納得した。

「それじゃあ切るわね」

　早苗は一切の躊躇ためらいも見せずに『赤穏史』の古びた背表紙に鋏の刃を入れた。

　じゃきん。

　じゃきんじゃきん。

　広兼の耳にはこの音が本の悲鳴のように聞こえたかもしれない。

　最後まで刃を入れた早苗は、背表紙の布を捲めくって隠れていたその部分を他の二人に見せた。珀蓮も椅子から立ち上がっている。

「本当にあったわね」

「触れたら崩れてしまいそうじゃのう」

　布が重なっている部分から端が覗いている紙片は、変色してほとんど布に同化している。試しに早苗はそれを摘んでみたが、簡単には取れそうになかった。

「まぁ。これ、紙じゃないわ」

　早苗は驚いたように言った。

「……皮ひ紙しかのう」

　植物から作られる紙は、動物の皮を加工して作る皮紙よりも圧倒的に耐たい久きゆう性せいが低い。実際紙でできていた『赤穏史』は、ところどころ字が掠れていたり虫に食われてしまったりしていて読めない部分も多かったのだ。

　早苗は注意深く布の間に指を差し入れると、ぱりぱりと音をたてながらもゆっくりと挟はさまっているものを取り出す。息を呑んでその様子を見ていた二人の目の前で早苗が取り出したのは、人差し指ほどの大きさに折りたたまれた、小さな紙片だった。

「……」

　なるほど状態はよさそうだ。見た目にもただの紙ではない。しかし製紙技術が既に確立されていた二百年前だと、皮紙はそれなりの身分を持った者でないと簡単には手に入らなかったはずだ。

「……これで、この本が新祢の時代と近い時期に書かれたものである可能性が高くなったわね。私が知る限り、この二百年でこういった製本が流行したことなんてないもの」

　早苗のその言葉を聞く前から、新祢は自分の顔が強こわ張ばっていることに気付いていた。

『赤穏史』がおよそ二百年前に書かれたものだとすると、広兼の言っていたことの信しん憑ぴよう性せいがぐんと高まる。

『尊い方々』の『短慮』。『国が滅んだ』。『犯された罪』。

　過去のことだとは言ったけれど。もし本当にそれが事実だとして突きつけられた時自分はどうするだろう。

　王族の罪。侵おかしてはならない秘密。

　新祢はその時唐突に不安になった。手が誰かを求めて彷徨さまようのを止めるように、胸の上でぎゅっと拳こぶしを作った。

　王おう伊いを呼べばよかった。彼が側にいれば、この不安も少しは和やわらいだだろう。

　そう思ってから、ふと、今になって魔女の言葉が蘇よみがえる。

『ねぇ、生まれ変わりなんて本当にあると思ってる？』

　不安が不安を呼ぶ。新祢は唇を嚙かんだ。

　考えたことがないといえば噓になる。だがこの塔の上に自分を迎えに来た彼は、間違いなく二百年前に愛した人だった。

　何を疑うというのか。

　けれど、生まれ変わりという言葉の途方もなさに呆ぼう然ぜんとなる。魔女や魔法。そんなものとは次元が違うだろう。死んだ後のことなど、誰にもわからないというのに。

　それでも否定などできない。

　ずっと、自分には彼しかいなかった。

　父と母の罪を知って、そして彼までもし、これまでの記憶が噓だと知って自分などいらないと言ったなら、自分はいったいこうして立っていられるのだろうか。

　寄よる辺べのない不安が彼女を襲おそう。握り締められた拳が震える。

　その時そっと、胸の上の彼女の手に温かいものが触れた。

「どうするの？」

　珀蓮の言葉に新祢ははっとした。二人の友人は自分を見ている。

「今ここで開いてみる？　どちらでも、わたくし達はあなたに任せるわ」

　穏やかな夜の空のような珀蓮の一対と、早苗の澄み渡る青空がこちらを見ている。握り締められた自分の拳の上に重ねられたのは、早苗の手のひらだった。彼女は左手に紙片を持って、本は腕に抱えている。

「無理をする必要はないのよ」

　北の王女は、早苗のように新祢を気遣うような顔はしていなかった。清せい廉れんでこの世のものとも思えない美しさを持つ白雪姫は、けれどしっかりとそこに存在していて言った。

「たとえ過去の何が明らかにされても、わたくし達があなたの友人であることには変わりはないのだもの」

「……」

　冷えていた右手に、早苗の温ぬくもりが伝わってくる。震えは収まっていた。

「珀蓮は、人を泣かせおるわ」

　新祢はかろうじてそう言って俯うつむいた。自分の右手に触れている早苗の手を、抱き締めるように左手で覆う。すると北の王女は不愉快そうに片方の目を細めた。

「わたくしが苛いじめているような言い方は心外ね」

「まぁ。珀蓮に苛められたの？　かわいそうな新祢」

「早苗」

　珀蓮に睨まれると早苗は笑った。

「あなた、笑ったらなんでも許されると思っているのではないでしょうね」

「あらそんなことはないわ。笑ってなんでも許されるのなら、鳥とり代しろ様が珀蓮に怒られることなんてないはずだもの」

「鳥代が笑ったからって変へん態たいが治るわけではないでしょう？」

「鳥代様はとてもお優しい方よ」

「言っておくけどあなたの広兼も変態よ」

「まぁ珀蓮。あまりそんなことを言っていると、夕飯はあなたの嫌いな人参のスープにするわよ」

　珀蓮は食事で出されたものは嫌いなものでもほとんど食べる。どうやらそうすることが礼儀だと思っているようだ。

「それは卑ひ怯きようだわ、早苗」

「卑怯で結構よ。私が持っているものはすべて私の武器だもの」

　賢かしこい早苗は自分が卑ひ小しようであることを恐れたりはしない。すべてを受け入れて微笑んでいる。それはきっと強さなのだ。

　この二人の優しさと強さが、時々ひどく眩まぶしかった。自分にはないものを持っているということが妬ねたましく、けれどそれ以上に失いたくないと思っている。

　この時代に目覚めて恋人に友人ができていたことを喜んだのは、二百年前の彼の世界には自分しかいなくて、それが悲しかったからだ。

　新祢はずっと、自分には諦あきらめていた。

　ただ他た愛わいなく、お喋りをする。恋人の愚痴を言い合って笑う。

　友人と呼べる存在などいなかった。暁あかつきの姫君と呼ばれ、王宮の奥でただ一人本ばかりを読んで過ごしていた。

「言っておくけれど、あなたのそれは開き直りというのよ」

「それはいけないことなの？」

「憎にくたらしいわね。この顔が」

「みゃあ、ひゃくへん。いひゃいわ」

　珀蓮が早苗の頰を引っ張る。北の王女はほほほ、と笑った。

「愛あい嬌きようが出てきたわ」

　しかし俯いた新祢からくく、と抑えた声が漏れ聞こえてくると、北の王女は不愉快そうな顔をした。見れば赤い髪の姫君は肩を震わせて笑っている。

「新祢。あなた泣いていると思ったら笑っていたの？」

「そなたらが面白いからじゃ」

「失礼ね」

　珀蓮が手を離したので、早苗は新祢の手を握っていた方の手で自分の頰をさすった。珍めずらしく、彼女の眉が八の字になっている。

「そんなに私って愛嬌がないの？　お義ね姉え様にも言われたことがあるわ」

　新祢は今度こそ顔を上げて笑った。

「はは。まさか早苗が珀蓮に愛嬌を問われるとはのう」

「どういう意味？」

「気にするな。どれ、その紙片を開いてみようではないか」

　きっと、恐れることなど何もないのだ。

　二百年前とは違う。過去や彼を失っても、一人泣いて諦めたりなんてできない。この二人の友人が自分を立ち上がらせてくれる。何度だって。その優しさと強さが、自分を押し上げる。

「妾は本当に、葫ゆうがおには感謝しておる」

　早苗から紙片を受け取って、新祢は微笑んだ。

「二百年の時は無駄ではなかった」

　紙片を開く。解離の音と、過去の匂い。

　恐れることなどない。今はもう、騎士達の英えい雄ゆう譚たんに憧あこがれる子供ではない。自分にだって、目的のために手を携える友がいる。

「だからあなたはおかしいというのよ」

　と珀蓮が呆れたように言った。新祢はおかしくて、声を漏らして笑った。
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　日課である鍛たん錬れんを終えて水浴びをして汗も流した彼は、まだ濡ぬれている髪を後ろで縛って庭へ行った。昼食後新しら祢ね達は庭でお茶にすると言っていたからだ。

「……」

　そして王おう伊いは怪訝そうな顔で黙り込んだ。

　昼間自分が庭に出した目の前の卓には、皿が四枚残っている。じいと見ると、三枚だけ使われた形跡があった。恐らく茶菓子は新祢の好きな干した果物の焼き菓子だったのだろう。干した果物の欠片かけらが落ちていた。それにしても皿しか残されていないのはおかしい。

　食べかけの焼き菓子と茶器は早さ苗なえが調理場に持って行ったのだが、この時の王伊がそれを知るはずもない。

　三人（あるいは魔女も入れて四人）はどこへ行ったのだろうと王伊は首を傾げた。

「まさかまた行方不明だったりして」

　彼は冗談を言ったが、笑ってくれる人間は誰もいなかった。

「新祢ー」

　試しに大きな声で呼んでみるが、かくれ鬼をしている様子でもない。ううん、と彼は唸うなった。

　お茶会を終えて部屋へ戻ったのだとしても皿が残っているし、途中で何か起きたにしては、菓子や茶器がこの場にないことが不自然だった。

　どうしたんだろうと思ったが、彼はすぐ考えることを放棄した。とりあえず自分達の部屋に向かう。まず新祢の無事さえ確認できればいいのだ。

　彼は調理場に繋がる勝手口を開けて入った。中央にある台の上に布を被かぶせられた皿があったので、それに近づいて布を取るとやはり干した果物の焼き菓子があった。食べかけでないものを一つ取って食べる。早苗の作るお菓子は文句なしに美味しかった。

　なんとなく漂ただようこのつんとした匂いは恐らくあの竈かまどの上の鍋から発せられているものだろう。王伊は賢明にもそれには近づかずに調理場を出た。

　彼女と二人で過ごしたこの塔に、今は七人の人間が住んでいる。

　王伊にはそれが不思議でそして嬉うれしいことだった。新祢が楽しそうに笑っている。それだけが彼にとって重要なことだ。

　二百年前からずっとそうだった。彼のこの気持ちは変わらない。

　最初に彼女を夢に見たのは三歳の時だ。目が覚めた時、彼はわけがわからず泣いて周囲を心配させた。胸の内に湧き起こる感情の名前がわからなかった。ただただ心臓の内側がいっぱいになって、息をすることさえもままならなかった。

　夢を見るのが恐ろしかった。夢の中は幸せすぎて、自分はこのまま夢の中にいて目覚めないのではないかと思ったからだ。夢を見ている間が幸福であればあるほど、目が覚めると彼女が何か悪い妖精なのではないかと思って怯えた。それほどに夢の中の自分は彼女に心奪われていた。

　五歳になる頃には彼女が自分の大切な人なのだと理解していた。彼女は夢にしか現れなかったし、自分はいつしかその夢を楽しみにしていた。彼女は何年後かに会う運命の人なのだろうと思っていた。

　夢で見る映像が未来のことではないのかもしれないと思い至ったのは八歳の時だ。

　十を大きく過ぎるとそれは確信に変わった。夢の中で彼女と遊んでいる自分はもっと幼かった。少なくともこの夢は、王伊という名の、西の第二王子に起きる出来事ではないのだ。

　そうと知ってしばらくひどく落ち込んだ。けれどある時、自分の夢の中の話を聞いていた広ひろ兼かねがそれは過去のことではないかと言った。王伊が描写する夢の中に現れた調度品や建物の様式が、数百年前のものに近いというのだ。

　希望が出てきた。夢は、自分が生まれる前の出来事なのだ。

　彼女はきっと自分のかつての恋人で、自分がこうして今生まれてきているのだから、彼女もこの世界のどこかにいるのかもしれない。生まれ変わりという言葉を聞いて賢者の王子は怪訝そうな顔をしていたが、友人が元気になったので水を差すことはやめたようだった。

　夢はすべて断片的だった。時折彼女が悲しそうな顔をして自分がそれを慰なぐさめていたが、どうして彼女が悲しそうな顔をしているのかはわからなかった。

　広兼に協力してもらって過去の文献を漁あさったこともあった。けれどあの鮮あざやかな赤い髪の姫君が存在した記録などどこにもなかった。

　今にして思えば、生まれてすぐ魔女に魔法をかけられた彼女は王宮の奥に隠された王女だったのだ。公的な文書にその存在が残っているはずがない。まして二百年前の、王都が森になる前後の公的な史料はごっそりと抜けていたのだ。もっと民の間の伝承のようなものを探すべきだったのかもしれない。

「……」

　嫌なことを思い出してしまい、王伊は二階に上る階段の前で立ち止まってため息をついた。

　広兼は言った。

　二百年前王都を今のような森にしたのは当時の王、つまり新祢の父である可能性があると。

　彼がそれを口にした時、王伊が滲ませた殺気は脅おどしではない。そんなこと、たとえ気付いても言って欲しくなどなかった。

　それではあまりに、符ふ合ごうする。

『暁の姫』。

　あの、哀れな王と王女の物語と。

　自分が思い至ったことに、新祢が気付かないはずがない。あの時彼女は気にするなと笑ったが、動揺していなかったはずがないのだ。

　もし本当に過去の王の罪が明らかになったとすれば、彼女は確実にその原因は自分だと考えるだろう。そして傷つく。

　それだけは避けたかった。

　彼はふと気配を感じて振り向いた。

　開け放たれた主塔の扉の向こうから鳥とり代しろがやってくるところだった。

「おお、王伊。皆は？」

　階段の手前に西の王子の姿を見つけた彼は、爽さわやかに笑って右手を上げた。もう片方の腕には書類を抱えている。どうやらまた仕事を持ち帰ってきたらしい。

「それ、向こうの屋敷でやった方がはかどるんじゃないの？」

　王伊が聞くと、「いや、なんかお前達だけでここに残しておくのが不安で仕事に集中できないんだよな」と東の王子は悪びれずに言った。王伊も別に、そう言われて怒るような性格ではない。

「ふうん」

　と彼はどうでもよさそうに頷いた。

「で、皆は？　なんか庭に卓が出てたけど」

　東の枝し塔とうからこちらに来る渡り廊下は吹き抜けなので、庭の様子が見える。昼食を取るための卓は調理場の勝手口から近いところに出したので、渡り廊下を歩いてきたはずの鳥代には卓が出ている様子しかわからなかっただろう。

「部屋だと思うよ。調理場通ってきたら盆と茶器だけなかったから」

　どういう理由かわからないが、部屋でお茶を飲みなおすことにしたらしいと王伊は結論付けていた。

　娯楽室ではなく部屋だと思ったのは、彼女達が互いの部屋でお喋りに興じることがよくあったからだ。娯楽室の方が広いのにどうしてそちらに行かないのかと一度聞いたら、男達には秘密の話もあるのだと新祢は笑った。

　なるほど、と王伊は納得した。

「広兼は赤セイ穏オンに行ったの？」

　言いながら王伊は階段に足をかけた。鳥代もその横に並んで階段を上る。この変態王子はあれだけ普段悪態をつき合っているくせに、恋人の顔を見ないと安心できないらしい。

「ああ」

「……」

　鳥代が笑いを漏らした。

「そうあからさまに嫌そうな顔をするなよ」

　広兼は、二百年前に何が起きたのかを突き止めようとしている。

　魔女の中の魔術を解くためにはそれがどういう魔術かをまず知らなければならないという大義名分を掲かかげているが、本当はただ知りたいからだ。その知識欲はあの血族の呪のろいのようだ。

「賢者の王子って本当に面倒。戻ってこなきゃいいのに」

「新祢姫が望んでいることでもあるだろう？」

「たとえ彼女が望んでいても、知らない方がいいことだってあるよ」

　王伊がそう考えて行動することを、新祢は決して喜びはしないのもわかっている。

「新祢姫がかわいそうだな」

「僕が恋人なのは彼女にとって不幸かも」

「それを決めるのはお前じゃない」

　鳥代の言葉に、王伊は笑った。

「懐なつかしいなぁ。それ昔、広兼にも言われたことがあるね」

　初めて出会った時だ。その時王伊の母が死んで、自分という息子を持った母は不幸だと、彼は思って泣いた。

　無条件に愛情を注そそいでくれた母を、子供らしい無邪気さで一番に愛してやれなかったからだ。彼はその時既に、夢の中の赤い髪の姫君に心を奪われていた。
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「お前は本当に成長してない」

「そうかな」

「そろそろ学んだらどうだ？　お前のそれは愛情じゃない。ただの自己満足だ」

「うーん。そうだね」

　王伊は、鳥代や広兼がこういうふうに自分を諌いさめる時に、彼らがどういう言い方をしようが怒りを感じたことは一度もなかった。不思議とその通りだなと納得してしまう。

　ただ、では自分を改めようとはなかなか思わなかった。そういうところが友人達を苛いら立だたせているのはわかっている。けれど王伊は自分を変えることなどできなかった。

　これが自分なのだ。

　変わることなどない。変わってはいけない。

　たとえ彼女がそのことで怒りを露わにしたとしても、部屋の中に閉じ込めて、彼女を笑顔にするものだけを部屋の中に招き入れ、ただ柔らかな温もりで包んでいてあげたい。

　ずっと、疑うことなく、彼はそう思ってきた。この矛む盾じゆんした願いを抱き続けてきた。

　今さら、変えることなどできないのだ。

「お前のそれは根深いな」

「そうだね。でもよかった。もし新祢が珀はく御ご前ぜんみたいな性格だったら僕はきっと振られていたよ。二百年経って性格変わってなくって本当によかった」

「性格があれみたいになってたらそもそもお前新祢姫に惚ほれてないだろ」

「あ、うーん。どうかな。魂たましいが新祢だったら、やっぱり好きになってたと思うよ」

　階段を上りきると正面の空間の奥に大きな嵌はめ殺ごろしの窓がある。早苗がきちんと掃除してくれているので、この窓が汚れで曇っていたことはない。窓に向かって右手に王伊と新祢、広兼と早苗の部屋があって、左手が娯楽室と鳥代と珀蓮の部屋になっている。

　その時、西の王子は肌はだがぴりりと痺しびれるようなものを感じた。

　王伊が自分の部屋へ向かったので、鳥代もそれについていく。

「魂ねぇ……。まぁお前が今こうしてここにいるんだから、そういうものもあるんだろうな」

「ちょっと黙って」

　東の王子の言葉を遮るようにして王伊は言った。

　目つきが鋭するどくなって全身が緊張している。この時になって初めて、鳥代は友人の異変に気付いた。

「……どうした？」

　黙ってろと言われたにもかかわらず小声で聞いたのは、塔にいるはずの三人の姫君の身に何か起きたのかと思ったからだ。軍人の王子は、気配を読むのに長たけている。近くで起きた異変を、鳥代や広兼よりもずっと早く察知できた。

　王伊は答えずに、けれど足早に自分達の部屋に近づくと不ぶ躾しつけにその扉を開けた。

　瞬間、彼の全身に殺気が滲む。

「……何をしているの？」

　軍人の王子の常つねとして、ひと目で状況を判断する癖くせのついた彼が室内で目にしたのは、床の絨じゆう毯たんの上に倒れている三人の姫君と、手前に立つ幼い魔女。

　彼は躊躇わなかった。魔法も使えない幼い少女なら素手でどうとでもできる。部屋に踏み入り、こちらに背を向けているその腕を摑んで捻り上げる。一本くらい折ってしまった方がいいかもしれない。まさにそうしようとしていた彼を、鳥代が止めた。

「待て」

　自分の腕を摑む鳥代の手を一いち瞥べつし、西の王子は冷たく彼を睨んだ。離せ、とその目が言っている。鳥代の次の言葉如何いかんでは、彼は軽々と友人の身体を宙に放り投げただろう。

「早まるな」

　東の王子は素早く言った。そして魔女に目を移す。

「何があったんです。葫ゆうがお殿」

　鳥代は、夜よる花はなが魔女としての記憶を取り戻してからはある程度の礼節を弁わきまえて彼女に接しているようだった。たとえどんなに幼い外見でも、彼女は《赤い森》の魔女であり、北の王妃だからだろう。

　葫はこちらを見ないまま答えた。

「知らないわ」

　彼女はそれ以上何も言おうとはしなかった。可愛らしく結われたその髪は、早苗がやったものだ。彼女は肩を怒いからせていて、緊張しているように見えた。

　王伊はその時になってやっと、全身に帯びていた怒りを和らげた。どうやらこの魔女の様子では、事態の原因は別にあるらしい。そうと判断すると、彼は鳥代の腕を払って自分の姫君のもとへと駆け寄った。

「新祢」

　ぐったりと横たわる赤い髪の姫君を抱き上げる。

　何か罠わなでもあるのではと警戒していた鳥代は、王伊の様子を見てから自分も珀蓮や早苗に駆け寄って様子を確認した。

「……なんだこれは」

「新祢」

　三人の姫君は、皆一様に目を薄く開け虚こ空くうを見つめていた。唇は軽く開き、浅い呼吸が繰り返されている。頰に触れても温かく、生きていることは間違いなかった。

「おい、珀蓮！」

　鳥代は呼びかけて恋人の頰を叩いたが、いつもなら怒りの鉄拳が飛んでくるはずのところが北の王女はぴくりともしない。おかしな薬でも嗅かがされたのだろうか。

「新祢、新祢」

　王伊は新祢の頰を撫でてその名を呼んだ。先ほどの身の内を焦こがすような怒りの代わりに、頭をもたげてきたのは恐怖だ。生きているのに、どんなに呼びかけても返事をしない彼女を彼は知っていた。

　新祢にとっては二百年前だが、自分にとっては昨日のことのように思い出される。

　十八になって眠りに落ちた眠り姫。

　あんなにゆるやかな絶望があっただろうか。生きてくれているだけでいいとはどうしても思えなかった。

　目を開けて欲しい。自分を見て欲しい。笑って欲しい。声を聞かせて欲しい。ただただ、叶えられない願いばかりを抱いていた。

「新祢」

　彼は取り乱していた。

　明確な敵がいるのだとなればどこまでも冷静になれるというのに、こういう時はどうしたらいいかわからなくなる。

「新祢」

　頰を撫でて名前を呼ぶ。その声は、母を呼ぶ子供のように聞こえたかもしれない。手が震えた。何も見ていない赤い双眸に自分の姿を映しても彼女は笑顔を見せてはくれない。

　その時、す、と王伊の横を小さな影が通った。

　幼い魔女。そうだ。二百年前とは違う。王伊ははっとした。顔を上げる。

　魔女は、かがみ込んで何かを拾おうとしているところだった。なんだろうと思ったが、彼女の身体に隠れて見えない。

「えっ」

　彼は声を上げた。突然魔女の身体が傾いて自分の方に倒れ掛かってきたからだ。

「うわ」

　王伊は左手で新祢を抱えたまま、右手を伸ばして魔女の身体を支えた。

「何？」

　葫の身体は驚くほど軽かった。その手から、ひらりと紙片が零れ落ちる。

「葫殿！」

　鳥代が慌ててこちらへ来る。

「どうしたんだ」

「わかんない。突然倒れてきた……その紙を拾ったのかも」

「これか？」

　もしここに賢者の王子がいたのなら、「馬鹿が！」と鳥代を罵ば倒とうしただろう。目の前で魔女が倒れたというのに、彼はなんの躊躇いもなくその紙を手に取った。

「えっ」

　王伊の顔が引きつった。紙を手に取った瞬間、鳥代までもが突然全身から力を失ったようになって自分に倒れ掛かってきたからだ。

　西の王子は新祢を抱えたまま、思わずその場から飛びのいた。ゴン、という痛そうな音が二つする。幼い魔女と東の王子の頭が床に落ちた音だった。

「……」

　王伊はしばし呆然とした。

　見れば、魔女と鳥代もまた、新祢達と同じように薄く目を開けている。少し怖い。念のため口の近くに手を翳すと、呼吸もしているようだ。

　彼は鳥代の身体の近くに落ちている紙片に目をやった。

　それはひどく古びた紙だった。皮紙かもしれない。強く折り目がついていて、その折り目で多少歪んではいたが、そこになにやら図形が描かれているのが見て取れる。

「……」

　それを魔術陣と呼ぶのだということは、広兼らの話を聞いて王伊も知っていた。新祢達がこのような状態になっているのは明らかにこれが原因なのだろう。

　この時の彼には迷いなどなかった。

　かつて、彼は彼女が眠るのなら、自分も同じように二百年の眠りにつきたいと思った。

　片時も離れることなく側にいたかった。

　王伊は新祢を抱える腕に力を込めると、しゃがんでその紙片に手を伸ばす。

「もう僕を置いていかないで」

　彼は腕の中の恋人にそう言って、そして次の瞬間その意識は混濁した。







　２　最後の魔術師







　この感情の名を知らず、吐き出す方法もわからなかった。

　破は壊かいできるものをすべて破壊し、それでも彼女は狂くるったように止まらなかった。

　自分を疎うとんだ一族を恨うらんだことがないわけではない。それでも損そこなわれれば怒りは湧わいた。

　でも違う。

　今この身体からだの中に渦うず巻まいている自分を息苦しくさせるものの名は怒りではないのだ。

　彼女は涙の代わりに力を振るい、悲ひ鳴めいの代わりにすべてを破壊した。

　この声が、誰だれかに聞こえるだろうか。

　と彼女はしばし自問しては、否いなと答えた。
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『最初の赤セイ穏オン織おり……？』

　老人は少し困ったような顔をして言った。

『申し訳ないが、あれはもう手元にはないのです。以前人に差し上げてしまって』

『それは残念です。一度見てみたかったのですが』

　お茶を淹いれてくれた女性が、失礼しますと言って部屋を出て行った。目の前の老人に子供はいないという話だから、使用人か村の女性だろう。

　彼はゆったりと椅い子すに腰掛けていた。彼の正面に座る老人はひどく年とし老おいていて、見ていて哀あわれにさえ思う。人は皆こうやって年老いていく。それが自然の摂せつ理りであり、当然あるべき流れだ。

　それに逆らおうとするのは、人の本能というものなのだろうか。

　いや、本能という言葉で綺き麗れいなところに収めておきたいだけなのだ。きっと。

『では、その最初の赤穏織の図柄の元となったというものを、お持ちですか？』

　彼は眼め鏡がねを取って、なるべく丁寧に聞いた。

　老人の顔が強こわ張ばる。見る間に青ざめていく様さまは滑こつ稽けいだった。

　髪の色は染め粉だが、眼の色は眼鏡に魔術陣を施ほどこして変えているだけだった。だから眼鏡を取れば、この青い眼が露あらわになる。

　彼は笑った。

『やはりあなたには魔術の素養があるようだ。赤穏織の図柄にはすべて意味があるとか？　どれも見事なまでに既き存ぞんの、しかも古い魔術陣を模もしている。細かいところが曖あい昧まいなのはわざとですか？　それとも最初の赤穏織があまりに見事だったから、次の図柄をと求められてうろ覚えの魔術陣でも描いたのかな？　それにしてもどれも古い。どこの魔術師に習ったのですか？』

『……なんの話だかわかりませんな』

『この本に載っている図柄を描いたのはあなたでしょう？』

　彼は荷物の中から一冊の本を取り出した。赤穏織の図柄の本だ。珍めずらしいものではない。ごくごく一般的なもので、赤穏織の基本的な図柄が描えがかれている。

　すべては偶然だった。

　たまたま、歴史学者として手紙のみでやりとりをしていた東大陸の男だん爵しやくから贈り物として赤穏織が贈られた。それが魔術陣を模していると気付いたのは彼自身が魔術師だったからだ。

　彼はすぐ男爵に赤穏織に関する書物があれば送って欲しいと頼み、送られてきた図柄の本を見てその確信を深めた。

　だからはるばる海を越え、ここにやってきたのだ。この大陸に。そして魔女の伝説が強く残るこの三国へ。

『あなたをどうこうするつもりはありません。私はこの大陸の魔術師に会いに来たのです。あなたはどうやら魔術というものを知識として知っているだけのようだ。あなたに魔術を教えた人を紹介してはいただけませんか？』

　こちらへ来て一月は南の国の男爵の屋敷に滞在した。さすが賢者の国と言われる南の国の歴史学者の書斎には、西大陸ではとても手に入らないような魔女に関する文ぶん献けんが多くあったからだ。そのほとんどは伝承に近く、魔女や魔法というのは今となってはこの辺りでも物語の中の話なのだという。

　魔術師のそもそもの研究対象は魔女だ。しかしこの数十年間、本当に魔女を研究している魔術師はほとんどいなかった。

　二百年ほど前に魔術師団が東大陸に派遣されて以降、東の西化政策は縮小され、そういった大規模な事業はもう行われていない。けれどだからこそ、この大陸に目を向けることで国にいる他の魔術師を出し抜くような決定的な発見ができる可能性があると彼は思っていた。

　魔術師の中でも名門として知られていたイアス家は没落しつつある。

　高名だったのは曽そう祖そ父ふまでだ。祖父に才能はなく、今の当主である父も同じだった。残念ながら自分にも強力な魔術を扱えるだけの能力はない。

　だが、これまでにない画期的な魔術陣を発見、あるいは開発できれば家を救える。彼は、ルヴァインはそう思って大陸を越えた。

　老人は大きく息を吐いた。

　ルヴァインはその青い双そう眸ぼうを細める。目の前の老人が、老ろう獪かいな鎧よろいを纏まとったかのように雰囲気を変えたからだ。ルヴァインは多少驚いた。

『……もう、この国に魔術師は残っておりません』

　老人ははっきりと言った。その両の眼が開かれると、年月で濁にごったその双眸はけれどまっすぐにルヴァインを見み据すえた。

『西大陸より来たお方。申し訳ないが、お引き取り願いたい。あなたが関わるべきことはここにはもうない。なぜ今さら、海を渡って来られたのかは存じ上げないが、魔女も魔術も、この地にはもう不要のものなのです』

『不要とは残ざん酷こくなことをおっしゃる』

　ルヴァインは注意深く言った。

『魔女が聞いたら悲しい顔をするでしょう』

『魔女はもう物語の中の存在です』

『なぜそうなったのでしょう。かつてここには確かに魔女がいた』

『魔女は死に絶えたのです。もうずっと昔に』

　西大陸の魔術師は身を乗り出す。

『死に絶えた？　それはどういう意味です？』

『言葉通りの意味ですよ。西大陸の歴史学者殿。……どうやら私はお役には立てないようです。玄関までお送りしましょう』

　老人が椅子から立とうとする。けれどルヴァインは動かないまま言った。

『私は魔女を見ました』

　その一瞬、老人は鎧を解といた。眉間に深く皺を刻み、ルヴァインを睨むようにして見る。

『……今、なんと？』

『私は魔女を見ました。いや、正確には強大な魔力を内包する存在と、そして魔法と思われる現象を視認しました』

　自分と同じ金髪碧へき眼がんの娘を思い出す。

　彼女を見た時その強大な魔力に魔女だと思ったが、それは勘かん違ちがいだった。あの時どこからか飛び出してきた赤い眼の黒猫。その時感じた強い魔力。

　屋敷の二階から飛び降りた金髪碧眼の娘と赤ん坊が消えたのは、恐おそらく魔法だった。

　あの後姿を消したのは、あのままあそこにいたら戻ってきた南の王子に殺されそうだったからだ。彼らの素す性じようはわかっている。その気になればいつでも接触できた。だから彼は、先にこの村へやってきたのだ。

　ルヴァインの曖あい昧まいな説明に我に返ったのか、老人は首を振った。

『……お引き取り願おう。私から話すことは何もない』

　魔術で言うことを聞かせる方法がないわけではなかった。だがルヴァインはそれをしようとは思わなかった。

　老人には頑かたくなな何かを感じたし、彼には別の切り札があったからだ。

『では最後にこれだけ答えていただきたい』

　ルヴァインは言った。

　老人が顔を上げる。彼はひどく疲れた顔をしていた。

『あなたの奥方が織られた最初の赤穏織は、どなたに差し上げたのですか？』

　どうしても気になった。それは直感のようなものだ。この男が最初に持っていた魔術陣。それはいったいなんの魔術だったのか。

　老人はしばらく無言だったが、やがて声を押し出すようにして答えた。

『昔亡なくなった女性です』

　答える気はないようだ。

『ありがとうございます』

　ルヴァインは礼を言うと、再び眼鏡をかけて立ち上がった。そして部屋を出る前に、もう一度老人を見て笑った。

『あなたにお会いできただけでよかった。九く蠟ろう殿。この国に残った、最後の魔術師に』
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　纏まとわりつく空気。湿しめった、抹まつ香こう臭くさい匂い。視界は薄暗く、地下へと降りていく階段は誘いざなうように深い。

　ここがどこなのか珀はく蓮れんはわかっていた。

　北の王宮だ。自分に与えられた宮からは少し離れた、正妃の宮。

　少し前に父である王が連れ帰った女。その女が今はここに住んでいる。王妃として。

　王は新しい妃きさきに骨抜きにされていて、彼女の望むままに地下を作ったという。しかも王でさえその地下への出入りは自由でないというのだから腹立たしい。

　父も父だ。どこの馬の骨ともわからない女に自由にさせて、王としての威い厳げんなんてあったものではない。

　女は匂い立つような美び貌ぼうと豊満な身体、そして深い教養を持っていた。最初の妃を亡くしてから数年、なかなか次の王妃を娶めとろうとはしなかった北の王の心をひと目で奪ったその魅力をして、彼女をお伽とぎ話ばなしの魔女のようだと囁ささやく声は珀蓮にさえ聞こえてきた。

　そしてそれがただの噂うわさだとは珀蓮にはどうしても思えなかった。

　理由はあの眼だ。深い闇やみを湛たたえるようなあの灰色。王にはひどく魅力的に見えているだろうその双眸が、珀蓮には恐ろしかった。

『初めまして、殿下』

　初めてその声を聞いた時は耳を塞ふさぎたかった。なんていう声だろう。吟遊詩人デイヒルーのそれとは違う。聞かせるための声ではないのだ。

　従わせるための声。相手を侵食する声だ。

　魔女。

　彼女が珀蓮に植えつけた印象は、あまりにお伽話の中のその存在に似通っていた。

　お伽話の中で魔女はほとんどの場合が悪役だ。心優しい娘をたぶらかし、不幸にしようとする。物語の中では彼らを助ける騎士や王子がいる。けれど現実にはそんなものいない。

　お父様に目を覚ましていただかなくては。

　彼女はただその一心で、あの女がどこかの貴族のお茶会に出かけた隙すきをついてここに侵入していたのだ。

　何か証拠が摑つかめればいい。あの女が魔女であるという証拠ではない。彼女もお伽話を信じる子供ではない。娘が新しい母親は魔女なのだと主張したからといって、父王がやっと見つけた妃を手放すとは思えなかった。

　理想的なのは不義を思わせる物証だ。手紙か、何か。妃に裏切られて父は傷つくかもしれないが、自分が慰なぐさめればいい。大体夫さえ立ち入れない地下というのが怪しいではないか。それを許す父王は本当にどうにかしている。

「……」

　実際、自分を突き動かしているのがただの嫉しつ妬となのだと珀蓮はわかっていた。

　新しい妃を迎えてから、父王はめっきり珀蓮に会いにこなくなった。それだけではない。彼女自身が出歩くことさえ、王は嫌っているようだった。

　数年前に馬鹿な貴族の子供に悪いた戯ずらをされそうになった事件以来彼女が人前に出ることはなくなったが、それでも奥宮の中でならどこでも自由に出入りすることが許されていた。それが最近、自分の宮からも出てはいけないと王がやってきて言ったのだ。

『すまない』

　と父王は言った。あれからずっと、珀蓮は父の顔を見ていない。

　お父様を奪われた。

　子供っぽいその嫉妬を言葉として口に出したことはなかったが、それでも珀蓮の中ではその感情が大きかった。

　美しすぎる娘のことを亡妻の不義の子だと思っている父は、それでも愛した妃の唯一の忘れ形見である自分を気にかけてはいたはずだった。けれどいつの間にかやってきたあの魔女は、お父様の心を奪ってしまった。お父様が自分を気にかける理由がなくなってしまった。

　まるで小さな子供のように、珀蓮は怯おびえていた。

　私を捨てないで、と。ずっとそうやって一人で震ふるえていたのだ。

　それに気付いて手を差し伸べてくれたのがあの東の王子だ。彼の言葉に救われて、そしてその二年後に、珀蓮は魔女に王宮を追い出された。

「……？」

　階段は奇妙に長い。しかしその階段をなんの疑問もなく下りていく自分と、そんな北の王女を俯ふ瞰かんして見ている自分がいることに珀蓮は気付いた。

　彼女はこの場面を知っていた。

　そうだ。

　父が新しい妃を迎えて少しして、珀蓮はあの女が父王に造らせたという地下に侵入した。階段の向こうにやがて扉とびらが現れて――。

　灯あかりは手に持った燭しよく台だいだけだった。薄暗い中に浮かび上がった扉は木でできていて、この王宮の中では驚くほど質素に見える。珀蓮は注意深くその扉に手をかけた。心臓が高鳴っている。

　もう一人の珀蓮は、この後のことを知っていた。

　この時北の王妃は、どういうわけか部屋の中にいたのだ。後で女官に確認したらあの女は体調が悪いといってお茶会に行くのをやめたらしい。どうせただの気まぐれだ。そういう自分勝手な女だった。

　緊張してゆっくりと扉を開けたのが幸いした。中にいた王妃は珀蓮に気付いておらず、何やら鏡に向かって話しかけていた。

『鏡よ鏡。世界で一番美しいのは誰？』

　ぞっとして、珀蓮はその場から静かに立ち去った。

　狂っている。珀蓮にはそうとしか思えなかった。その後も、珀蓮はあの女が首から提さげた銀ぎん縁ぶちの鏡に何やら話しかけている様子を何度か目にしていた。

　珀蓮にはもうすっかり、この得体の知れない女に対抗する気力が失せていた。

　王に訴うつたえようにも父王は自分の宮にやってこないし、彼女自身もここから出ることを許されていない。彼女を救う言葉を口にしてから東の王子は訪れてきていなかったが、珀蓮は特にそれを不安には思わなかった。彼の言葉だけは、なぜか何の疑いもなく信じることができたからだ。

　けれどある日王妃にその魔法で王宮を追い出され、森の中を彷徨さまようという屈くつ辱じよくを味わわされて、怒りは再燃した。早さ苗なえと新しら祢ねに会って、鳥とり代しろと結婚の約束をした。

　そうだ。自分たちは《赤い森》の塔にいたはずだ。そして『赤穏史』に隠されていた紙片を開いた。

　珀蓮は混乱した。

　もう一人の自分は緊張した様子で片手に燭台を握り締め、もう片方の手で扉をゆっくりと向こう側に押す。

　その向こうにいるのは魔女のはずだった。

　珀蓮は自分の目を疑った。

「……早苗？」

　何やら怪しい液体や瓶びんが整然と並んでいるその部屋で、太陽の金色を紡つむいだ髪色の娘が立ってこちらを見ていた。薄暗い室内でその青い双眸は少し暗い色に沈んでいたが、驚きでくるりと丸くなった目には彼女らしい可か愛わいらしさがある。

「まぁ。珀蓮？」

　薄暗くそれでも不思議と陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きのないその場所で、のんびりとした彼女の声はなぜかひどく場違いに聞こえた。
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　早さ苗なえは木蓮トーリアの小さな屋敷にいた。

　父は仕事で出かけていて、彼女は義あ姉ね達と下の部屋でお茶をしていた。最近読んでいる本が話題に上って、早苗はその本を部屋に取りにきたのだ。

　早苗が今読んでいるのは都市流通に関する本だ。義姉達がもっと女性らしい本を読めと怒るので、早苗は流通の面白さを義姉達に教えたかった。

　廊ろう下かの手前の自分の部屋で目当ての本を見つけた早苗は、それを手に取ったところで硝子ガラスが割れるような大きな音を聞いた。

　驚いて廊下を覗のぞき込むと、奥の継まま母ははの部屋の扉が少しだけ開いている。

「お義か母あ様？」

　返事がない。早苗は怪け訝げんそうな顔をして廊下に出ると、そっと継母の部屋を覗き込んだ。

　数年前義姉達と共に新たな家族となった継母は、しかし早苗達とお茶を飲んで午後を過ごすなどということはほとんどなかった。

　いつまでも美しく年齢というものを感じさせない彼女は、一人で部屋に閉じこもったり、ふらりと出かけたりすることの方が圧倒的に多い。

「……お義母様？」

　今日も義母は父が出かけると行き先も告げずに屋敷を出ていたはずだった。案の定返事はない。

　戸口から覗き込んだ部屋は薄暗かったが、よく見れば綺麗に整せい頓とんされていることがわかった。光は窓にかかっている覆おおいの隙間から漏もれている。誰かの部屋というよりは、実験室か何かのようなその部屋の様子に、早苗は違和感を覚えた。

　義母がこんなふうに部屋の扉を開けっ放しで出て行くことなど今までなかったし、早苗達はこの部屋に勝手に入ってはいけないときつく言われていたので、義母の部屋の中を見たのはこれが初めてだった。

　違和感を覚える方がおかしい。

　そう頭では理解していたが、早苗は拭ぬぐいきれないその感覚に首を傾かしげながら部屋に入った。

　先ほどのは何かが割れたような音だった。もし義母の部屋の何かが割れてしまったのなら、綺麗にしておかなければ帰った時義母が怪我をするかもしれないと彼女は思った。

　床を注意深く見ながら部屋の中を歩く。

　その時、彼女の脳裏にひとつの映像が閃ひらめいた。

　早苗は呆然として立ち止まる。

「……あら？」

　彼女の頭の中に飛び込んできたのは、割れて床に散乱した硝子の破片の映像だった。混乱する。それがなんなのか、早苗にはわかっていた。

　あれは部屋にあった大きな鏡の破片だ。床には破片と一緒に本が落ちていたので、その本がぶつかって割れたのだと推測できた。ぶつかったというよりは、投げつけられたのだ。

　あの人は、鏡に映っていたものが気に入らなかった。

　綺麗な黒い髪と柔らかそうな白い肌の美しい女性。世界で一番美しい白雪姫。

「……早苗？」

　背後から聞こえたその声に早苗は振り向いた。義姉かもしれないとは思わなかった。彼女はその声をよく知っていたからだ。

　戸口にいたのはかつて鏡の破片に映っていた美女。

　黒こく檀たんの黒髪と新雪の白い肌。光の加減で色を変える綺麗な双眸は、悲しく冷たい宝石のようだった。白雪姫と呼ばれる彼女にあの時あった屈くつ託たくは、今はもうないと、早苗は知っている。

　知らないはずの彼女のその名を、早苗はなんの違和感もなく口にした。

「まぁ。珀はく蓮れん」

　北の王女はその整った眉根を寄せて部屋の中に入ってくる。

「どういうこと？　どうしてあなたがここに……というか、ここはどこ？」

「……」

　早苗は珀蓮の問いに答えられなかった。

　こめかみを押さえて思考の混乱を整理する。

　あれは、過去だ。木蓮トーリアの町で、父や継母、義姉達と暮らしていた。

　過ぎ去った日々。

「わたくしはあの女の部屋だと思っていたのだけれど……」

　珀蓮が周囲を見回してから真ま面じ目めな顔をして言う。

「違うみたいね」

「……覚えてる？　私達、塔で『赤セイ穏オン史し』に隠されていた紙片を開いたんだわ」

　言いながら早苗は何かを振りきるように首を振って窓に歩み寄った。

「覚えていてよ。それがどうしてこんなところにいるの？　新しら祢ねは？」

　早苗はそれに答える前に布覆いを開けて外の明かりを部屋の中に入れた。眩まぶしくて思わず目を細める。暗い場所に慣れていた視力が戻るのには少し時間がかかった。

「……困ったわね」

　早苗は少しも困ってなさそうに言った。

　だんだんと目が慣れてきた彼女の前には、見事な薔ば薇ら園があった。

　様々な色の薔薇が整然と植えられている。どうやらこの部屋は一階のようだ。薔薇園のずっと向こうには背の高い生いけ垣がきがあって、その奥は見えなかった。あの鬱うつ蒼そうとした木々が見えないので、ここが《赤い森》ではないことは明らかだ。

　隣に来た珀蓮が息を呑むのがわかった。早苗は思わず笑った。

「よくこんな時に笑えるわね」

「だって、珀蓮ってば攫さらわれ慣れているはずでしょう？」

　北の王女には、気を失っている間に見知らぬ場所に連れて来られたのが二回、そして思わぬ事故で密室に閉じ込められた経験が一回ある。経験豊富と言えなくもない。

「慣れるはずないでしょう」

「そうね。ごめんなさい」

　早苗は素直に謝あやまった。

「なんだかでも、気を失っているうちに連れて来られたというのとも違うわね」

「違うわ。でも原因は明らかでしょう」

　早苗は状況をもう理解していた。

　この直前までの記憶はあるのだ。彼女達は新祢と三人で、『赤穏史』に隠されていた紙片を見つけて、それを開いた。そこに描いてあったものは覚えている。

「あれは、たぶん魔術陣だったんだわ」

　円や直線、見知らぬ文字が組み合わせられた図形。それに触れた時の感覚を、早苗は知っていた。

　全身を何か柔やわらかいものに押し包まれたかのような錯さつ覚かく。そして気付いた時には、自分は木蓮トーリアのあの屋敷にいたのだ。

　今の、ではない。数年前。早苗の父がまだ、生きていた頃の。

「……」

　過去を懐かしんでいる場合ではないのは明らかだ。早苗はその思考を削除した。

「わたくし達に魔術がかけられたということ？　どんな魔術だというのこれは」

　珀蓮は少し怒っているようだった。矜きよう持じの高い彼女は自分の知らないことが進行しているのが気に入らないのだろう。

「私にもわからないわ。でも新祢がいないのは気になるわね」

「外に出てみるわよ。ここにいても何も始まらない」

　早苗は部屋の扉の方を振り向いた。珀蓮が入ってきた扉は、少し開いたままの状態になっている。珀蓮が入ってきた時その向こうは室内と同じに暗かったのに、早苗が外の光を入れた今、不思議と扉の向こうも明るいように見えた。

　早苗は軽く眉根を寄せてもう一度窓の外を見た。

　なんの躊躇ためらいもなく扉に向かって歩きだした珀蓮は、早苗が付いてこないのに気付いていぶかしげに振り向く。

「早苗？」

　早苗は窓の造りを覗き込んでいた。

「どうしたの？」

「なんだかおかしいわ、珀蓮」

　窓の装飾というものは、その家の持ち主ぬしがどういった人物なのか判断する材料の一つだ。

　例えば黄き臣おみ伯はく爵しやくの屋敷の窓には派は手でな獅し子しの彫ちよう刻こくがしてあるし、木蓮の早苗の義あ姉ね達が住んでいる屋敷の窓は、犬けん牙が彫ぼりと呼ばれる貴族ではない富裕層には一般的な、簡単な装飾を施ほどこしているだけである。

　早苗が見ている窓には精せい緻ちで丁寧な薔薇の意い匠しようが施してあったが、それは部屋側だけで外側には何もなかったのだ。これはいかにも不自然だと言える。内側にだけ装飾を施した屋敷など聞いたことがない。

「外側に装飾がないの。ここだけ彫り忘れたのかしら？」

「置いていくわよ」

　気に留める必要のないことだと判断したのだろう。珀蓮は踵きびすを返して部屋を出て行ってしまった。早苗は不思議そうに首を傾げてから、珀蓮の後を追った。

　部屋の外は廊下だった。床に敷いてある絨じゆう毯たんも壁飾りも初めて見るものだ。珀蓮を見ても怪訝そうな顔をしているので、やはり彼女も知らない場所なのだろう。

「身分の高い人間が住んでいることは確かね」

　珀蓮が廊下の設しつらえを見て言う。先ほどの窓の内側の装飾もそうだし、今自分達が出てきた部屋の扉も立派なものだった。

　不思議なものだ。この部屋に入る時は確かに、木蓮トーリアの屋敷の見慣れた扉だったのに。

「ご主人様は女性の方かしら」

「どうかしらね」

　珀蓮は歩きだした。廊下は左右に延びているが、彼女は躊躇ためらう様子がなかった。何か思おも惑わくがあるわけではないのだろう。早苗は苦笑して、珀蓮の後に付いていった。

　しかししばらくして、二人はこの屋敷の異常に気付いた。

　広すぎるのだ。それに人がいない。

　二人は何度も廊下を曲がったり階段を上ったり途中の部屋を覗き込んだりしたが、一向に誰かに会うことがなく外に出ることもできなかった。五回目に開けた扉の中にも誰もいなくて、彼女達はついにその部屋にあった長椅子に倒れるようにして座り込んだ。

「明らかにおかしいわ」

　珀蓮は苛いら立だっている。当然だろう。もうしばらくこの建物の中を彷徨さまよっている。

　元いた部屋に戻ろうともしたが、途中道を間違えたのかどうしても戻ることができなかった。窓もないし、現在位置もよくわからない。お手上げだった。

「人にも会わないものね。やっぱりこれも魔術なのかしら」

「王おう伊いがいたら壁を叩たたき壊させるんだけど……」

「まぁ。いくら王伊様でもそれは無理じゃないかしら」

「新しら祢ねがお願いとでも言えばやるでしょう」

「その新祢がいないのよ」

「……そうね」

　言ってから、珀蓮は部屋の中を見渡した。

　ここも窓はなかった。窓があったのは最初の、あの部屋だけだった。

　壁に燭台があって、煌こう々こうと灯りを点している。廊下も、今まで覗いたすべての部屋も同じように灯りが点っていた。誰もいないというのに不自然極きわまりない。

　部屋の中は廊下とは違う模様の絨毯が敷かれていて、壁にも色鮮あざやかな織物が飾られている。調度品は今珀蓮と早苗が座っている長椅子と、壁際の小さな背の高い丸い卓だけだ。

　普通の屋敷であればこういう部屋には廊下に繋つながるものとは別にもう一つ扉があって、続き部屋に繋がっている。だがあるだろうと予想された扉は見当たらない。これまで覗いた部屋も同じだったので、珀蓮も早苗も特別がっかりはしなかった。

「新祢は本当にどうしたのかしら。わたくし達、一緒にあの魔術陣とやらに触れたはずよね？」

「そうね」

　答えてから早苗は、歩きながら自分が考えていたことを口にした。

「ねぇ、珀蓮は、あの部屋に入る前は何を考えていたの？」

　金髪碧眼の友人の言葉に、北の王女は怪訝そうな顔をする。質問の意図がわからないのだ。早苗は言い直した。

「つまり、これが、あの魔術陣に触れて起きていることだって気付いていた？　あの部屋に入る直前まで、私は木蓮トーリアの屋敷にいたの。そしてお父様が亡くなる前の記憶しかなかった……違うわね。お父様が亡くなる前、お義か母あ様が家を出て行かれる前の記憶をなぞっていたんだわ。でもあの部屋を開けたら想像していた……記憶していた部屋と違った。そして珀蓮が入ってきて、思い出したの。全部」

「ああ、それなら、そうね」

　珀蓮は自分の記憶を辿たどるように目を彷徨わせた。

「わたくしは、あの部屋に入る前には思い出していたわ。記憶をなぞる……というのはその通りかもしれないわね。過去の自分の中に入っている感覚だった。北の奥宮の、あの地下の部屋の扉を開けたら鏡に向かって怪しげなことを言っているあの女を目撃するはずだったのに、いたのはあなたで、部屋もあの女のものではなかった」

　珀蓮の言葉を聞いて、早苗は自分の考えていたことはそんなに間違っていないのではないかと思った。

　記憶をなぞる、あるいは辿らせる、そういう魔術があるのかどうかはわからないが、そういった効果のある魔術陣だったのではないだろうか。

　少なくとも実際過去に戻る類たぐいの魔術ではないだろう。もしそうなら、あの場所で早苗と珀蓮が会うのはありえない。珀蓮は北の王宮に、早苗は東の国の木蓮という町にいたのだから。

「それなら、やっぱりあの部屋は新祢の部屋だったのかもしれないわ」

　珀蓮は、まったく早苗の思考にはついていけていない。けれど怪訝そうな顔はしないで、ただじっと早苗を見てその続きを促した。

「あの部屋に入るまで、私達は過去の自分達として私達の記憶にある場所にいた。でもここがどこなのか私達は二人ともわからない。これは私達の記憶じゃないのよ。それならここは、新祢の記憶の場所だと考えるべきじゃないかしら」

「……なるほど」

　珀蓮は軽く目を瞠った。

「そうね。その通りかもしれない。でもここは塔ではないわね」

「塔ができる前、新祢は屋敷に住んでいたと言っていたわ」

「広すぎないかしら？」

　いくら一国の王女のための屋敷でも、あまりに構造が複雑にすぎる。

「新祢の記憶が混乱しているのかもしれないわ。あの人は二百年以上も生きているのよ。記憶だって私達みたいに単純じゃないもの」

　鏡に閉じ込められていた二百年という時間が新祢の記憶にどういう影響を与えているのかはわからない。塔の地下に入る方法だって、彼女はすぐに思い出すことはできなかったのだ。

　珀蓮は腕を組んで背もたれに体重を預けている。そうしていると彼女はまるで威厳ある女王のようだった。

「……新祢がわたくし達を思い出せば、この迷宮から出られると考えていいかしら」

　早苗は笑った。

「私達の事例を鑑かんがみるとそうかもしれないわね。どうするの？」

　面白がるような彼女の笑顔に珀蓮は少し不愉快そうに片方の眉を上げたが、黙って立ち上がるとすうと息を吸い込んだ。
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　魔法における媒ばい介かいというものはほんの幼い頃に決まってしまう。

　それは誰かに決定されるものではなく自分で選び取るものなのだが、幼おさない自分がどうしてその媒介を選んだのかは覚えていないのが普通だ。

　魔女は媒介を通してしか魔法を使えないので、それはなるべく汎はん用よう性せいが高く、どこにでもあるようなものが望ましい。生まれた子供が魔女であるということがわかっていればそういった媒介に子供が興味を示すようにわざともっていったりするのだが、そうでない場合も少なくはないので不便な媒介を持つ魔女も何人かいる。

　例えば雷かみなり。これは完全に天てん候こうに左右されてしまう。あるいは特定の人形など代だい替たい品ひんがないものを媒介にしてしまうと、使える魔法が限られてくる。過去には虫を媒介にした魔女もいたらしいが、その魔女は滅多に魔法を使おうとはしなかった。嫌がらせくらいにしか使えないからだ。

　加えて魔法は想像力がものをいう。

　例えば水を媒介としている者が、その水が雲となって雨を降らせている様を想像できるのなら容よう易いに雨を降らせることができる。自分が持っている媒介を通して想像をどこまでも広げることができれば、魔法は無限に広がるのだ。

　ただ、どんなに汎用性の高い媒介と豊かな想像力を持っていても、そもそもの魔力が低ければ魔女としては無能である。

　魔女の強さとはまず第一に魔力。次に重要なのが魔力の許容量で、媒介の種類や想像力の有無は補足的なものだと言える。

　しかし新祢にはそもそもその生まれ持った魔力というのが少なかった。

　魔力とは生命力とも言い換えることができるが、外部の力を自らの生命力へと変換する能力そのものも指す。新祢は自らの内に魔力をためておく許容量は他の魔女並にあったものの、外部の力を自らのものとする能力が決定的に低かったのだ。

　もしそうでなければ、自分の運命は大きく変わっていただろうと新祢は思う。

　王族は皆大小なり魔力を有していて、稀まれに生まれてくる強い魔力の子供は王族から籍を抜かれて魔女の一族に入る。

　魔女が便宜上とはいえ王族に準ずる位置に甘んじているのはこういった理由もあるだろう。魔女と王族の関係は密接だ。他の三つの一族よりも。

　だから葫ゆうがおという魔女のあの行動は、暴挙というほかなかった。

　新祢が生まれる以前から彼女はこの国を魔女が治めるべきだと主張していて、それゆえに彼女は厭いとわれていた。王女が生まれた時の祝賀会に自分が呼ばれなかったことに彼女は腹を立て、その祝賀会の主役であった赤ん坊に魔法をかけた。

　突如として広間に現れた葫は持っていた鏡で祝福を受けていた赤ん坊の視界を遮さえぎった。鏡に映った自分の姿を見ていた幼い王女の髪と眼の色が赤く染まったことに気付いた時、王妃は悲鳴を上げたという。

『十八年後、王女は永と遠わの眠りにつく』

　葫はそう宣言して広間から消えた。

　葫の媒介が鏡であることは誰もが知っていた。賢けん者じやの一族は、葫はその鏡の中に王女という存在の一部を写し取ったのだろうと言った。新祢と名づけられた王女は葫の鏡に閉じ込められた影と対をなし、葫の強い魔力の影響を受けて髪と眼の色を変えられたのだ。

　葫と新祢は見えない糸で結ばれてしまった。十八年後、彼女が眠りにつくというのは、今度はその意識のすべてを鏡の中に閉じ込めるということだった。

　そして王女は王宮の奥に隠された。

　彼女の屋敷には鏡がなく、その存在は秘されている。ただ秘密というものは漏れ出るもので、民の間で彼女は『暁あかつきの姫君』と呼ばれているのだという。

　新祢はため息をついた。

　手に持った魔道書を閉じる。

　魔道書に書いてあるのは魔法の使い方ではなく、これまで存在した魔女の媒介とその魔女の魔法だ。魔法には呪文もなければ作法もない。魔女が自分で規律を定めて施し行こうされるものが魔法なので、その使い方なるものは存在しないのだ。

　大陸の中でも、魔女が国の中ちゆう枢すうで確固とした地位を持っているのはこの国だけだ。魔道書の編へん纂さんはこの国では官の仕事で、そのための部署も存在する。

　だからこの国が作っている魔道書が大陸の中でも一応正統なものだとされているが、中には他の国の学者が個人的に編纂した魔道書もあって、それは通称で亜あ書しよと呼ばれていた。

　新祢が持っているのは最近手に入れた新しい亜書だ。彼女はずっと、自分の魔法を解く手がかりを探している。

　彼女に魔法をかけて以来行方ゆくえ不明になっている魔女に対して、王は一年前に王都からの追放を決めた。捕まらないのなら王女に近づけさせなければいいと考えたのだろう。果たしてそれに効果があるのかどうかはわからない。

　王宮の奥にあるこの屋敷は王が新祢のために造らせたものだ。屋敷の側には古い塔があって、それはずっと昔の王女の離れ屋として造られたらしい。先日新祢は、その塔を、自分が眠るための塔として改築して欲しいと王に頼んだ。その返書はすぐ横の卓の上に無造作に置いてある。

　父王が彼女の願いを聞き届けないことはほとんどない。そのことを手放しで喜べる年齢は過ぎてしまった。王も王妃も新祢の一番の願いは聞いてくれないのだ。

　父や母とのやりとりは基本的には封書で、新祢はもうここ何年も彼らの顔を見ていなかった。屋敷には王と王妃の肖像画が飾ってあったが、数年前にそれは取り外させた。

　屋敷の中には数人の女官と一人の小こ姓しようが住んでいる。女官は何度か変わっているが、小姓はずっと一人だ。女官は貴族の令嬢が行儀見習いのために遣わされているのだが、小姓としてこの屋敷にやってきた少年は新祢に与えられたものだった。

「久く旺おう」

　壁際の椅子に座っていた新祢は、正面の扉に向かって小姓の名を呼んだ。彼女が屋敷の中で名前を呼ぶのは彼だけだった。

　久旺は新祢の小姓だが、たまに屋敷を出て彼女の側を離れる。そういう時は大抵花や食べ物などをお土産みやげに戻ってきて、町の話などを新祢に話して聞かせてくれる。でも今日は外に出るとは言っていなかったので、屋敷の中にいるはずだった。

　新祢が呼べば、久旺が側にいなくとも隣の部屋にいる女官が応えて久旺を呼んできてくれる。ただこの時は、彼女の呼び声に応じる声は聞こえてこなかった。

　新祢はおや、と思った。

　女官の仕事は新祢の身の回りの世話で、食事の準備などはそのための人間が外からやって来る。なので彼女達の一人は必ず新祢の側にいるはずなのに、今の彼女の呼びかけに誰の返事もないのはおかしかった。

「誰もおらぬのか？」

　彼女は少し大きな声で呼ばわった。だが返事がない。窓のない室内はしんとしていて、人の気配というものが感じられなかった。

　おかしいな、と彼女は思ったがすぐにああそういえばと思い直した。

　この屋敷に女官はもういないのだ。だから自分の呼ぶ声に誰も返事をしないのも無理はない。

「久旺、おらぬのか？」

　新祢はもう一度小姓の名を呼んだ。彼女が呼べばいつもすぐに来る少年は、どうやら本当に近くにいないらしい。新祢はため息をついた。

　彼はきっと拗すねているのだ。自分がこの屋敷に恋人を連れてきてしまったから。自分より二つ年上のくせに、彼には少し子供っぽいところがあった。

　新祢は仕方なく恋人を呼ぶことにした。

「王おう伊い」

　その恋人の名を口にした瞬間、新祢は思考を止めた。

　拭ぬぐえない違和感。

　何かがおかしい。彼女は困惑した。

　自分は十三になった。

　だが彼女の知っている恋人は、二十前後の青年だ。成人もすませた男が、たかが十三歳の少女の恋人だというのはいかにもおかしい。彼は幼い少女が好きな性せい癖へきの持ち主だっただろうか。そんな話は聞いたことがないが。

「……」

　それに、自分と彼はいったいどこで出会ったのだろう。

　新祢は物心ついて以来この屋敷から離れたことがない。一国の王子である彼と、隠された王女である自分がどうして出会うことができたのだろう。

　頭に思い浮かんでいるのは銀縁の眼め鏡がねの向こうで優しく笑う彼の顔だ。自分の妄もう想そうではない。彼はいつも大切なもののようにして自分の名前を呼んでくれた。

　新祢は首を傾げてやはり小姓を呼ぶことにした。

　あの少年ならば、答えを示してくれる。新祢は無条件にそう信頼していた。内心の焦しよう燥そうを押し隠して口を開く。

　しかし彼女の口から小姓の名前は出てこなかった。

　新祢は魔道書を取り落とした。

　いったい自分に何が起きているというのか。

　わからないのだ。ずっと自分の側にいた小姓の名前が。それではと恋人の名前を呼ぼうとしても、出てこない。新祢は頭を抱えた。

「なぜじゃ……これは」

　彼女は混乱していた。事態を理解しようと頭を回転させる。

　記憶に食い違いがあった。

　この屋敷に女官がいないわけがないのだ。自分の身の回りの世話をする者を、父王がやめさせるはずがない。でも女官がいない、ということも事実だ。服を着替えるのも湯を浴あびるのも、今、彼女は一人でやっている。

　今。

　それは、いつのことなのだ。

　新祢は息を呑んだ。

　まるで記憶が雪な崩だれ込んできたかのように、頭の中に様々な映像が通り過ぎていく。

『友達の名前も知らないなんておかしいでしょう？』

　彼はそう言って笑った。

『泣かないで』

　指が優しく頰ほおを撫なでて、包み込むような声が耳をくすぐる。

『新祢』

　ああ。その声。

　頰を温かい何かが伝った。それが何か気にする余裕などない。

『僕は君さえいればいい。君がいればどこででも生きていける。君がいるところならどこへでも行く。何百年経たっても、何千年経っても、君の目の前に現れるのはいつも僕だ』

　息が苦しかった。

　新祢は喘あえいだ。やめてと叫びたかった。見せないで。これを見せないで。だって、これはもう。

『どうかそれを忘れないで』

　もう、失われた――。

　そして次の瞬間には彼女は激しく後悔した。気付きたくなかった。もう少しだけ、この空間の中にいたかった。たとえ夢でももう少し見ていたかった。

　もう二度と戻れない過去に。

　あの悲しくも優しい時間に。

「妾わらわは……」

　新祢が悲鳴のような言葉を口にしようとした時だった。




「早くわたくしを迎えに来なさい！　寝ぼすけ姫!!」




　という罵ば倒とうがすぐ近くで聞こえた。







　３　失われた王国







　鳥とり代しろは頭を抱えた。

　恥はずかしくて、顔が上げられない。このまま穴を掘ほって埋うまってしまいたいと彼は強く思った。

　鳥代は、先ほどまで珀はく蓮れんと共にいた。そして珀蓮の部屋を出た瞬間にこれが過去の出来事だと気付いた。彼は気付いてすぐ頭を抱えてその場にしゃがみこんだ。今は低く呻うめいている。

　東の第一王子がなぞった記憶は、まだ、自分が珀蓮のことを好きなのだと自覚して間もない頃のものだった。

　今だってまだ動どう悸きがする。なんだか頭に血が上っているようなのもすべて、その過去の記憶のせいだ。

　あの頃の彼は、珀蓮の顔をまともに見ることさえできなかったのだ。

　彼女と目が合うと顔が赤くなり動悸が激しくなる。匂いを嗅かぐだけで邪よこしまな衝しよう動どうに駆かられそれを抑え込むのに必死だった。あまり声を聞くとたまらなくなるのでそっけない受け答えしかできなかった。部屋を出る直前まで、彼は自分のこの気持ちに気付かない珀蓮を憎にくらしくさえ思っていたのだ。

　そのあまりに幼おさない感情をこうもまざまざと思い出させられるということは、拷ごう問もんに近い。大昔にこっそりと書いた詩を忘れた頃に持ち出されて見せつけられるようなものだ。

　いたたまれない。というかむずがゆい。恥ずかしい。

「あああ。違う違う。こんなことでへこんでいる場合ではなくて、どうして今俺がこんな事態に陥おちいっているかということが問題なんだ。なんだここは。拷問部屋か」

　言ってから彼は顔を上げた。

　そこは廊ろう下かである。先ほどまでいたのは鳥代と珀蓮がよく会っていた北の奥宮の一室だった。そう考えてから自分が立っている廊下の様子を見渡して、鳥代は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……違うな」

　そこは見知ったあの王宮ではなかった。

　地下だろうか。少し肌はだ寒ざむく、窓もないし灯あかりは最低限しかない。ここがどこなのかまったくわからない。

　しかし鳥代は混乱しなかった。そもそも先ほど自分があの恥ずかしい過去の馬ば鹿かなお子ちゃまであった時代を追体験したこと自体がおかしいのだし、気が付いたら見知らぬ場所であったことは恥ずかしながら初めてではない。

「確か、なんか、紙を拾って……」

　そうだ。新しら祢ねの部屋に行ったら珀蓮達が倒れていた。そして葫ゆうがおも何か紙片を拾って同じように倒れたというので、思わずその紙片を鳥代も手に取ってしまったのだ。

「広ひろ兼かねの罵ば倒とうが目に浮かぶな」

　軽率な行動だった。紙片を手にして、あの全身を撫なでられるような感覚に陥った時に初めて彼はしまった、と思ったのだ。

　鳥代は紙片をよく見ていなかった。あの紙片に触れたせいで今こういう状況にあるのだろうが、どういう状況なのか理解しがたい。ひどく古いものであったようだが、何かおかしな魔法でもかけられていたのか。

「過去にでも飛ばされたかな……」

　先ほどの拷問のような出来事を意識して思い出さないようにしながら、彼はため息をついて立ち上がった。

　背後にある扉を開ける気にはならなかった。廊下と同様、その扉は鳥代が知っているものではなかったものの、この部屋に入ってまた昔の珀蓮がいたら嫌だ。

「……」

　さて、どうするべきか。

　彼は腕を組んで低く呻いた。

　過去の世界というのが冗談にしても、ここが自分の見知らぬ場所であることは確かだ。珀蓮達もここにいるのならよいが……。

　その時鳥代はふと顔を上げた。

「なんだ？」

　何か聞こえたような気がしたのだ。眉間に皺を寄せる。

　幻げん聴ちようだろうか。何が聞こえたのかも、彼ははっきりとはわからなかった。人の声だったかどうかも定かではない。

　彼が周囲を見渡しながら聞き間違いだろうかと首を傾かしげている時だった。先ほどの部屋の扉が突然開いて、東の王子は側頭部を強打した。

　ガン！

　という鈍にぶい音がして、あまりの痛みに鳥代は頭を抱えてその場に蹲うずくまった。先ほどと同じ体勢ではあるが、恥ち辱じよくに身を震ふるわせていた時とは違い今は明確に痛みを伴っている。

「～～～」

　声にならなかった。

「あ、ごめんなさい」

　男の声だった。

　女性だったら虚きよ勢せいでもってすぐに立ち上がり口く説どき文句、もとい挨あい拶さつを一言二言交わしているところだが、相手の生物学的性別が雄おすであればそういった気力が湧わくはずもない。

　鳥代は少し涙目で相手を睨にらんだ。

　見覚えのない男だった。年は自分と同じくらいだろうか。貴族ではないだろう。髪の色は黒く、双そう眸ぼうは少し茶色がかっている。彼は少年のようにあどけないその顔を申し訳なさそうにして、鳥代に手を差し伸べた。

「人がいるとは思っていませんでした。大丈夫ですか？」

「……大丈夫です」

　謝っている人間に対して必要以上に責め立てるほど鳥代は心が狭せまい人間ではなかった。男の手を取って立ち上がる。

「今後気をつけます」

　彼は鳥代に特別異常がないことを見て取ると、そうとだけ言って「それでは」とその場を後にしようとした。

「いや、ちょちょちょちょっと待ってくれ！」

　鳥代は慌あわてて男の腕を摑つかんでその足を止めた。

「なんですか？」

　男が怪け訝げんそうな顔で振り向く。

　鳥代は困惑した。

　その人間の階級というのは、身なりを見ればある程度推測ができる。先ほど鳥代がこの男をして貴族ではないだろうと判断したのも、服装を見てのことだった。決してみすぼらしいわけではないが最低限の装飾もない簡素なその格好は、大きな屋敷や王宮などに勤める人間のそれに近い。

　対して鳥代は今、一国の王子としてそして一領主として恥ずかしくないだけの服を身につけていた。先ほど領主の屋敷から戻ったばかりだったからだ。

　さすがに外がい套とうは着ていないが、襟えり元もとには職人による細かな刺し繡しゆうがあるし生き地じだって高級品だ。たとえ自分の顔を知らなくとも、服装だけで身分の違いが知れようというものだった。

　だが目の前の男には身分が上の人間の頭を扉で強打しておきながら、悪びれた様子が一切なかった。それどころか、今自分の腕を摑んでいる鳥代を少しの不愉快ささえ滲にじませながら見ている。

「なんですか？」

　男はもう一度聞いた。

「いや、あの、ここがどこなのか教えてくれ」

　鳥代は間抜けにもそう答えた。

　男が軽く眉び宇うを寄せる。

「……迷まい子ごですか？」

「そ、そうだ」

　自分一人では今これがどういう状況なのかわからない以上、他人に確認するしかない。なんでもいいから情報が欲しかったし、この場に一人にされるのは少し不安だった。

　男が完全にこちらに向き直ったので、鳥代は手を離した。男の硬い腕などずっと握にぎっていても楽しいものではない。

「もしかして遠方から来られた方ですか？　困ったな。僕が王宮で出入りできる場所は限られているんです。外までしかご案内はできませんよ」

「王宮？」

　鳥代は思わず聞き返していた。

「ここは王宮なのか」

「……」

　まずかったか、と鳥代はすぐに後悔した。もし東の国の王宮で同じ台詞せりふを自分に吐いてくる人間がいたら即刻不審者として取り調べを行っただろう。果たして目の前の男は警戒心を隠すことなく自分を見ている。

　どうする、と彼は頭を回転させた。

　少なくともここは自分の実家である東の国の王宮ではない。

　では他の二国か、あるいは北の国の王宮だろうか。隣接するそれらの国の王宮にも彼は何度か出入りしたことがあるが、そのすべてを知っているわけではない。その可能性はあるかもしれない。

　しかしすぐに否、と思い直す。もしそれらの国の者であれば、鳥代の顔を知らないとは考えにくい。王宮に出入りする者ならばなおさらだ。鳥代は仮にも東の国の第一王子、次期国王なのだ。街中には姿絵だって出回っている。

　じゃあここはどこなんだ！　と鳥代は悲鳴を上げたくなった。

　素早く廊下の簡素な壁飾りや装飾に目を走らせるが、国紋トーラを思わせるものはどこにもない。

「……ここが王宮だとご存知でないあなたはどうしてここにいるんですか？」

　返答如い何かんによっては警備兵を呼ばれかねない状況に、鳥代は必死で考えて言葉をひねり出した。

「俺は、その、ええと、あれだ。記憶喪失なんだ」

　おお。我ながらなんて素晴らしくも完かん璧ぺきな言い訳なんだ。彼は感かん嘆たんした。

「気付いたらここに立っていた。ここはどこの王宮なんだ」

「記憶喪失？」

　男がまた不審そうな顔をする。

　完璧ではなかったのかもしれない。

「……ご自分の名前はおわかりですか？」

「人に名前を聞くなら自分が名乗るのが礼儀だろう」

　鳥代は言いながら、名前や身分を詐さ称しようすべきなのかどうか考えた。ここで本当の身分を名乗ったらどうなるだろうか。下へ手たをしたら王族の不法侵入。国の名前に傷がつく可能性があるし、外交問題にもなる。

　適当な名前と領地をでっちあげた方が無難だろうか。この男がどの程度紳士録を頭に入れているのかが問題だ。いっそ名前や身分も忘れてしまったことにしてしまおうか。

「僕は九く蠟ろうと言います」

　男はあっさりと答えた。

　よし、名前も身分も忘れたことにしようと鳥代が口を開いた時、その口から漏もれ出たのは驚きの声だった。

「……くろう？」

　つい最近聞いたことのある名前だ。考えるまでもない。

「はい。ああ、それは覚えていらっしゃるんですね。そうです。僕は赤せい嬰えいですよ」

「せいえい？」

　鳥代は間抜けな様子で聞き返した。

「あれ？　そこは覚えてらっしゃらないんですか？　おかしな記憶喪失ですね。魔女同士の子供のことですよ。ああ、本当に困ったな。こんなことに時間を割さかれるのはごめんなんだけどな」

　男は声を小さくすることもなくそう言ったが、その最後の部分はもう鳥代の耳に入っていなかった。

　魔女同士の子供？

　なんだそれは。比ひ喩ゆか。どういう比喩なんだ。

「ここはどこだ」

　彼は三度目の質問をした。すると九蠟と名乗った男はやっとその質問に答えてくれた。

「赤の国の王宮ですよ。まさか赤の国がわからないとかは言わないですよね？」

　眩暈めまいがした。

　自分の耳がおかしいのか。鳥代は頭を掻かき毟むしりたい衝動に駆られた。

　赤の国。

　知っている。知らないはずがない。東の国の、第一王子である自分がその国の名を。

「いいや。とりあえず、行きましょう。ここは倉庫なんですよ。本当だったら身分のある人が出入りする必要もない場所ですから、何かあったのは確かなんでしょう。賢者の一族か陛下に取り次ぎができる人間にあなたを渡しますから、そう心配することもないですよ」

「……まじかよ」

　九蠟はどうやら鳥代という明らかなる厄介事を早く手放してしまいたいようで、そっけない様子で廊下を歩きだしたが、鳥代はすぐには立ち直れなかった。

　ここが、《赤い森》にかつて王都を築いていた失われた王国であるなどと。

　そう簡単に信じられるはずがなかったのだ。
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　本当に自分が叫んだ言葉で何か起こるとは期待はしていなかった。

　ただこの理解できない事態に苛立っていたから叫んだだけで、その時の状況から叱しつ責せきしやすい対象があの眠り姫だったからその言葉を選んだだけだった。

　実際叫んだ台詞が彼女に届くとは思っていなかったので、その部屋の一つしかない扉がかちゃりと開いて、向こうからあの赤い髪の友人が現れた時珀はく蓮れんは少なからず驚いたのだった。

「……珀蓮、早さ苗なえ」

　新祢はどこか呆ぼう然ぜんとした様子で二人の名を呼んだ。

「新しら祢ね！」

　早苗が椅子から立ち上がり戸口に立つ友人に駆け寄る。

「よかった！　心配したのよ。大丈夫？」

「ああ。……そなた達どうしてここにおるのじゃ」

「わたくし達、『赤セイ穏オン史し』に隠されていた魔術陣に触れたのよ。覚えていて？」

　珀蓮も立ち上がった。新祢は困惑した様子で室内を見渡している。

「ここは……あの屋敷の、使っておらなんだ部屋じゃ」

「これは新祢の知っている場所なのね？」

　早苗はこれが記憶の場所なのだと主張していた。もしこの馬鹿みたいに複雑な構造の建物が新祢の知っている場所ならば、その仮定の真実味がぐっと増す。

「知っておる場所……ではあるが、おかしいのう。先ほど妾わらわがおったのは読書室のはずじゃが……」

　言いながら新祢は今自分が入ってきた扉の向こうを覗のぞき込んで絶句した。

「……」

「新祢」

「……先ほど妾がいた部屋ではなくなっておる。なんじゃここは」

「私達も、最初は自分達が知っている場所にいたのよ。北の王宮と、木蓮トーリアの屋敷ね。でも現い在まの記憶を思い出して、気が付いたらこの屋敷の一室にいたの」

「現在の記憶？」

「そうよ。新祢、さっきまで私達のこと忘れていなかった？」

　言われて新祢は困惑したような顔をした。先ほどまでの自分を思い出しているのであろう、ややしてから彼女は答えた。

「……そうじゃのう。珀蓮の声が聞こえてくる直前まで、妾は二百年前の妾であった」

「やっぱり」

　と早苗は言った。

「これは記憶の中なんだわ。でもこれで新祢も思い出したわけよね。そうなるとこの場所はどうなるのかしら」

　早苗は新祢の横から扉の向こう側を覗き込んだ。

「さっきと同じ廊下だわ。新祢、この廊下はあなたの知っている場所？」

「ああ知っておる。妾の住んでいた屋敷じゃからのう。だが先ほどまで妾は読書室にいたのじゃ。それはどこへ消えた」

「わからないわ」

　言ってから、早苗は一度扉を閉じてからもう一度開けて外を覗き込んだ。

「変わらないわね。新祢、このお屋敷はどれくらい広いの？　何階建て？」

「二階じゃ。そう広くはないぞ。基本的には妾と小こ姓しようしか住んでおらぬからのう」

「なんですって？」

　と珀蓮は声を上げた。

「わたくし達は少なくとも五階分は上ってきたわよ」

　そのせいで脚はぱんぱんだ。また鳥とり代しろに揉もませなくてはならない。

「五階分？」

　新祢が怪訝そうに言う。

「どういう迷い方をしたのじゃそなた達は」

「わたくし達が迷ったのではないわ」

　珀蓮は憤ふん慨がいした。

　この時珀蓮達は気付いていなかったが、早苗はずっと扉の向こうに顔を突き出して耳を澄ませていた。そしてしばらくして振り向くと、不思議そうな顔をして他の二人に聞いた。

「ねぇ……何か聞こえなかった？」

「何か？」

「なんじゃ」

「わからないわ……。何か、声、みたいな……気のせいかしら」

　二人は顔を見合わせた。特に気に留めるようなものは聞こえなかった。早苗だけが聞いたのであれば、廊下の向こうから聞こえた音、もしくは声だろうか。

「うーん、でもとにかく、新祢は見つけたんだから、今はこの部屋から出ない方がいいかもしれないわ」

　早苗が言った。その青い双眸が、珀蓮と新祢を見る。

「この魔術の効力や目的がわからない以上、じっとしていた方が賢明だと思う。王おう伊い様がきっとすぐ異常に気付いてくださるだろうし」

　鳥代は仕事でいないし、広ひろ兼かねは赤穏へ行くと出かけた。塔に残っているのは王伊と魔女だ。たぶん異変に先に気付くのも王伊だろう。だがあの体力馬鹿王子に何ができるというのか。

　珀蓮は反論しようと口を開きかけたが、少し前のことを思い出して言葉を飲み込んだ。

　早苗が捕らえられていた平へ祈き男だん爵しやくの屋敷で、床に描かれた魔術陣を見た。あの時鳥代が足で踏んで魔術陣を乱しただけで里り野のという使用人にかけられた魔術は解とかれたのだ。

　では今回も。

「あの皮紙を破るだけで魔術は解けるだろうから、王伊がそれをするのを待てということ？」

「いや……」

　新祢は重く首を振った。赤い髪の眠り姫はどうやらようやく事態を飲み込めてきたようだ。

「もしあの魔術陣を王伊が見つけたとしたら、それを破り捨てる可能性は限りなく低い」

　ことあの西の王子に関して、新祢の言葉は他の誰よりも信頼できた。

「妾達の身体があの塔に残っているにしろいないにしろ、状況を見れば妾達がおらぬのは皮紙に描かれた魔術陣が原因であることは明らかであろう。魔術陣を破り捨てればなるほど魔術は解かれるかもしれぬが、それで妾達が戻る保証はない。そういう賭かけをするくらいなら、王伊は必ず自分も魔術陣に触れて妾を追いかけてくるであろう」

　自惚うぬぼれではなかった。彼女は高い可能性を口にしたまでだ。

　あの体力馬鹿王子は、後先を顧かえりみない。ただただ新祢を追いかけている。

「……」

「……否定できないわね」

　珀蓮は嫌そうに顔をしかめて言った。

「魔術陣を破り捨てても私達が戻れる保証がないのも確かだわ……。うーん」

　早苗は唸うなった。首をひねって眉間に軽く皺を寄せる。彼女がこんなふうに悩んでいるようなのは珍しかった。

「この魔術の目的がわからないわ。どうして『赤穏史』にこんな魔術陣を隠したのかしら」

　どうやら早苗がひっかかっているのはそこらしい。

「理由があるとは限らないでしょう。背表紙に隠して、忘れていたのかもしれなくってよ」

「忘れてって、えーと、そういうこともあるのかしら……」

　早苗は困ったようにして新祢を見た。

「本人に会って聞いてみねばわからぬじゃろうな」

　新祢は肩をすくめて答えた。

　本人。それはつまり、あの『赤穏史』を書いた人物、もしくは『赤穏史』に魔術陣を隠した人物のことだ。恐らく九く蠟ろうという名の男。今のところそれは、二百年前の人間である可能性が高い。

「……ここが新祢の記憶の中なら、二百年前の王伊もここにいるのかしら」

　珀蓮は思いついて言った。

「九蠟という名前の赤せい嬰えいがいるか、その二百年前の王伊に聞いてみたらどう？」

　早苗が小さく首を傾げて少し笑った。

「まぁ。二百年前の王伊様がいらっしゃるならお会いしてみたいわね。でも新祢が知らないことを、新祢の記憶の中にいる人間が話せるかしら。もしそうだったら、これは新祢の記憶ではないということになるわ」

「ああ……なるほど、そうね。そうなるんだわ」

　珀蓮が頷うなずく。

「でも、そうね。聞いてみるのもいいかもしれない。これが記憶じゃない可能性だってあるわ。例えば魔術にかかった人物の過去を再現できる魔術があるのなら……」

「時間を戻す魔術ということ？」

　そんなことが可能なのかどうか。この場に魔術に詳しい人間がいないのが明らかに弊へい害がいとなっている。早苗にだって広兼から聞きかじった知識があるだけなのだ。

「戻す……というと今私達がいるのは実際に過去の世界だということになるわね。でもそうするとさっきこの屋敷が迷路のようになったのはおかしいでしょう？　だから過去か記憶の再現、だと思ったんだけど可能かどうかはわからないわ。私達の過去は座標も時間軸も違うもの。それぞれの過去を個別に呼び出して再現するなんてとても複雑なんじゃないかしら」

「過去の再現と記憶の世界とどう違いがあるの？」

　早苗は首を傾げて珀蓮を見た。

「前者だったら私達が知らない情報を得られる可能性があるわ。どうして私達まで新祢の記憶、あるいは過去のこの世界にひっぱられてきたのかはわからないけど……」

　言ってから、早苗は「ああ」とため息をつく。

「わからないことばかり。これだけの材料で判断するのは限界があるわね。せめて魔術に詳しい人がいればよかったんでしょうけど」

　珀蓮が思ったことと同じことを言ったその一瞬、早苗は少し複雑そうな表情をした。

　彼女がルヴァイン＝イアスという名の魔術師を思い出したのだろうことは容易に想像ができた。

　早苗を攫った魔術師。西大陸の男だ。

　どこか飄ひよう々ひようとしていて珀蓮はあまり気に食わなかった。今のところ敵意しかないが、早苗はそうではないようだ。

　彼女のこういうところが不思議だと珀蓮は思う。自分を攫ったあげく記憶に介入して精神崩壊の手前まで追い込んだ相手に対して、どうしてこう寛かん大だいであれるのか。それは新祢の持つ優しさとはまた違う気がする。

　珀蓮には理解できない。

「いる、かもしれぬ」

　その時新祢が声を上げた。

　珀蓮が見ると、彼女の赤い双眸が二人を見ていた。

「魔術師が、いるかもしれぬ。妾は二百年前西大陸の人間に会っておるのじゃ……リアディウム＝イアス、という名の男に」

　珀蓮は、はっとした。聞いたことのある名前だった。早苗も思い出したのか、小さく「あ」と声を漏らして右手を口に当てる。

「ルヴァインの、高こう祖そ父ふだという人？」

「あの男はそう言っておったな」

　平祈男爵の屋敷で新祢がその名を出すと、あの魔術師は顔色を変えた。そして新祢を見て言ったのだ。

『暁の姫君』と。

　その言葉を聞いて王伊が顔色を変えたことに珀蓮は気付いていた。

「新祢は、そのリアディウムが魔術師だとは知らなかったのでしょう？」

「ああ。当時は文化顧問で西大陸の人間が来ておったからのう。リアディウムはその一人として妾に会いにきた。……ただ、ふむ。もし本当にこれが妾の記憶の世界ならば、そもそもこの屋敷から出ることはできぬじゃろうな」

　珀蓮は眉間に軽く皺を寄せた。

「どうして？」

　すると新祢は少し困ったように笑った。

「妾は物心ついた時にはもうこの屋敷で暮らしておって、屋敷を囲む生垣から出ることは許されておらなんだ。あの生垣の向こうがどうなっておるのか妾は知らぬ」

　生垣と聞いて珀蓮は眉宇を寄せたが、すぐ思い出した。窓越しに見た薔薇園の向こうの背の高い緑の壁。

「そんな」

　それではあれは檻おりだったのか。

　珀蓮だって自由は制限されていたが、あんなふうに明確な檻は存在しなかった。高い壁。

　それは彼女を閉じ込めようとする明らかな意思だ。

　ふいに珀蓮の中に怒りが湧き上がった。

　あなたの父親と母親は何を考えていたの？

　そう彼女に詰め寄りたい衝しよう動どうを必死で抑え込んだ。そんな怒りを新祢にぶつけても意味がないことはわかっている。珀蓮は奥歯をぎりりと嚙かみ締めた。

　その時あの西の王子が思い浮かんだ。

　渡り廊下に大穴が開いた日の食卓で、現在と当時の王族への忠誠心の違いを広兼が口にしたが、二百年前の王伊がそんなふうに王や王妃に忠誠を誓っている様子はどうしても想像できなかった。明確に口にしているのは聞いたことがないが、彼はそのかつての王と王妃を軽けい蔑べつさえしているのではないかと珀蓮は思っていたからだ。

　その理由が今はわかる。

　誰よりも大切な存在を、こんな檻の中に閉じ込めておける人間を許しておけるはずがない。

　王伊が当時の王と王妃に価値を見み出いだすとすれば、それは新祢の父と母である、という事実一点にしかなかっただろう。

　広兼が王都を森にしたのが王だったのかもしれないと言った時、彼は新祢を侮ぶ辱じよくするのかと怒ったのだ。

　あの男は常に新祢のことしか考えていない。二百年前からずっと。その執しゆう念ねんが、昔の記憶を持ったまま生まれてくるなどという途方もないことを可能にしたのだろうか。

　檻に閉じ込められたまま眠る彼女を一人にしないために。

「どちらにしろこれが新祢の記憶の世界なら、その魔術師を見つけても新祢が知っている以上の情報は引き出せないわ」

　珀蓮の怒りと葛かつ藤とうを知ってか知らずか早苗が言った。

「やっぱり動いてみましょう。新祢が記憶を取り戻しても私達の時と違ってこの場所が新祢の記憶のままなのは、何か意味があるかもしれないもの。もちろん」

　彼女は新祢に優しく笑いかけた。

「新祢がよければだけど。あなたがここから動きたくないのならそれでもいいのよ」

　早苗はわかっていた。

　ここは新祢の記憶、あるいは過去の世界だ。

　どちらにしろそれはもう失われたものであることに変わりはない。取り戻せない過去を目まの当たりにすることがどういうことか、特に二百年間の時を経ている新祢にとってそれがどういうものなのか、珀蓮には想像することしかできなかった。

　新祢は逡しゆん巡じゆんしたようだった。どこか怯おびえているようにも見える。

　彼女が動きたくないと言えば、恐らく早苗は一人でこの部屋を出ただろう。友人の気持ちを慮おもんぱかって現状を打開する手段を見失うような女性ではない。

　ただそれは危険だった。こうして三人が集まったのも、ただの偶然かもしれないのだ。無む闇やみに離れるべきではないと珀蓮にだってわかっている。

　そして彼女にわかっていることが、新祢にわからないはずはなかったのだ。

「手を握っていてくれぬか」

　彼女は言って手を差し伸べた。その手は少しだけ震えているようだったが、双眸には強い光があった。唇をきゅっと引き締め、かつてなすすべもなく魔女の魔法に堕おちた眠り姫はしっかりとした言葉を紡ぐ。

　その細い足を一歩前に進めるために。

「この場所の匂いも空気も、妾には遠く深く近すぎて目が眩くらみそうになる。捕まえていてくれ」

「子供みたいね」

　珀蓮はわざと言った。

「離さないわ」

　と早苗は笑った。
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　４　魔女の悲鳴







　広ひろ兼かねがそのまま泊まるはずだった赤セイ穏オンの村からその日のうちに戻ってきたのは、思ったよりも九く蠟ろうの遺品が少なく、収しゆう穫かくといえるようなものがあまりなかったからだ。

　何かしらの決定的な手がかりを得られるのではないかと思っていた広兼は落らく胆たんし、最後の望みとばかりに崖がけの下の魔術陣を確認しに行ったのだが、今度は魔術陣の痕こん跡せきさえ残っていなかった。恐らくこちらがなくなったから、対ついを成していた《赤い森》の魔術陣も作動しなくなったのだ。

　念入りに周囲を確認してみたが、魔術陣が描き込まれていた土を削けずり取ったというわけではなさそうだった。鳥とり代しろが平へ祈き男だん爵しやくの屋敷でやったように魔術陣を崩くずすだけではなくて、魔術をなくす方法があるのかもしれない。

　広兼はなんだかぐったりと疲れを覚え、無性に早さ苗なえの笑顔に会いたくなったので赤穏に泊まるのはやめて馬に跨またがった。

　日が暮れてからの道行きでも、この辺りならそんなに危険なことはない。街道を行けば外がい灯とうが整備されているし、一定の間かん隔かくで街道警備隊の詰め所がある。広兼が森の入り口である木蓮トーリアの町に着く頃には頭上の闇やみに縫ぬい取られたかのような月があって、夜を照らしていた。

　用意していた携帯用の灯火器に火を点つけて、彼は森に入った。

　やっと塔がその視界に見えた時、広兼は安あん堵どのため息をついた。しかし塔の手前の樹の一本に見知らぬ馬が繋つながれているのを見て彼は全身を緊張させた。

　誰だれか来ている。

　大人おとなしく草を食はんでいるその馬に近づいて鞍くらなどを確認した。特に上等な馬でも鞍でもない。特徴がない分その主人がどういう人物か特定できなかった。少なくともどこかの国の急使ではない。

　広兼はこの塔を訪ねて来うる人間を頭の中で何人か挙げてみた。穏便な用件があまり思い浮かばないのは、ここ最近騒動が続いたせいだろうか。

　一応厩うまやに回ってみると鳥代はもう戻ってきているらしい。

　彼は逡しゆん巡じゆんしたが、北東の渡り廊ろう下かに空いたままの大穴から塔の中に入ることにした。主しゆ塔とうに足を踏み入れると、彼は腰の剣を抜いた。持っていた荷物を廊下の隅に投げる。中には赤穏から持ち帰った九蠟の遺品が一つだけ入っていた。

　明らかに異常だった。

　もう日が暮れているのにどこにも灯あかりがついていないのだ。まだ寝台に入る時間ではない。彼は灯火器の火を消して自ら闇に落ちると、それを床に置いて慎重に辺りを窺うかがった。

　夜目は利きく方ではない。けれどどこにいるかもわからない侵入者にわざわざ自分の位置を知らせる気にはなれなかった。

　中の構造なら頭に入っている。広兼は歩数を数えながら歩き、階段に辿たどり着いた。階段の上には大きな窓があって、そこから月明かりが差し込んでいる。

　主塔の大おお扉とびらの近くに早苗が生けていた花は倒れたりしていなかった。もし侵入者が入ってきていたとして、王おう伊いが何もしないでいるはずがない。今通ってきた渡り廊下にもこの主塔にも争いの形けい跡せきが見られないのはそんな余裕もなかったからなのか、あるいは何か別の理由なのだろうか。

　一階に人のいる気配がしなかったので、彼は足を階上へ向けた。

　剣に自信があるわけではなかった。王伊には当然ながら勝てたためしがないし、純粋に剣だけの勝負なら鳥代とだって三回に二回は負ける。

　ただ意表をつくようなことをしたり、口で相手を挑発するのなら得意だ。勝機だって摑つかめるだろう。相手が剣でない場合が厄やつ介かいだった。

　身体からだを低くしながら階段を上りきる。目の前の窓から月は見えないが、天上から溢あふれ出る恩恵は広兼の足元を淡あわく照らした。覗のぞき込んだ廊下の向こうの部屋から微かすかな灯りが漏もれているのを見た広兼は、目を細める。

　新しら祢ねの部屋だ。

　あの灯量では、部屋の灯りが点ともされているわけではないだろう。恐らく広兼が持っていたような携帯用の灯火器の灯りだ。侵入者の可能性が高い、と広兼は判断した。

　気配を殺して足を踏み出す。

　いざとなれば、躊躇ためらいはしない。選択を誤ってはいけない。

　この辺りの国々が戦争とは無縁なために、王族といえども実際に人を殺したことはなかった。けれどもそれは、人の死と無縁だということではない。

　王の一族として生きている限り、誰かの死が自分に関係ないことなどない。自分の行った何事かで誰かが生き、同じく誰かが死ぬ。それを刻きざみ付けろ、と広兼は教わった。

　それは選択だ。

「……」

　――違う。

　と広兼は自分の頭に血が上っていたことを自覚した。

　違う。それは、王族としての話だ。混同してはいけない。王の一族は、民のためにある。自分の愛する者のために命を使ってはいけない。大切な者の誇ほこりを護まもるために王の一族としての言葉を使ってはいけないのだ。

　早苗。

　と彼はやっと恋人の名前を頭の中で唱となえた。

　彼女を手に入れたことが、自分にとってよかったのか悪かったのかわからなくなることがある。

　こんなにもたやすく冷静さを欠かくようでは賢けん者じやの王子としては使い物にならないだろう。

　手放すべきなのだろうか。

　違う。今、こんなことを考えている時点で冷静ではない。

　早苗、と広兼はもう一度頭の中でその名を呼んだ。

　今、自分がやるべきことだけに思考を定める。

　自分は彼女の笑顔を見るために帰ってきたのだ。それを誰かに邪魔されるいわれはない。

　広兼は剣を握りなおした。そしてその双眸はす、と冷たさを増した。
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　まったくおかしな拾い物をしてしまった。

　九く蠟ろうはため息をついた。

　半地下になっている倉庫から出ると、彼は自分が拾ってしまった厄介なものを押し付けられる人物を捜して辺りを見回した。

「なぁ、おい、待てよ」

　先ほどから話しかけてくるその人物の声を、彼は無視、もとい聞こえないふりをして歩き続けていたのだが、いい加減しつこいので「なんですか？」と返事を返してやる。すると自分の名前もどうしてあそこにいたのかも覚えていないという怪しいことこの上ないその男は、九蠟の態度に些いささかむっとしたようだった。

「その態度はないんじゃないか？」

「今あなたの面倒を見てくれる人を探しますから少し待っていてください」

「待て、待て。あんたの話を聞きたいんだ」

　服装からしてそれなりの身分なのだろうその男は、先ほど半地下から出る階段に行く途中で今の大陸年号を聞いてきて、彼がそれに答えてやるとその場で頭を抱えて蹲うずくまってしまった。「信じられん」とか「噓うそだろ」とか呟つぶやいていて気持ち悪かったのでその場に置いて歩きだしたのだが、しばらくすると走って追いかけてきて、それからずっと話しかけてくる。

　九蠟は自分にそんなふうにして話しかけてくる他人にあまり慣れていなかった。

　赤せい嬰えいは疎うとまれ者だ。

　生きているだけで国の保護を受ける。本人が魔女でなくとも、魔女の子供であるというだけで特権的な身分を与えられている。貴族とだって対等に話せる身分が赤嬰にはあった。ただその発言に影響力はない。

　人形のようなものだ、と九蠟は思っていた。

　彼は強い魔女の子供だったが、自分の内に魔力をためておくための許容量が致ち命めい的てきに欠けていた。どんなに外部の力を自分の力とする能力が高くとも、注そそぎいれる器が小さくては意味がない。彼は魔女には成り得なかった。

　それでも赤嬰が護られるのには理由がある。

　基本的にその子が魔女かどうかは生まれて一年以内にはわかるものだが、魔女同士から生まれた赤ん坊の場合、成長してから魔女として覚かく醒せいした事例がこれまでに数件あったのだ。

　魔女は基本的に子育てをしないので、生まれた子供は運が悪ければ宿無しだ。生きるために国を出た魔女の子供が長じて強力な魔女となったことがわかった時に、国は魔女となる可能性が特に高い魔女同士の子供のみを、赤嬰として保護することにした。

　その制度のおかげで九蠟は生まれながらにして働かなくとも生きていける権利を得たのだ。

　ほとんどの人間が、魔女になれなかった赤嬰をただのごくつぶしだと思って見ている。実際その通りなので九蠟は否定をする気にもならなかったし、そう思っている他人と進んで仲良くなろうとは思わなかった。

　赤嬰は、国の保護を受ける代わりに国から出ることは許されない。

　幼い頃は、自分はずっとこの嫉しつ妬とや侮ぶ蔑べつの視線しかない籠かごの中で生きていくのだと、絶望的な気分になったものだった。

「くろう、はどういう字を書くんだ？」

　男のその質問に、九蠟は侮蔑を含んだ眼差まなざしを投げた。

　今国内にいる魔女は六人だ。子供だってその全員の名前を言える。加えて赤嬰は必ず親となる魔女の名前を継ぐことが決まっている。それらを知っていれば、前述のような質問が出てくるわけがない。

「あなたはどこまでの記憶を失っているんですか？　この国の名前はわかるのに、魔女の名前がわからないなんて」

「は？　なんで魔女の名前が出てくるんだ。ああ、そうだ、あと、この国に、葫ゆうがおという名の魔女はいるか？」

　その瞬間、彼はほとんど本能で動いた。素早く手が動き、目の前の男の首を摑んで背後の壁に叩たたきつける。

　突然のことで抵抗もできなかった男は、ぐう、と苦く悶もんの声を上げた。ぎりりと力を入れる。

「今、なんと言いました？」

　九蠟は絞しぼり出すようにして言った。

　何かが遮しや断だんされたかのように視界が狭くなる。彼にはもう顔を赤くして苦しげに呻うめく男の顔しか見えなかった。

　この男が口にした魔女の名前。

　それは、彼がずっと憎ぞう悪おし続けてきた存在の名だ。

「あなたはあの魔女について何を知っているんですか？」

　王があの魔女を王都から追放すると決めてから数年が経たった。失策だったとしか思えない。あれは上位の力を持つ魔女だ。どんな魔法を張りめぐらせても、安心することなどできない。

　捕まえて、どんな手を使ってでも魔法を解とかせて初めて、彼女は安あん寧ねいを手に入れることができるというのに。

「……ぐ」

　九蠟は眉び宇うを寄せた。

　もがく男の指が自分の手に食い込んでいる。先ほどまで苦しそうに喘いでいただけの双そう眸ぼうが、まっすぐにこちらを睨み付けてくる。黒い、眼。

「あなたは……」

　黒眼を持つのは破は魔まの一族だ。だが九蠟の知っている限り、破魔の一族にこんな男はいない。彼は困惑した。

「九蠟様！」

　その時彼の名を呼ぶ声がして、九蠟は一瞬力を弱めた。その隙すきをついて男が九蠟の手を逃のがれ、距離を取って咳せき込む。見ると右手には血が滲にじんでいた。

「九蠟様」

　彼を呼んだのは見知った幼い少年だった。建物の正面の茂しげみから出てきた彼は、頰ほおに傷を作っている。それだけで、彼がどうしてこんなところにいたのかすぐにわかった。

　九蠟の側まで歩いてきた少年は、驚いたような顔で咳き込む男を見て聞いた。

「この方は、どうされたんですか？」

　九蠟に声をかけた時点で、少年の目に男は見えていなかったのだろう。

　彼はまずいところに声をかけてしまったのかと、叱られることを怖れるように九蠟を見上げた。

「なんでもないよ。帰るんならそっちの道を通って行った方がいい。ほとんど人が通らないから」

　九蠟が言うと、少年は明るく笑った。

「はい、そうします」

　その頰の傷がいたいたしい。

　大方どこかの馬鹿に殴なぐられて逃げ隠れていたのだろう。赤嬰というだけで、こういったいわれのない暴力を受けることは珍しくない。

　この少年も赤嬰だ。一番年若い魔女の子供。

　赤嬰を育てている施設は王宮に隣接していて、赤嬰なら王宮の一部の出入りの自由が許されている。

　赤嬰が自由に出入りできる場所には王宮図書館も含まれていて、九蠟も施設を出る前はこの少年と同じようによく図書館へ行っていた。その行き帰りで頭の悪い貴族や官に会うことは少なくないのだ。

「早く行ったら？」

「はい。あの、九蠟様。次はいつこちらに来ますか？　僕、本を読むよりも九蠟様のお話を聞いている方が面おも白しろいです」

　九蠟の場合は上位の魔女である蠟ろうの子供であったのでまだましだったが、この少年は下位の魔女同士の子供なのでよりひどい扱いを受けているようだ。

　九蠟はもう出ているので、施設には今彼しか赤嬰はいない。そのせいかこの少年は九蠟をとても慕したっていて、上位魔女の名を持つ九蠟を羨うらやましいと何度も言った。

　九蠟はやっと、少し柔やわらかく笑った。

「そのうち行くよ。次行く時は、あまり人に見られないで図書館へ行く道を教えてあげる」

　すると少年は顔を輝かせた。

「本当ですか？　ありがとうございます。じゃあ、僕」

「うん。気をつけて」

　九蠟が教えた道を少年は走っていく。

「……逃げないんですか？」

　少年の後ろ姿を見送って、九蠟は自分の背後の男に聞いた。振り向くと、男は片かた膝ひざを立てて座り、肩で息をして口元に笑みを浮かべたまま九蠟を睨にらみつけている。

「お前……殺す気か？」

「殺す気はなかったんですが、殺してたかもしれませんね。ちょっと思い出し怒りが爆発して頭に血がのぼってたので」

「そんな言葉はない」

　男は切り捨てるように言って、ゆっくり立ち上がった。

「ああ、くそ。眩暈めまいがする。珀はく蓮れんに殺されかけ慣れてなかったら死んでたかもしれん」

「あなた、誰ですか？」

　半地下ではわからなかったが、先ほど近くで見たらその双眸の色は明らかだった。黒髪黒眼。破魔の一族の証あかし。

「教える義理はないだろ」

「もしかして、怒ってますか？」

「首絞しめられて怒らない人間がいたら見てみたいね」

「申し訳ないんですけど暴力はちょっと」

「ひどく説得力のない台詞せりふだ」

「冷静になって話し合いましょう。あなたは先ほど、どうして葫がこの国にいるのかと聞いたんですか？」

　一度頭に上った血は引いて、九蠟は今幾分冷静だった。目の前の破魔の男の怒りを前にしても、別に恐怖は感じていない。ただ知りたいだけだ。

　どうしてこの男の口から葫の名が紡つむがれたのか。

　葫の名はこの国では禁きん忌きとなりつつある。王女に魔法をかけた魔女がもはや王都にいないことを知らない破魔の一族がいるとは思えなかった。数年前まで彼らは一族総出で葫の行方ゆくえを追っていたはずだからだ。

「まさかあの魔女が戻っているなんてことはないでしょうね」

　彼の懸け念ねんはそれだった。

　魔女が宣言をした年までまだ二年の猶ゆう予よがある。だがその宣言が護まもられる保証などあるのだろうか。ぞっとする。彼は今すぐ踵きびすを返して、彼女のもとへ走っていきたくなった。

　彼女が。

　もう目覚めないのだと思っただけで気が遠くなる。

　あの赤い双眸を、見られなくなるのだと思うだけで叫びだしたくなる。

　二百年後に一人目覚める彼女を思うと心臓が潰つぶれるようになる。

　どうして自分は魔女ではないのだろうと、幼い頃よりもずっと強く彼は思った。長じれば魔女としての力に目覚めるかもしれないと淡あわい期待を抱いていた時期もあるが、最近は焦あせりばかりが募る。

　そんな、あるかなきかの奇き跡せきを待っていては駄目なのだ。彼女を救うにはもっと確実な手段が必要だった。

　なんでもいいのだ。どんな手を使ってでも、彼女を。

　新しら祢ねを。

「鳥とり代しろ!?」

　どこかで聞いたことのある女性の声が後ろから聞こえた。目の前の男が、九蠟の背後にいるだろうその声の主ぬしを見て滲ませていた殺気を霧む散さんさせる。

　この時。

　振り向いてはいけないと、彼は思った。それは懇こん願がんに近かった。

　彼女を見て、すべてを思い出さないわけがない。

　駄目だ。振り向くな。暴あばかれてしまう。

　そう警告しても、けれど本能はどうしても彼女を求めていた。

　振り向くと、視界に入る鮮あざやかな赤。

　彼は――王おう伊いは、溢あふれてくる涙を止められなかった。

「……久く旺おう？」

　彼女の呼ぶその名前が、胸に鋭く突き刺さる。
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　その男は森の中から唐突に現れた。

「お前があたしの眷けん属ぞくを殺したの？」

　どうやらずっと森の中にいたらしい。

　彼女の故郷を破壊した壊れた魔法と似た気配を漂ただよわせていたのでそう問うと、男は怯おびえながらも違うと答えた。彼女は値踏みするように男を見たが、その気配の中に微かに眷属の色を見て疑惑を解といた。

　彼女も知っている二人の下位魔女の魔力が少しだけ男の中で交じり合っていた。子供を作っていたとは知らなかった。眷族の子供とはいえ、魔女でないなら彼女にとって意味はない。

　男が震ふるえる声で彼女の名を呼んだ。

　なるほど王都から追放されても彼女の名前は失われていなかったらしい。

　彼女は微ほほ笑えんだ。嬉うれしかったからではない。ただ、大きな穴が心臓に穿うがたれていた。

「あたしをそう呼ぶ者は、もう誰もいなくなったのね」

　そうとだけ言うと、彼女は踵を返してまた破壊を繰り返した。男への興味はもうなかった。

　王宮や都の名な残ごりをすべて破壊し尽くしても、ただあの塔だけは、どうにもできなかった。

　塔の中で眠っているのが誰かはわかっていたがそれに興味はなく、破壊できないものへの怒りは一時だけですぐにどうでもよくなった。

　彼女はただ、どこまでも堕ちていきそうなのが恐ろしかった。

　誰も、もういないのだ。

　本当に。

　その孤独は底がなく深く、暗かった。
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　鳥とり代しろは目を疑った。

　自分を殺そうとした男の向こう側にいるのはどう見ても見知った女性達だ。早さ苗なえと新しら祢ねと、そして珀はく蓮れん。三人はなぜか新祢を中央にして手を繋いでいる。

　東の王子は理解しがたいこの世界に突然現れた恋人と知人に驚いて呆ぼう然ぜんと口を開け、目の前の男に対する注意が完全に疎おろそかになっていた。だから彼は九く蠟ろうと名乗ったその男が彼女達に向かって走りだした時、しまったと思って「逃げろ！」と三人の姫君に叫びながら自分も地面を蹴けった。

「待て！」

　鳥代は男に怒ど鳴なった。

　しかし男は止まることなく彼女達の元へ走っていくと、中央の新祢に飛び掛かった。

「新祢姫！」

　女性に手を出すなど俺の目が黒いうちは断じて許さん！　とばかりに鳥代は目を吊つり上げ腰に刷はいた剣を抜いた。けれど次の瞬間、彼は息を呑んだ。

　新祢に飛び掛かった男の背後に珀蓮が飛び込んできたのだ。

　ほとんど男に斬きりかかろうとしていた鳥代は、寸すんでのところでその切っ先を止めた。

「……」

　一瞬の間を置いて、どっと一気に汗が噴き出てくる。もう少しで、珀蓮に斬りつけるところだった。

「何してんだあんたは!!」

　鳥代は怒鳴った。

「それはこっちの台詞よ!!」

　けれどさらに恐ろしい剣幕で怒鳴られて東の王子は一歩後退した。

「何をこんなところで王おう伊いと喧けん嘩かしているのよ！」

　珀蓮の吊つり上がった双眸が自分を睨にらんでいる。鳥代は恋人の言っている意味がよくわからなかった。

「は？　どうしてここに王伊が出てくるんだ。俺はそこのわけのわからん男の話を」

　と言いながら新祢達の方を見て、鳥代は再び自分の眼球の機能を疑った。

　新祢は自分に抱きついてくる男の背中に腕を回して、宥なだめるように撫なでていた。王伊が見たら男を殴り殺しかねない光景だ。けれど新祢は優しく慰なぐさめるように男の名を呼んだ。

「どうしたのじゃ、王伊」

「……え？」

　鳥代は事態がよく理解できなかった。

「ちょ、待て。それ、王伊じゃないぞ」

「何寝ぼけているの？　あれが王伊でないのなら誰なの？　それとも変態馬鹿だから人の顔も忘れてしまったの？」

　珀蓮が侮ぶ蔑べつを込めた冷たい視線を投げかけてくる。

「鳥代様も王伊様もいらっしゃってたんですね……。ではここはもしかして、王伊様の記憶の中、ということかしら？　それならあの生いけ垣がきを出てこられたのも納得がいくわ」

　早苗がのんびりとよくわからないことを言った。

「……」

　鳥代はおそるおそる新祢の背後に回り、彼女に抱きついている男の顔を下から覗き込んだ。新祢の背が低いので男はほとんど彼女に覆おおいかぶさるようになっていて、そうしないと顔が見えなかったからだ。

「……」

　鳥代は声を失った。

　自分の視神経が信用できない。

「……男の泣き顔見て面白いの？」

　新祢に抱きついてぼろぼろと泣いていた王伊は、わざわざしゃがんで自分を覗き込んでくる友人を、変態でも見るかのように見やって言った。

「……えええ？」

　なんだ。どうしてだ。どういうことだ？

　新祢に抱きついているのはどう見ても、西の第二王子にして自分の幼馴染おさななじみでもある王伊という名の排はい他た的てき新祢馬鹿だ。いつの間にか眼鏡をかけているし、着ている服も王伊が着ていたものになっている。間違いなく本人だ。

　それならさっきまで目の前にいた男はどこへ行ったというのか。鳥代は自分の首を撫でる。鈍い痛みがまだ残っていた。まるで地面の下から這い出てきた悪鬼のような目で睨まれて殺されそうになったのだ。夢ではない。夢ならひどい白はく昼ちゆう夢むだ。医者にかかった方がいいかもしれない。

　自分の視線の先で頭を抱え、「ええええ？」と完全に混乱している鳥代を見て頭が冷えたのか、王伊はゆっくりと身体を起こして新祢から離れた。眼鏡を取って涙を拭ぬぐう。

「大丈夫か？」

　新祢は心配そうに恋人を見上げた。彼は少し恥ずかしそうにして笑う。

「うん。ごめん」

　珀蓮がため息をついた。

「まったく、新祢の言った通りね。どうしてあなた達までこっちに来るの？　誰がわたくし達をここから出してくれるというの？」

「あの、王伊様、お義か母あ様は塔に残っていらっしゃるんでしょうか？」

　早苗がどこか遠えん慮りよがちに聞く。

　広ひろ兼かねは赤セイ穏オンに行っていて、塔には王伊と魔女が残っていたのだ。東と西の王子がここにいるのだと知って、彼女があの幼い魔女を気にしたのは当然だろう。

「ううん。彼女もここにいるはずだ」

　王伊がまだ少し赤い目で答えた。

　鳥代ははっとして顔を上げる。

「そうだ。なんだかよくわからんがあの紙に触れたせいで皆ここにいるんなら、葫ゆうがお殿もいるはずだ」

　そもそも彼女があの紙に触れて意識を失ったのを見て、鳥代は何が書いてあるのかと思ってその紙に触ってしまったのだ。

「というかどういうことだお前。お前もあの後あの紙片に触ったのか。本当に王伊なのか。この面つらの皮は本物か」

　と鳥代はそのままの勢いで王伊の胸倉を摑んでその頰を容赦なく引っ張った。

　皮が剝がれる様子はない。本物だ。ますます彼は困惑した。

「だがさっきお前は九もが」

　頰を引っ張られても抵抗しなかった西の王子は、その手で目の前の友人の口を乱暴にふさいだ。無骨な男の指が鳥代の頰に食い込んでいる。

「悪いんだけどそれ、しばらく黙ってて欲しいんだ鳥代」

　引っ張られた頰を赤くしながら王伊は言う。

　その殺気さえ滲ませた迫力に、鳥代はこくこくと人形のように頷いた。するとようやく、王伊が手を離す。鳥代もまた王伊の胸倉を摑んでいた手を離し、両手で自分の頰を挟んで「痛い……」と少し涙目になった。

「何をやっているの？　あなた達」

　珀蓮が軽けい蔑べつさえうかがえる視線を二人の王子に投げやる。

　王伊はいつもの笑顔に戻ると、

「じゃあ魔女を迎えに行こうか」

　と言った。

「迎えに？」

　と早苗が首を傾かしげる。

「王伊様、お義母様のところへ行けるのですか？　それともこの場所がもうお義母様の……？」

　西の王子は目を丸くした。

「……驚いた。早苗さんは、あの魔術陣がなんの魔術かわかっているの？」

「いいえ、あの、憶測だけです。触れた人間の記憶を辿たどる魔術だったのでは、ないかと……」

「なるほど、すごいなあなたは。広兼が惚ほれるのも頷ける」

　彼はうんうんと頷いた。恋人のその様子に、新祢は怪訝そうな顔になる。

「どうしたのじゃ、そなた……」

　王伊は恋人に目を移すと、少し困ったように笑った。

「思い出したんだよ、僕も」

　すると新祢の顔が強張る。彼はそんな彼女の様子に気付かないふりをして、早苗を振り返ると言った。

「魔女のところへは僕達が行くんじゃない。魔女が呼んでいるんだ僕達を」

　鳥代は頰を撫でながら眉間に皺を寄せている。

　彼にはまったく状況がわからない。

　だが一方でこの現状に一切動じている様子のない友人が、今この時点で何か変わってしまったのだと彼は理解していた。

「聞こえない？」

　西の王子が言う。

「僕達の記憶に響いてくる」

　その言葉の意味がわからず、珀蓮は眉間に皺を寄せている。

「あれは魔女の悲鳴だ」

　次の瞬間、彼らは闇に落ちた。
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　堕ちた闇は暗く深い。

　その闇も飲み込んですべてを沈めて。

　もう二度と上がって来れない暗闇へ。








　５　感情の名前







　物心ついた時から魔女だった。

　自分の種となる父のことも、自分を産んだ母のことも、彼女は覚えてはいなかった。

　たとえ王族であろうとも、魔女と呼びえる力の子供が生まれたらその子は王族ではなく魔女の一族として連れていかれる。まして普通の両親から生まれたのなら、魔女がその顔を覚えていることはほとんどなかった。

　魔女は魔女を感知する。彼女を迎えに来た魔女は、蠟ろうという名の幼おさな子ごのような魔女だった。蠟が面倒見役となり、彼女は魔女達の中で成長した。

　生まれ持った魔力と許容量で彼女は既にいた魔女達の追つい随ずいを許さなかった。間違いなく上位の魔女の誕生だ。唯一彼女に匹ひつ敵てきする力を持った幼い少女の姿をした魔女は、どこか哀あわれむように彼女を見ていた。

　彼女にとって、魔女でない人間などひどく弱い生き物だった。

　少しのことで怪け我がをして身体からだを壊し、病やまいにかかる。そうでなくてもただ生きているだけで、百年の時を待たずに死んでしまう。

　不思議だった。

　どうしてそんなにも不自由なのか。

　彼女はそのあり方がどうしても理解できなかった。

　魔女達は他の人間達に必要以上に干かん渉しようしようとはしなかった。魔女は国内で通用する身分を与えられていたが、それに発言権はなく、同時にたとえ相手が王であっても彼女達には命令に従う義務などなかった。

　そうやって、人と深い繋つながりを得ていたわけではない魔女の一族が赤の国を離れないのは故郷への愛着のようなものだ。

　魔女の中にはかつて王族であった者もいたし、外には魔女を迫はく害がいしている国もあるという。魔女に国を離れる理由はなく、彼女もまたこの土地を離れようと思ったことはなかった。

　それは、彼女にとって大切な居場所だった。

　赤い、魔女の国。

　愛すべき故郷。

　彼女の同胞である魔女達が、それを護まもるためにその力のすべてを使ったのだとしても、彼女はなぜとは思わなかった。

　長い時を生きる魔女が、土地を愛するのは当然だ。すぐに滅びる人とは違い、この大地は、国は長く続く。

　だがそれさえも、滅びの時はやってくるのだ。

　彼女はそれを忘れていた。

　この胸の内に渦うず巻まく黒いものが身体の中を侵しん食しよくしていく。それは体内をめぐり指の先まで侵おかし彼女が立っている場所を危あやうくする。

　その名がなんなのか、彼女にはわからなかった。

　ただ自分がどうしようもない暗くら闇やみの中に取り残されたのだということだけを理解していた。

　悲しいとは思わない。哀あい惜せきではない。

　そしてもはやそれは怒りでさえなかった。

　ではなんなのか。

　国は失われ王の臣下であった三つの一族が民をまとめ、新たな国を作ろうとしているという。

　でもそれは彼女が愛した故郷ではない。

　失われたのだ。すべて。

　魔女達の死に意味はなかった。彼女達の故郷はなくなった。

　彼女はその感情の名も知らぬまま力を振るう。

「お前達は誰だれ？」

　瓦が礫れきの上に立った魔女は闖ちん入にゆう者しやを見下ろした。

　その眼は狂気に沈んでいる。彼女は闖入者の中にあの外から来た異国の色彩を見て取ると、躊躇ためらいもなく持っていた鏡を翳かざした。

　西大陸から来た人間達。彼らの壊れた魔法が国を、魔女達をこんなふうにしたのだと彼女は知っていた。

　言うことなど何もない。

　彼女はただ黙だまって空から硝子ガラスの欠片かけらを闖入者の上に降らせた。

　きらきらと輝くそれは、魔女の涙のようにも見えた。
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『小細工をするから広ひろ兼かねとはあまり戦いたくない』

　と言ったのは王おう伊いだ。

　純粋に一対一の戦闘では勝てないが、戦争を模もした遊びでなら彼は王伊ともほぼ互角に戦えた。落とし穴を掘ったり頭上から石を投げたりすることを、彼は卑ひ怯きようだとは思わなかった。

　結果がすべてだ。どんな手を使ってでも、結果が得られるならそれは評価すべき手段だった。

　ガシャン！

　廊ろう下かから聞こえたその大きな音に、新しら祢ね達の部屋にいた小さな灯あかりが動く。それは夜の静けさの中に落ちた廊下を怪け訝げんそうに見渡して、隣の部屋の扉とびらが少しだけ開いていることに気付いたようだった。

　来る時には開いていなかったはずのその扉に、それは少し迷ったようだが廊下に出る。ひたひたと足音をさせて開いている扉に近づく。その扉を開けようと手を伸ばしたところで、顔面に衝しよう撃げきを受けてそれはそのまま壁に叩たたきつけられた。

　手に持っていた灯火器が落ちる。

　広兼は灯火器の中の火が廊下の絨じゆう毯たんに燃え移らないことをちらりと確認してから、自分が扉と壁の間に挟んだ侵入者に詰きつ問もんをした。

「何をしにきやがった」

　広兼は、新祢達の部屋の手前にある自分と早さ苗なえの部屋に潜ひそんでいた。

　そして部屋の扉を少し開けてから部屋の中にあった花か瓶びんを割り、侵入者の注意をひきつけたのだ。扉が開いて隙すき間まができた蝶ちよう番つがいの間から機会を計はかり、侵入者が扉のすぐ向こうに来たところで扉を蹴け飛とばした。

　今賢けん者じやの王子は右足を高々と上げて体重をかけて扉を押さえ込んでいる。壁と扉に挟まれた侵入者は「ぐうう」と蛙かえるの潰つぶれたような呻き声を上げた。

　部屋の中から窺っていた時、灯火器で照らされたその侵入者が誰なのかを知って広兼は舌打ちをしたくなった。

「いいいいいいひゃい」

　広兼が扉を踏みつける足にさらに体重をかけると、蛙が悲鳴を上げる。

「三つ数えるうちに質問に答えろ。でないとこのまま踏み殺す」

　力を抜く気はなかった。少しでも自由に動けるようにしてしまうとそのまま逃げられてしまう恐れがある。

「ほんなひょうひゃいひぇはははへはひひょ」

「人語で喋れ」

　多分に私情の入っている様子で彼は突き放すように言った。

「ははひへふははひ」

　広兼は今度こそはっきりと舌打ちをした。このままでは埒らちがあかないことは確かである。彼は先ほど鞘さやに収めた剣をもう一度抜いた。

「魔術を使うな。使ったら斬る」

　塔の中に異変が起きていることは確かなのだ。この侵入者が原因であってもそうでなくても、話は聞かなくてはならないだろう。

　彼は少しだけ足の力を緩ゆるめた。

「……ええと、もう少し緩めてくれないと出られないんですが」

　侵入者は少しだけ困ったように言った。

「このままで話せ」

　南の王子の声は冷たい。

　灯火器の淡あわい灯りを反射する侵入者の髪は金だ。扉と壁の隙間からなんとかこちらを見てくる双眸は青。早苗と同じその色合いは嫉しつ妬とに近い感情を湧き起こさせる。彼女はこの男を気にかけていたようだった。

「ルヴァイン＝イアス。今さら何をしにきやがった」

　賢者の王子が鋭く問うと、飄ひよう々ひようとした雰囲気を持つ西大陸の魔術師は、

「ちょっとご挨あい拶さつに」

　とさらりと答えた。
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「～～～なんで蹴るんだよ!!」

　草の上に転がった鳥とり代しろが腹を押さえたまま涙目で叫ぶ。

「あの状況で君まで担かつげるわけがないでしょ」

　王おう伊いはすげなく言った。視線は前方を睨み付けたままだ。彼の足元には三人の姫君が団子のようになって転がっている。彼女達はまだ状況が理解できていない。

　先ほど、『魔女の悲鳴』だと王伊が言葉を吐いた次の瞬間、彼らのいた場所に突然夜が来た。何が起きたのかと顔を上げた五人の上に降ってくるそのきらきらとしたものに対処できたのは、反射的に動いた西の王子だけだったのだ。

　彼は側にいた東の王子の腹をまるで子供の玩具おもちやのように蹴って遠くに飛ばすと、そのまま三人の姫君を一気に両腕に抱えて跳ちよう躍やくした。彼女達に体当たりしたといった方がいいかもしれない。

　少し濡ぬれた草の上に滑すべり込むようにしてその場所から強制的に引き剝はがされた彼らが見たのは空から降ってくる無数の欠片かけらだ。辺りは暗く、それがなんなのかよくわからなかった。

　月明かりを反射して光るそれが、どすどすどす、と不穏な音をたてて地面に突き刺さったのを見て初めて、あのままあの場にいたら切り傷だけではすまなかっただろうことが理解できた。

　早さ苗なえはあんなふうに空から降ってくるものをかつて見たことがあった。

「何をしに戻ってきたの」

　声に視線をめぐらせると、何やら大きな残ざん骸がいのようなものの上に誰かが立っている。月に人ひと形がたの影を作るそれは長い髪を揺らし、豊満な女性の身体を形作っている。中央に見える何かがきらりと光った。

　鏡だ。

　と思うと同時に早苗は叫んでいた。

「お義か母あ様！」

　立ち上がろうと足に力を込めたが、うまくいかない。その時初めて、自分が震えていることに早苗は気付いた。

　死んでいたかもしれない。王伊が反応しなければ皆、あのままあの欠片を全身に受けて。

「ここはどこ!?」

　珀はく蓮れんが悲鳴のような声を上げる。

　先ほどまで自分達がいた場所ではないことは明らかだった。場所だけではなく、時間も違う。先ほどは空に太陽が浮かんでいたのに、今天上を飾るのは端を少しだけ欠けさせた月だ。樹と雨の匂い。葉が擦こすれ合う音が聞こえてくる。

　明るい場所から突然暗い場所に連れてこられたので目が慣れなかった。早苗はその青い双眸を細めて空を見上げる。

　降ってくる声は、ぞっとするほど美しかった。

「あたしに殺されにきたの？」

　次の瞬間、早苗は喉のど元もとを締め付けられて吐き出す声を失った。

「早苗！」

　叫んだ声が誰のものかわからない。

　その魔法によって突然彼女の目の前に現れた魔女は、彼女の首を摑んでその腕を高く挙げた。息苦しさに混乱する。自分の足が地面を離れていることに早苗は気付かなかった。長い指が首と顎に食い込み、彼女の脳に鈍にぶい痛みを訴うつたえている。苦しい。

「……ぐ」

　汗が出る。このままでは死んでしまう。早苗は頭の奥が熱くなるような錯さつ覚かくを覚えた。自分の中の冷静な部分が起きていることを認識しようと瞼まぶたを開ける。しかし彼女は、すぐにそれを後悔した。

　眼が。

　彼女を見ていた。

　暗い眼がん窩か。早苗は突き落とされたような感覚になった。

　暗闇に。

　自分の存在さえないあの場所に。

　違う。それはもっともっと深い、闇の底。

「――!!」

　早苗にとってはひどく長く感じたその時間は一瞬だったのかもしれない。ふいと首を締め付ける存在をなくした彼女は、温かい何かに抱きとめられた。

　一気に入り込んでくる空気に咳せき込む。鈍くなっていた痛みが戻ってきて、目元に涙が浮かんだ。目の前に夜の匂いを纏まとって少し濡れた草と土がある。耳元で高い音が鳴っていて、彼女が周囲の状況を改めて認識するのには少しの時間が必要だった。

　涙で歪ゆがんだ視界の中で、剣を抜いた二人の王子が早苗にもわかるほどの殺気を滲ませて魔女と対たい峙じしている。彼女の背中をさする手は新しら祢ねのもので、珀蓮はそのすぐ側に立ち、相手を射殺せそうな勢いで魔女を睨み付けていた。

　正確には王伊が持っているのは斬ざん撃げきを目的とした剣ではなく、両刃の短剣のようなものだ。それも長さの違うものを両手に持っている。

　ずっと持っていた大剣を手放した西の王子が使いやすい得物を模索中なのは知っていたが、あれではあまりに王子様らしくない。眼鏡を外した西の王子はまるで傭よう兵へいがそうするかのように、低く身体を構えて相手の隙を窺うかがっている。

「や……」

　やめてください、という言葉はうまく声にならなかった。まだ喉の奥が塞がっているような感覚がする。

「やめ、て、ください」

　早苗はようやくそう絞しぼり出すように言った。彼女のその言葉に反応したのは珀蓮だ。

「この女はあなたを殺そうとしたのよ!?」

　整った顔を歪めて怒る北の王女は大の男でも気け圧おされるほどの迫力がある。美しさは力なのだ、と彼女を見ていると早苗は思う。けれど彼女は断固として首を振った。

「駄目、です。だって、彼女は、お義母様でしょう？」

　彼女は震える膝を叱しつ咤たした。

「早苗」

　心配そうに自分の名を呼ぶ赤い髪の姫君に支えられ立ち上がる。涙に濡れる青い双眸は、それでも何者も寄せ付けないほどに強い光を宿している。

「駄目です。私は、もう決めたんです」

　早苗ははっきりと言った。

　彼女は気付いた。自分を締め上げる女の眼を覗き込んだ瞬間に。

　あの時、廊下の奥から聞こえてきたのは魔女の悲鳴だったのだ。

　他人の記憶にまで干渉するほどの深い絶望と寂せき寥りよう。それがいったいどれほどのものなのか、その闇の一端しか覗いていない彼女が口にできるものではない。

　数月前彼女はその孤独に気付いていないふりをする魔女の弱さを糾きゆう弾だんしたが、あれはあまりに傲ごう慢まんだった。あの後見た魔女の双眸は、暗闇も恐ろしさに震えてしまうような虚きよ無むだった。

　今目の前にいる魔女と同じ。

　早苗は身体を震わせた。今まで自分達がいたのが新祢や王伊の記憶だというのなら、これはきっと魔女の記憶だ。

　二百年。故郷を失ってからずっと、彼女はこの闇を抱えて生きてきた。

「もう決めたの。私はもう彼女を傷つけない」

　魔女は、十分に傷ついている。その孤独を心臓の奥深くに押し込めて蹲うずくまる子供のように。

　これは贖しよく罪ざいだ。早苗にとって。

　あの時魔女を罵ば倒とうした。あまりに無遠慮に。子供が手加減を知らず小さな小鳥を握り潰すかのように、彼女は魔女の深淵に触れてしまった。

　あの時早苗は大切なものを奪われ、蔑ないがしろにされた怒りで頭に血が上っていたのだ。でもそんなことは言い訳にもならない。

「だからお願いです」

　その言葉の途方もなさを早苗は理解していた。相手は魔女だ。それも出会い頭がしらに全員の頭上に硝子の破片を降らせ、たった今早苗を縊くびり殺そうとした恐ろしい魔女。

　それでも彼女はその願いを口にした。睨むようにして前を見ながら。

「誰も彼女を傷つけないで」

　膿うんだその傷には触れてはいけない。それは触れた者をも傷つける。わかっている。

　けれど早苗はそれを癒いやしたかった。柔らかな温もりで包み、家族のような愛情でもって。あの光る平原で幼い夜よる花はなが誰なのかを知った時、彼女はそれができると思ったのだ。

「煩うるさい」

　魔女は斬りつけるような鋭い声で手にした鏡を翳す。煩わずらわしい羽は虫むしを見るような灰色の双眸に、けれど早苗は臆おくさなかった。

「早苗！」

　魔女の鏡から漏れ出る暗い闇が早苗を捕らえようと手を伸ばす。

　早苗は瞬まばたきすらせずそれを睨み付けた。迫る闇。それは魔女の傷そのものだ。

　その彼女の視界を、大きな影が遮さえぎる。早苗は驚かなかった。魔女の言葉を聞いて地面を蹴った彼を視界の端にとらえていたからだ。

　ただ冷たいだけだった魔女の表情が少し曇くもる。

「……破は魔ま？」

「この俺の目の前で女性を傷つけようとはいい度ど胸きようじゃないか」

　破られた魔法を前に、東の王子は不敵に笑った。
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　魔女は、なぜか最初から早苗を敵視しているようだった。

　東の王子は不愉快そうな顔をする魔女から目を離さないまま、自分が今後ろに庇かばった女性に言葉をかける。

「早さ苗なえ嬢。少し下がっていて」

「鳥とり代しろ様……」

「大丈夫。俺達は君をがっかりさせたりはしない」

　たぶん。と鳥代は心の中で付け加えた。

　彼の数歩先で魔女と対峙する西の王子は、全身から滲み出る殺気を隠そうともしていない。魔女を傷つけないというのが早苗の願いだが、彼女の今のその言葉を王おう伊いが聞いていたかどうかは定かではなかった。

「……珀はく蓮れんも、もう少し下がれ。あんたあれにくってかかったりするなよ？」

　彼は横に立つ北の王女を一いち瞥べつして言った。

　彼の恋人は魔女が早苗の首を締め上げてからずっと、夜闇に暗く沈んだ双眸で魔女を睨みつけている。獲え物ものに飛び掛かろうとする獣けもののようなその目に、鳥代は小さく嘆たん息そくを漏らす。

「あの女、昔からあんな短絡的な馬鹿だったの？」

「ええと、とりあえず一つ確認したいんだがあれはやっぱり葫ゆうがお殿なのか？」

　確かに目の前にいるのは彼の知る北の王妃だ。けれど鳥代は現状が理解できていない。

　早苗を襲おそおうとした黒い煙のようなものの前に姿を晒さらしたのは、覚かく醒せいした幼おさない魔女が同じものを出すところを目撃していたからだ。果たしてそれは、鳥代に触れると萎しおれるようにして消えた。

　やはり魔法だ。そして鏡を媒ばい介かいにした魔女など、彼は一人しか知らない。

「どうして元に戻ってるんだ。というかここはどこだ」

「記憶です。鳥代様」

　答えたのは先ほど彼が背後に庇かばった女性だった。

「きっと、あの紙片に描かれていたのは記憶を再現する魔術陣だったのだと思います。鳥代様もあの紙に触れられたんですよね？　お義母様も……」

「記憶？」

　鳥代は眉び宇うをひそめる。

　つまり今のこれは魔女の記憶だということだろうか。

　一概には信じがたい。だが思い返してみれば、確かに自分は過去の記憶にある感情を辿たどっていた。思い出すのも恥ずかしいあの体験は、その魔術のせいだというのだろうか。

　彼はさらに思考をめぐらせようとしたが、早苗を狙って飛んできた硝子の破片に驚き剣を振るった。幸いその破片は一つだけだったので、容易たやすく砕き落とす。鳥代は舌打ちをした。

　考えている場合ではない。打開すべきは今目の前の事態だ。

　全身に黒を纏った魔女は鏡を持っていた手を下ろしていて、どこかつまらなそうに彼らを見ていた。

「……どうする」

　なぜか早苗が狙われている。下がれとは言ったが、彼女達から離れることが得策とも思えなかった。

　相手は魔女なのだ。魔法にこれくらいの距離はさして関係がないだろう。目が届かないところまで逃げさせた方がいいだろうか、とも思ったが、先ほど魔女が早苗の目の前に突然現れたことを考えると、意味はないだろう。

「鳥代が僕の盾たてになってくれれば僕が倒すよ」

　前方に立つ王伊が言う。

「盾って……」

　西の王子に襟首を摑まれ振り回される様を想像して彼はげっそりとした。

「相手は魔女だぞ」

　いくら王伊でも、魔女を倒せるとは思えない。

「大丈夫。僕は魔女との戦い方を知ってる」

　決然とした彼のその言葉に、鳥代は怪け訝げんそうな顔をする。

「王伊」

　声を上げたのは鳥代の後ろにいた赤い髪の姫君だ。視線だけで振り返ると、彼女はどこか戸惑ったような様子で両手に短剣を構えた恋人の背中を見ていた。

「そなた……どこまで思い出しておるのじゃ」

　王伊が二百年前の記憶を断片的にしか持っていないのは知っていた。彼は二百年前の出来事を夢の中で思い出す。そしてこれまで彼が思い出したのはほとんどが赤い髪の姫君との思い出で、それ以外の、たとえば彼女が暮らしていた屋敷や塔の外でのことは、覚えていないようだった。

　しかし王伊が新しら祢ねのその問いに答える前に、魔女のひどく耳に心ここ地ちいい声がその場にいた者達の耳じ朶だを打った。

「お喋しやべりはもういいかしら？」

　月明かりに慣れてきた視界の中で、魔女の白い手がゆっくりと上げられる。彼女のその灰色の双眸は夜闇よりも深く、唇くちびるが蠱こ惑わく的てきに動いて言葉を紡ぐ。

「悪いけど、目め障ざわりなの」

　悪お寒かんが走った。

　破魔の王子である鳥代が防げるのは魔法だけだ。魔法を使った物理的な攻撃は防げない。

「伏せろ！」

　彼が叫ぶと同時に、地面に突き刺さっていた硝子の破片が砕けた。細かい粒となったそれが鳥代に襲い掛かる。どうやら魔女は破魔の力を持つ男を先に片付けることにしたらしい。

「鳥代！」

　視界の端に自分を見て叫ぶ王女の姿が見える。鳥代は舌打ちをした。避ければ珀蓮に当たる。

「馬鹿！　伏せてろ！」

　彼は咄とつ嗟さに身を翻ひるがえすと、珀蓮を抱き締めるようにして飛んだ。

「っ」

　腕の中に恋人を抱いたまま地面に倒れ込んだ東の王子は、背中を襲う焼けるような痛みに呻うめいた。
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「なんだこれは」

　灯りを点した室内の状況を見た広ひろ兼かねは、彼には珍しくあからさまに顔色を変えた。

　両の手首を背中で縛り上げた男を戸口に残し、床に横たわる六人に駆け寄る。最悪の状況が頭に浮かんだが、一番に抱き上げた恋人がうっすらを目を開けて呼吸しているのを確かめると、彼は重なるようにして周囲に横たわる友人達を見渡した。その中には幼い姿の魔女もいる。

　どうやら全員同じ状態のようだった。生きてはいる。だが明らかに普通の状態ではない。

　彼は早さ苗なえをそっと床に横たえると、鳥とり代しろをまたいで部屋を横切り、逃げようとしない男の襟首を摑んでそのままの勢いで壁に叩きつけた。

「何をした」

　怒りを込めて低く問う。

　けれど壁に頭をぶつけたルヴァインは、痛そうに少し顔をしかめただけだった。

「僕は何もしていませんよ」

「その言葉を信用できると思うのか」

　この男が早苗にやったことは忘れようにも忘れられないだろう。彼女に魔術をかけて別人の記憶を埋め込んだ。あの時広兼は、本気でこの男を殺してしまおうかと思ったのだ。

　けれど広兼の怒りを前にして、その青い双眸は少しも揺るがなかった。

「殿下の眼まなこは曇っていらっしゃる。あそこに落ちていた魔術陣には気付かなかった？」

「ああ？」

　穏やかな容貌のルヴァインを南の国の第六王子が締め上げる様は、残念ながらどう見ても締め上げている方が悪役に見える。

　ルヴァインは微ほほ笑えんだ。

「僕ではありませんよ。あれはとても古い魔術だ……。ただそう、とても基本的な魔術でもあるので、僕なら解約ができる」

　西大陸の魔術師の言葉を聞きながら、広兼は思考を回転させた。
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　状況を整理する。魔術師の言葉の信頼性とその利益と損失を考える。

「あれがお前の仕し業わざじゃないというなら、そもそもお前はここに何をしにきた」

『ちょっとご挨拶に』と先ほど彼は答えたが、そんなはずはないだろう。少なくとも広兼が彼に殺意を覚えていることを、目の前の男が知らないとは思えない。

　ルヴァインは少し目を彷徨さまよわせたが、やがてまっすぐに広兼を見返すと、「情報を」と答えた。

「他の経路からの接触を試こころみたけど芳かんばしくなかった。僕が今持っている手札の中ではあなた方が一番有力なんです」

　なんのことだ、とは広兼は聞かなかった。この男が求めていることは、あの屋敷でもう聞いたのだ。

「……魔女か」

「そう」

　ルヴァインは言下に答えた。

　この魔術師は、あの時魔法を見ている。屋敷から飛び降りた早苗と夜よる花はなを救ったのは、夜花が使った魔法だった。

　その青い双眸に噓を探すように広兼は男を見る。同じ青でも早苗とは少し違った。早苗のは空にどこまでも広がる青だが、この男のそれは少しの淀よどみを宿している。

　苦悩し海を越えてきた魔術師は、ただ何も言わずに賢者の王子を見返していた。

「……」

　広兼は息を吐くと首を振った。

「……どういう魔術だ」

　信用したわけではない。だが疑惑を向けるだけでは進まないのだ。

　先ほど膝に抱き上げた早苗は声を上げることもしなかった。うっすらと開けられた瞼まぶたの向こうの空色の双眸は、何も映してはいない。生きていることを確認した安堵の後に、その異常に対する戦慄が身体を襲った。

　このまま失うわけにはいかない。

「触れた者を過去に閉じ込める魔術です」

　彼は静かに答えた。

「お前がその魔術をかけたのではないとどうやって証明できる」

「だから、曇っていると言ったんですよ。賢者の王子殿下。大切なものだけを見ていては何もわからない」

　広兼はあからさまに顔をしかめた。舌打ちをすると、男の襟を乱暴に摑んで引きずるように倒れている六人の下へ戻る。

　彼は改めて、先ほどよりは幾分平静な気持ちで倒れている恋人と友人達、それに魔女を見下ろした。そしてすぐに眉宇をひそめる。

　広兼が最初に気付いたのは、倒れている六人の向こうにある卓の上に置かれた一冊の本だ。彼は擦すり切れた装丁のそれを知っていた。『赤セイ穏オン史し』だ。

　それがこの場所にあるのは別に不思議なことではない。ここは新しら祢ねの部屋で、彼は少し前に『赤穏史』を新祢に渡していたからだ。ただ彼が新祢にそれを渡した時、少なくともその背表紙はあんなふうにぱっくりと開いてはいなかった。

　いったいどうしてあんなことになったのか。彼はルヴァインの襟を離さないまま六人を迂う回かいして『赤穏史』を手に取ろうとした。しかしそこに魔術師が水を差す。

「それじゃない」

「うるせぇ」

「ほら、西の王子殿下の側に落ちているあの紙片です。ああ、手には取らないように。記述されている条件が不完全なせいで今はあの魔術陣に触れた人間に、無差別に魔術がかかるようになってるようだから」

　彼の言葉に促うながされ、広兼は手前に横たわっている王おう伊いを見た。西の王子は赤い髪の恋人に覆いかぶさるようにして倒れている。ルヴァインが言った紙片がどれのことかはすぐにわかった。

　ひどくくすんだ色のそれは、王伊の手元に落ちていた。開かれた紙はその上に円や線、解読不可能な文字を含んだ図形を描いている。広兼は眉間の皺を深くした。

「あれか」

「そうです」

　広兼は身をかがめてその紙片を注視した。そのせいで襟を引っ張られたルヴァインは転びそうになり、「ちょ、危ないなぁ」と声を漏らす。

　触れなくても、それがひどく古いものであることは見てわかった。厚みのある紙だ。触れれば材質もわかるかもしれないが、魔術師の忠告を無視する気にはならなかった。

　広兼はかがんだ格好のままルヴァインを睨み付ける。

「この魔術を解けるのか」

「もちろん」

　ルヴァインは自信を感じさせる微笑で即答した。

「おかしなことをしたら斬る」

「ご安心を。これは取引です。そうでしょう？」

　西大陸の魔術師は言う。

「あなたは知っているはずだ。僕が欲しいものを」

　魔女。

　あの時魔法を使った魔女を差し出せと、ルヴァインは言っているのだ。

　目の前にいる。と広兼は吐き捨てたくなったが、その代わりに取引の了承を告げた。
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　恋人を抱きしめたまま背中に無数の硝子を受けて地面に倒れ込んだ東の王子を、魔女は確認することができなかった。彼女が魔法を行使してすぐ両手に短剣を持った男が斬り込んできたからだ。

　予想だにしなかったその動きに、葫ゆうがおは咄嗟に反応できなかった。右手に鋭い灼しやく熱ねつが走り、顔をしかめながらも空気を吸うように魔法を使う。魔女は再び壊した建物の残骸の上に立った。

　右腕を一瞥すると、衣が裂けそこから血が滲み出している。

　魔女は舌打ちをした。

　彼女に治ち癒ゆの魔法は使えないが、魔女は普通の人間よりも治りが早い。それでもたかが人間にこの身を傷つけられたことは、彼女にとってひどく屈くつ辱じよく的てきだった。

　地面の上に立つ男を睨み付ける。

　魔女は苛立っていた。

『誰も彼女を傷つけないで』

　あの金髪碧眼の娘の言葉。あれを聞いてから、自分の中の何かが煩うるさい。

　なんだというのだろうこの人間達は。自分を恐れるわけでもなく、まっすぐに対峙してくる。

「逃げるの？」

　彼女の右腕に傷をつけた男が問う。その声は不思議と少し離れた魔女の耳に難なく届いた。そのあからさまな挑発に、しかし魔女はただ男を見下ろす。

　いい動きだった。かつて王都で軍部を仕切っていた一族の体さばきを思い出させる。

「ここに何をしにきたの？」

　魔女は瓦が礫れきの上に立ったまま問うた。その声は凍こごえるように冷たい。

「ここにはもう何もないわ。知っているでしょう？　都みやこはもうないの。すべてがなくなってしまったのよ」

「知っている」

　男が答えた。その眼は魔女に臆おくするところなく静かな怒りを湛たたえているように見えた。

「知っている。僕はすべて」

　魔女は目を細めた。男の声は低く、風がそれを魔女に届ける。恐らく男の背後にいる者達にその声は聞こえていないだろう。

「僕はお前を、殺したいとずっと思っていた」

　重いその言葉を、魔女は冷めた目で受け取る。

　そうだ。

　ずっと、そうだった。

　畏い怖ふ、忌き避ひ、怒りや、憐れん憫びん。彼女に与えられる感情はいつもそのどれかだった。唯一彼女と並び立つ高位魔女だった女は、「あなたは何もわかっていない」と言って首を振った。

　何をわかっていないというのか。

『そなたは魔女という存在を理解しておらぬ』

　これはどこで聞いた言葉だっただろう。

　魔女という存在。

　それは絶対的な強者。享きよう楽らく的てきな異端者。魔女に比べればなんの力もない人間など取るに足りない存在だ。目の前の男も。

　葫は既に血の止まった右腕を上げた。白い五指が鏡を握る。それは彼女にとって力の象しよう徴ちようだった。

「言いたいことはそれだけ？」

　心臓の奥で煩く叫ぶものを抑え付ける。

　国がなくなったことがなんだというのか。

　思えば彼女はずっと一人だった。変わらない。ずっと。

　いずれ自分はこの胸に渦巻くものも忘れるだろう。

　それが魔女の性さがだからだ。

　でも。

　それまで疑問を差し挟まなかった思考。

　でも。

「死んで」

　それは不可避の魔法だった。

　かつてこの国の王女にかけたとっておきの魔法。鏡に映るものを鏡の中に閉じ込める。王女の時のように一部ではなく、今度はそのすべてを。

　宿るものを突然失った肉体は容易たやすくその機能を失う。魔女でなければ、やってくるのは死だけだ。

　魔女の魔法に呪文はいらない。ただ、成すだけ。

　それだけだ。それだけなのに。

　頭の中で警けい鐘しようが鳴る。

　なんだというのか。この五人に対峙してから、自分はおかしい。

　臆するものなど何もなかった。

　ずっと、一人。

　最強の魔女として他者を睥ひ睨げいし、誰の手も取らないで。

　怖いものなどなかったのだ。

　手が震える。叫びだしたくなった。自分の中の何かが突き破って出てくる。それはこの感情の名前を知っている。

　でも。

　でも、覚えている。

　抱きしめてくれる温もり。

　まるで力を持たないただの赤ん坊のように愛された、記憶。

『――』

　それは新しい名前だ。その名で呼ばれている時、誰も自分を恐れたりなんかしなかった。

　忘れていた傷の上を覆う温かい手と優しい声。自分を嫌っていたはずのあの女でさえ、護るようにしてこの肩を抱いた。

『――はな』

　愛されていた。

　生まれて初めて、なんの見返りもなくただ注ぎ込まれるように。

『よるはな』

　幸福だったのだ。自分は、あの時。

　それを失うのが。

　大切なものを失ってしまったのが――




　寂しい。




「――うるさい!!」

　魔法を成す前に、魔女は小さな子供のように耳を塞ふさいで叫んだ。
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　その隙を、魔女と対峙していた男は逃さなかった。

　彼は突然身を翻して三人の女と倒れた破魔の王子のもとに走り寄り、右手の短剣を鞘に戻してむんずと鳥とり代しろの襟を摑んで引っ張り上げる。

「ちょっと！」

「いてててててててて」

　抗議の声を上げる北の王女を無視してよく見えないはずの目で鳥代の怪我の具合を確かめると、王おう伊いは「うん大丈夫」と無責任な太たい鼓こ判ばんを押した。

　そしておもむろに友人を担ぎ上げて、再び魔女に向かって走りだす。

「ちょちょちょちょちょ」

　たまらないのは担かつぎ上げられた鳥代である。

「痛い痛い痛い痛い!!」

「ちょっと背中に無数の穴が空あいただけでしょ。我慢しなよ」

「我慢できるか！」

　確かに彼の背中は血まみれだったが、致命傷ではない。破片が細かすぎたのが幸いしたのだ。

　魔女は人を殺せない。

　この制約は、魔女を縛る枷かせであり、けれど強制されるものではない。

　魔女は、その本質として、人を殺すことができないのだ。

　長い時を生きる存在であるからこそ、魔女は命の尊とうとさというものを知っている。脆もろくも儚はかなく消えうる命を、その灯を、できれば消してしまいたくないと思っている。

　だから魔女は人を殺せない。

　それは強制ではないのだ。だからあの魔女が、その長い生の中で一度も人間の命を奪ったことがないという事実は、彼女の本質を垣かい間ま見せている。

　魔女が本来どういうものか、その心臓の奥で彼女は知っているはずだった。

　生まれながらにして持っていた強い力のせいで他人から忌避され続けて変質した彼女の外殻はしかし、人の死を、国の喪失を、眷属との別離を嘆なげく本質を失わせてはいない。ただ自分の弱みともなりかねないそれらの感情を奥底に沈めているだけなのだ。

　わかっていた。わかってはいたが、彼は魔女を恨まずにはおれなかった。

　愛すべき少女。

　人には創りえない深く赤い色の双眸。優しく笑う時の声と、甘い香り。白い肌の柔らかさ。

　二百年後に目覚めるだろう彼女を一人にさせたくはなかった。

　たとえその時彼女を迎えに行くのが自分ではなくても、ただ彼女を一人にはしたくなかったのだ。

「え、ちょ」

　魔女の前まで来ると王伊は担いだ荷物を振りかぶった。荷物は慌てた声を上げる。

「ま」

　彼は鳥代の制止を聞かなかった。外見からは考えられないような腕力で男を持ち上げるとまるで毬まりをそうするかのようにぽーんと投げる。

「ええええええええええ」

　何かに怯えたように耳を塞いでいた魔女は、自分に向かってくるその物体を見て目を瞠みはった。だが彼女が魔法を行使する前に、破魔の力を持つ王子はその血まみれの背中から魔女にぶつかってきた。

　友人を投げつけてそのままの勢いで魔女の立つ瓦礫の山を駆け上がった王伊は、背中の激痛に呻く破魔の王子越しに、魔女に短剣を突きつける。

　魔女はその灰色の双眸を、ただ信じられないものを見るようにして見返していた。

「……彼女の人生はお前に狂わされた」

　王伊は、自分の声がまるで獣の唸り声のようだと思った。

「彼女がお前を赦ゆるしても、僕がお前を赦す日は来ない」

　たとえこの魔女がかけた魔法があったからこそ得られた日々があったのだとしても。それでもやはり、彼が完全にこの魔女を赦すことはないだろう。

　それほど大切なものだったはずだ。彼女が、あの屋敷を囲っていた生垣の向こうに求めたものは。

　たとえあの魔法がなければ自分と彼女が出会っていなかったのだとしても。赤せい嬰えいとして生まれた彼がその一生を満たされないまま終わっていたとしても。

　彼女が本来得ていたはずの幸せを奪ったのだということは、どうあっても赦せないことだった。

　それなのに。

『妾わらわはあの女に感謝さえしておるよ。あれがいなければ、妾はそなたにも、今この場にいる誰にも会えなかった』

　彼女はそう言った。

　だから。

「ただ僕はもうお前を恨まない。だから過去に戻るな。《赤い森》の魔女。お前が覚えているこの時代で彼女は笑わない。僕はそんな時代で息をすることはごめんだ」

　雨が降る前の空のような双眸が揺れる。

　魔女はその赤い唇を震わせると、顔を歪めて笑った。

　気まぐれで、矜きよう持じが高く、他者と馴れ合わない。それが魔女だ。

　魔女という存在の本質を一番理解していたのは新しら祢ねだが、この葫ゆうがおという魔女の屈くつ託たくを一番理解できたのは恐らく自分だった、と王伊は思う。

　魔女は安寧を羨せん望ぼうし、変化を愛している。

　彼らはその矛盾を抱えて苦悩する。だがそれさえ受け入れてしまえば、彼らが悩むことなどどこにもないのだ。

「愚おろかしいわね。西の王子」

　瞬まばたきの間に、幼い少女の姿になった魔女は言う。その灰色の双眸が白い瞼と黒く艶あでやかな睫まつげの向こうに隠れて見えなくなると、彼女はもう一度言った。

「……愚かしいわ」

　その口元が作った笑みはそれだけでひどく蠱惑的で、夜はその存在を慕うかのように彼女を美しく見せていた。







　６　やがて静寂の中に落ちた







　魔術陣は精霊との契約書だ。

　一度描き上げたその効力を無にする方法は契約書の性質にもよっていて、正式な契約書であれば解約をしなくてはその魔術を解とくことはできない。

　平へ祈き男だん爵しやくの屋敷で身体からだの自由を奪われていた里り野のの魔術が、その魔術陣を乱しただけで解けたのは簡略化された魔術陣だったからだ。だが早さ苗なえ達の意識を奪った魔術は違った。

「幸運ですよ。魔術師がいなくてはこの魔術は解けなかったでしょう」

　ルヴァインがそう言って手を伸ばして紙片に触れるのを、広ひろ兼かねは憮ぶ然ぜんとして見ていた。

　西大陸の魔術師は黒い皮の手袋をはめている。魔術陣が発動しないための魔術陣が内側に刻きざまれているというそれは、解約用の手袋らしい。

　彼は摘つまみ上げた紙片を物もの珍めずらしげにじろじろと見た。その目は好奇心に輝いていて、明らかに歴史学者としての血が疼うずいているようだった。

『しかしこれは本当に古いですね。たぶん皮紙だ。劣れつ化か具合から見て百年は経たっているようだけれど、この紙自体にも魔術がかかっている可能性があるし……』

　何やらぶつぶつと言い始めたルヴァインの背を、広兼は容よう赦しやなく蹴けった。

「早く始めろ。あと西の言葉を使うな」

　当然だが西大陸と東大陸では言語が異なる。

　西大陸は、東大陸からの移民者の大陸だと言われている。帝国リグリアを中心に言語が統一されている西大陸と違い、東大陸は地方によって使用する文字も音声言語も異なる。だが、東大陸での公用語とされている言語があって、この三国ではその公用語が母国語として教育されている。

　魔術師でありながら歴史学者でもあるルヴァインがこの大陸の公用語を習得しているのはおかしなことではない。同時に広兼も、賢者の王子として西大陸の言語の教育を受けていたが、知識として持っていない隠語や造語を使われると面倒だと思ったのだ。

　数百年前の西化政策の際に、西大陸の言葉も多くこちらに流れてきた。その流る布ふに先さき駆がけたのは楼ろう楼ろうと呼ばれる戯ぎ曲きよく家かで、彼はその戯曲の中に多く西大陸の言葉を取り入れた。

「足あし癖くせが悪いですね」

　かがんでいただけだったルヴァインは、広兼に蹴られて膝ひざをついた。床で膝ひざ頭がしらを強く打った魔術師はどこか不愉快そうな様子で南の王子を振り向く。彼は乱暴なこの王子のせいで、既に数箇所に鈍どん痛つうを覚えている。

「早く始めろ」

　広兼はもう一度言った。

　意識を失っている六人は、広兼の手によってそれぞれ無理のない体勢で寝かされていた。

　彼らの中央の床に魔術陣が描かかれた紙片を置いたルヴァインは、片膝だけ立てて図形の上に指を置く。

　広兼は目を細めてそれを見下ろしていて、手は油断なく腰に佩はいた剣にかかっている。

「……蹴らないでくださいよ。解約に使い慣れない言葉を使うと集中できない」

「呪文があるのか？」

　広兼は怪け訝げんそうに言った。以前ルヴァインが魔術を使ったのを見た時、彼は呪文らしきものを唱となえていなかった。

「呪文というか、集中力を高めるために唱えるんですよ。解約は、ただ契約を結ぶより慎重を期す必要がありますからね」

　広兼は片方の眉まゆを上げてから「わかった」と答えた。

「急いでくれ」

『……解約を乞こう』

　紙片に向き直ると、ルヴァインは静かな声で言った。

　瞼まぶたが半分落ちて青い双そう眸ぼうが風の凪ないだ海のような色を湛たたえる。黒い手袋に覆おおわれた指が、女の肌はだを撫なでるようにゆっくりと図形をなぞった。

『契約に縛られた精霊に告げる。私はこの契約の解約を正式な手続きと意思に基もとづいて望む。偉大なる始帝より受け継がれた契約書は正式な問答によって無効にされる。憤いきどおるな鎮しずまれ。私はこの契約の解約を正式な手続きと意思に基づいて望む』

　異国の言葉で紡つむがれるその声は、歌っているようにも聞こえた。

　魔法が西大陸にとってそうであるように、魔術は東大陸の人間にとって未知の技術だ。精霊の言語だと言われる幾き何か学がく的てきな文様も広兼にはただの図形にしか見えない。

　しかしだからこそそれはこの大陸において、ただの織物の図柄として存在し得たのだ。

　赤セイ穏オンでほとんど収穫を得られなかった広兼は、ただ一つ、九く蠟ろうの遺品から一冊の本を持ち帰っていた。

　ひどく傷いたんでいて題字が擦すり切れ解読不能なそれは、西大陸の言語で書かれていた。広兼はその本を、どう判断していいか測りかねている。

　それはいわば、『魔術書』と呼ぶべきものだった。つまり魔術の手引書である。

　九蠟の手にそれがあったということは、やはり赤穏織の図柄は魔術陣を元にして作られたのだと考えた方が自然だろう。ただ問題なのはその『魔術書』の入手経路だ。

　あの老人がたまたまそれを手に入れ、赤穏織の図柄の参考にしていただけならそれでいい。それは魔術陣と赤穏織の関係性という可能性の高い疑惑であったものを、確信に変えたにすぎない。だが単純にそう考えることに、広兼の中の何かが警けい鐘しようを鳴らしていた。

　現在西大陸からの輸入品は沿岸の線コートによって制限されている。本の傷み具合からも、問題の『魔術書』はまだ西化政策が生きていた百五十年以上前にこの大陸に入ってきたと考えた方がいいだろう。

　そして二百年前、栄えた王国の消失と共に衰退した文字を使って書かれた『赤穏史』。

　その二つの書物が、九蠟という名の男に結びついている。

　これは偶然なのか。

　こうなっては赤穏の老人が死んだことが心から悔くやまれるが、まだ道が失われたわけではない。

『解約を乞う。これは正当な要よう請せいである』

　西大陸から来た魔術師。広兼は今や、生前の赤穏の村むら長おさに会いにきた歴史学者というのはこの男のことなのだとほとんど確信していた。

　彼が先ほど口にした『別の経路』とは恐らく赤穏の村長のことだろう。平祈男爵に扮ふんしていたこの男は赤穏織の図柄の本を持っていたのだ。東の国にある男爵の屋敷から姿を消した後、赤穏に向かったのだとしてもおかしくはない。

　その際の疑問点は一つだ。

　なぜ、魔女を捜す魔術師が東大陸に残った魔術陣の痕こん跡せきを追うのか。

「……」

　おのずと答えは出る。

　魔術師はもともと二百年前の事件を調べに来たのだ。二百年前、新しら祢ねは眠り、王都は西大陸から来た人間達の魔術によって森となった。魔女が言っていたではないか。『時間をどうにかする魔法』。そして魔術師の悲願は不老の力だ。

　西化政策が打ち切られた今、東大陸にある魔術はすべて百五十年以上前の遺産だといえる。この土地に限っていえば二百年前の。

　広兼は舌打ちを我慢した。

　どうしてもっと早く思い至らなかったのか。

　すべてが二百年前に繋つながっている。

　魔術師が狙っているのはかつて王の都を失わせた魔術だ。そして今それはすぐ側に横たわる魔女の身体の中にある。

　男はそれを知らないで魔女を求めている。

　目的の魔術を手に入れられなくても、魔女が手に入るのなら結果として申し分ないからだ。

　魔女を。

　渡すわけにはいかなかった。早苗のためでもあるし、賢者の王子として自分の駒こまを奪われたくもない。

　魔力を感じ取れるはずのこの男がこの場の魔女の存在に気付かないのは、葫ゆうがおの中にある魔術陣のせいかもしれない。

　強大な魔女の魔力は今魔術陣によってその露出を阻そ害がいされている。微力な魔力であればわからないと言ったのはルヴァイン自身だ。

　広兼は思考を回転させる。

　早苗達の魔術を解かせた後どうするか。そんな魔女は知らないでは恐らく通らない。少なくともそれなりの情報を与えなくては引き下がらないだろう。どこまで情報を明かすか。

　その微妙な境界を見み極きわめようと広兼が目を細めた時、断続的に唱えられていた魔術師の言葉が不自然なところで途切れた。

「どうした」

　異変に気付いた賢者の王子は剣の柄を握ってから目の前の魔術師の様子を窺う。男は紙片に指を置いたまま、半眼だった双眸を開いて怪訝そうな顔をしていた。

「……内側から、魔術が破られようとしています」

「は？」

　広兼は聞き返した。

「これは外から下へ手たに手を出さない方がいい」

「……どういうことだ」

　突然魔術を解くことをやめてしまった魔術師を、賢者の王子は物騒な眼差しで睨み付けた。





[image: ]






「契約を破は棄きする」

　短剣を鞘さやに収めた西の王子の言葉に、珀はく蓮れんは怪訝そうな顔をした。

「どういう意味？」

　戦う意思をなくした魔女を残して瓦が礫れきから下りてきた王おう伊いは、まっすぐに自分の恋人のもとへ行くとその頰を撫でて笑った。

「怪我はない？」

　その声は綿のように柔らかく優しい。

「ない」

　と答えると、「よかった」と男は蕩とろけるような笑顔で言った。

　早さ苗なえは魔女が子供の姿に戻った時点で「お義か母あ様！」と叫んで駆けだしたが、今はその手前で半なかば倒れている鳥とり代しろに「だ、大丈夫ですか？」と声をかけている。

　怪我をした恋人が物のように扱われても動じない北の王女は腕を組んで不ふ機き嫌げんそうに言った。

「どういう意味？　とわたくしは聞いたのだけど」

「そのままの意味。僕達をここに留めている魔術陣が記しるしている契約を破棄する」

　王伊は新しら祢ねから手を離すと、少し周りを見渡した。気付いた新祢が手に持っていた眼鏡めがねをかけてやる。

「……ひびが入ってる」

「投げ捨てるからじゃ。硝子ガラスの破片に当たって割れたのであろう」

　早苗が魔女に首を締め上げられた時、王伊は魔女に蹴りをしかけた。魔法で場から消えてそれを避けた魔女に、彼は眼鏡を懐ふところに収める時間も惜おしかったのか外したそれを地面に投げて剣を取ったのだ。

「破棄する？　そんなことが可能なの？」

　珀蓮は怪訝そうに聞く。

「可能不可能で言えば可能。条件が揃えばね。普通破棄なんて上位の存在じゃないと無理だけど、ここには強力な魔女がいるから」

　すらすらと答える王伊に、新祢は少しだけ眉び宇うを寄せた。

「そなた、やはりすべて思い出したのか」

　振り向いた王伊は困ったように笑って首を傾げる。

「久く旺おうは……君が眠る前後から魔術を習ってた。王宮に来ていた魔術師からね」

　新祢はなんと答えたらいいかわからなかった。彼はいつだって自分の前では笑っていた。けれど嘆なげいていなかったはずがないのだ。恋人を救えない自分自身の無力を。

　次の瞬間、王伊は振り向くと自分の顔面をめがけて飛んできた拳こぶしをその手のひらで難なく受けた。

「危ないなぁ。僕じゃなかったら当たってるよ」

　西の王子は悪びれずに言う。

「お前今回という今回は一発殴なぐらせろ」

　渾こん身しんの拳をあっさりと止められた東の王子は、額ひたいに青筋さえ浮かべて言った。見れば彼の後ろに心配そうな早苗がいて、そのさらに数歩後ろには葫ゆうがおもいる。早苗に促されて瓦礫から下りてきたのだ。

「別に死にはしないってば」

「出血多量でも人は死ぬんだ馬鹿！」

　言われてみれば少し顔色が悪い気がする。

　鳥代は今回王伊に腹を蹴られたあげく背中に怪我を負っているというのに担ぎ上げられ、荷物のように魔女に向かって投げられたのだ。怒るのも当然だろう。

「いいから黙って一発殴らせろ」

「えー。嫌だよ。痛いし」

「俺は今まさに現在進行形で痛いよ！」

「でも鳥代いつも珀蓮に殺されかけてるでしょ」

「痛覚が麻ま痺ひしてるとでも思ったかこの馬鹿」

「思った。そうでもないんだ。残念」

「お前五発くらい殴らせろ!!」

「嫌だってば。ええと葫は治癒的な魔法は使えないの？」

　胸倉を摑み上げてぎりぎりと締めつけてくる鳥代の拳を押し返しながら、王伊はその後ろを覗き込んで魔女に問うた。どこか憮然とした魔女は片方の眉を上げて王伊を睨みつけた。

「……あんた馬鹿じゃないの？　そんな魔法使うんだったらさっきの傷なんかすぐに治してたわよ」

「おっしゃる通り」と言って王伊は笑った。そして鳥代に視線を戻して宥なだめるように言う。

「まぁ、僕達の今のこれって本当の肉体じゃないし、元に戻ったら治ってると思うよ？」

「そういう問題じゃない!!」

「ちょっと黙ってなさい変態王子!!」

「いたたたたたた耳いたたたたた」

　恋人に耳を引っ張られた東の王子は王伊の胸倉を摑んでいた手を離す。

　鳥代の耳を摘んで離さないまま、珀蓮は整った眉を吊り上げて王伊をまっすぐに見た。

「とにかく。なんだかよくわからないけど、あなたはわたくし達を元の場所に戻せるのね」

「うん」

「ならさっさとなさい」

「痛い痛い痛い痛い」

「珀蓮、鳥代様は怪我人なのよ。少し手加減をして差し上げて」

　見かねた早苗が仲裁に入る。

「これくらいの怪我でどうにかなるような軟なん弱じやくな男に育てた覚えはなくってよ」

「育てられた覚えがないいたたたた」

　ぎゃーぎゃーと騒ぐ彼らから視線を外し、王伊は隣に立つ新祢を見た。

「……新祢」

「わかっておる」

　彼女は今自分達が立っている場所を見渡していた。

　月明かりに慣れた視界には鬱うつ蒼そうと茂る木々とそこここに転がる大きな塊かたまりのようなものが見える。彼女達の周りは草に覆われているが、少し歩けばそこには石いし畳だたみの残骸があるだろう。

「ここは、王都じゃな」

　先ほど葫が立っていた瓦礫は建物の成れの果てだ。

　かつて栄えた王の都は、森の中に沈んでひっそりと息をひそめている。香るのは賑にぎやかな都の匂いではなく雨の後の濡れた木々の匂い。踏みしめるのは舗ほ装そうされた石畳ではなくむき出しの地面。

　活気のあった都がどういうものだったのか、彼女は知らない。

　けれど確かにここが彼女にとっての故郷だった。ただ一つの自分の国だった。

「……」

　失われた国の王女は郷きよう愁しゆうを振り切るように瞼を閉じる。

「終わったことじゃ。すべて」

　過去を知るのは前に進むためだ。失った悲しみに拘こう泥でいするためではない。

　王伊は少し複雑そうに笑うと、そっと彼女を引き寄せてその瞼に口付けを落とした。

「新祢。君に黙っていたことがある」

　新祢は王伊を見上げる。彼女の恋人は色素の薄いその双眸に傷ついたような光を宿していた。思わず彼女は手を伸ばし、その滑すべらかな指で彼の頰に触れた。

「新祢、久旺は本当の名前じゃない。国王に本当の名前は伏せるようにと言われていたんだ。君は魔女を嫌っていると思っていたから。久旺は本当は赤せい嬰えいだった……ごめんね」

　彼は頰に触れる新祢の指を握り締めて言った。彼があまりに真面目な顔をしているので新祢は噴き出した。

「なんじゃそんなこと」

　王伊は軽く目を見開く。

「王族としての籍を抜くほど強いものではないとはいえ妾わらわも魔女ぞ。そなたが魔力を持っていることには気付いておった。魔力自体は強力でも許容量がなかったのじゃろう？　……久旺の周りは変換された魔力が入りきれず滲み出ておったぞ。そういう事例は少ない。大方強い魔女の子供なのだろうと思っておった。二親とも魔女だったとは、思わなかったがな」

　そう言うと、新祢は背伸びをして王伊の頰に口付けをした。そしてどこか恥ずかしそうにはにかんだ笑顔を零す。

「一人の魔女に魔法をかけられたからといって魔女そのものを恨むほど妾は狭きよう量りようではない。そんなことも知らなかったのか？」

「……」

　王伊は黙って目の前の恋人を抱き締めた。その力は強く骨が折れそうに思えたが、新祢は黙ってされるがままでいた。彼が自分を損ねることはないと知っていたからだ。
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　やがて顔を上げた西の王子は「葫」と魔女を呼ぶ。

　呼ばれた魔女は意外なほど素直に王伊の側にやってきた。先ほど早苗の首を締め上げた時のような暗闇はその双眸には見つからない。

　魔女は、変わったのだろうか。

　新祢はふと、少し前に自分が葫に言った言葉を思い出した。

　彼女は自分が早苗や鳥代を殺せなかった理由をわかっているだろうか。

　魔女は絶対的な強者ではない。ただの異能者だ。その異質さゆえに人間の脆もろさを恐れ、そしていつだって誰かにこんな自分にも振り向いて欲しいと願っている。

　恐らく魔女が魔女から生まれるならそうはならなかった。人間の中に生まれる異能だからこそ、生まれ落ちた時からその孤独は拭えない。

　強い魔女であればあるほど付きまとうのは寂せき寥りよう感かんなのだ。

　新祢の視線に気付き、葫は少し不愉快そうに眉宇を寄せた。

「じろじろ見ないでくれる？」

「妾達を殺すのはやめたのかえ？」

「殺す利益があるとは思えないわ。賢者の王子とは取引をしてる」

　もし葫が早苗を殺しかけたとばれたら、広兼は怒るだろう。

「そういえば、ここでそなたは魔術の影響を受けておらぬのだのう」

「あの魔術はたぶん葫の身体に作用しているものだから、精神的なこの場所までは影響がないんだと思う」

　新祢の疑問にそう答えてから、王伊は魔女に言った。

「というわけで、あなたのその魔力を使って契約を破棄する。協力してくれるよね？」

「自分の魔力を他人に利用されるのは魔女の恥よ」

「今さら恥ずかしいなんてなしだよ」

　王伊は笑った。

　新祢は自分の腰に腕を回したままの恋人を見上げる。

　記憶を完全に取り戻した彼に聞きたいことは多くあった。けれど今はまだいい。

　新祢は自分の杞憂きゆうを恥じた。

　彼が自分から離れていくことを恐れることなどきっとないのだ。彼はいつだって自分に添おうとしてくれている。魔女を赦ゆるし、自分を護ってくれる。その愛情を疑うのはむしろ裏切りだ。

「一応俺はあんたを庇って怪我を負ったんだけど!?」

「そうだわ。あの時あなたが乱暴にするから少しすり傷ができてしまったの。どうしてくれるの？」

「舐なめてろ！」

「鳥代様、あまり興奮すると血が出ますよ」

　前掛けに入っていた刺抜きで鳥代の背に刺さった硝子の欠片を丁寧に取っていた早苗が困ったように言う。

「煩いわね」

　魔女があからさまに顔をしかめた。

「早いところ戻らないと、出血多量で鳥代本当に死んじゃうかもね」

「……早はようせい」

　新祢が言うと、王伊は嬉き々きとして「うん」と答えたのだった。
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　額にひんやりとした手が触れる。身体の内側から魔力が動かされるぞわりとした感触に全身鳥肌がたった。

「じっとして」

　西の王子がそう言うので、葫ゆうがおは目を瞑つぶったまま黙って耐えた。

　おかしな感じだ。さっきまでこの内側を支配していたのは二百年前の自分だった。二百年前と今と、何が変わっているとも思えなかったが、確かに違ったのだ。少なくとも彼女はもう、この目の前の王子や娘達を害する気は殺そがれていた。

　物心ついた時から魔女だった。

　人間達の間で長い時を生きるその魔女という存在がなんなのか、自分は知っていたはずだった。

　その孤独からずっと目を背そむけていた。

　そうしなければ生きてこれなかったからだ。そうしなければ、折れてしまいそうだった。

　愚おろかなのは自分だ。

　ずっと差し伸べてくれる手を求めていた。小さな子供のように。

　葫は自嘲気味に笑う。

　心地よかったのだろうか、自分は。この癇かんに障さわる三人の娘と馬鹿な三人の王子との生活が。だからあの森の塔から出て一人になろうとはしなかった。気に入らないならそうすればよかったのだ。南の王子との取引だけなら、一緒に暮らす必要などなかったのだから。

　でもそうはしなかった。そうすることなど思いつきもしなかった。

　それほどに自分は手放したくなかった。

　一度知ってしまったあの安らぎを。

　もう魔女の孤独から目を逸らすことはできない。温ぬくもりを知ってしまったから。寂しいという感情の名前を知ってしまったから。

　本当に、愚かしい。

　自分ともあろう魔女が、こんなふうになるなんて。

「ありえない」

　そう簡単に認めることなんてできない。心を開くことなんてできない。

　葫はずっと魔女だった。

　享きよう楽らく的てきな異能者。

　悪でもなく善でもなくただ自分が思うことだけを成す異端者。

　自分のそうでない部分を許容するには時間が必要なのだろう。決して無限ではないその時間を思って魔女は笑う。

　魔女は変化を愛している。

　苛いら立だちを越えて、今はそれを楽しもうと思えている。

　この人間達とのこれからの時間を。日々を。それはきっと自分を変える。それを楽しんでこそ自分は異能たる魔女であれるだろう。

「戻ったらお茶を飲みなおしましょうね」

「それよりも夕食の時間ではなくって？　なんだかお腹がすいてよ」

「珀蓮の食い意地がはってるだけじゃないのかいたたたたた」

「どうして鳥代は珀蓮を怒らせるとわかっていてそういうことを言うのじゃ？」

「変態で馬鹿だからよ」

「あら。珀蓮の愛情表現がわかりにくいからじゃないのかしら」

「なんですって？」

「珀蓮が鳥代様ににっこり笑って『大好きよ』って言えるようになったら鳥代様ももっと素直になられると思うわ」

「え、いや、早苗嬢……それはそれで少し怖いようないたたたたた」

　その時ふっと自分の中をうごめく気配が消えたかと思うと、葫の額に手を当てていた王伊が少し不機嫌そうな様子で背後の五人を振り向いた。

「集中できないから少し黙っててくれない？」

　五人は黙り込む。

　葫はため息をついた。

　自分の内側の変化を認めるための覚悟はできた。

　ただ自分のこんな変化が、この馬鹿な王子や娘達によってもたらされたのだと思うとなんだか情けない気分にもなってしまったのだった。
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　一度目を閉じた彼女が再びその白い瞼を開いて微笑んだ時、広ひろ兼かねは安あん堵どのため息をついた。

「早さ苗なえ」

　その温かい頰を撫でる。すると彼女はうっとりと目を細めて、

「ご心配をおかけいたしました」

　と小さな声で言った。

「本当に心配した。どこかおかしいところはないか？」

　ゆっくりと身体を起こそうとする早苗を助ける。彼女は「ありませんよ」と答えて周囲を見渡した。そして少し目を丸くする。

「まぁ」

　部屋の中に大の大人が四人、子供が一人床の上に寝転がっている様さまは少し異様だった。それぞれに目を覚ましもぞもぞと身体を起こしている。

　どうやら皆無事なようだ。内側から魔術が破られようとしていると言ったルヴァインの言葉は噓うそではなかった。

「治ってる……」

　と何やら鳥とり代しろが背中を確認して安堵のため息をついている。だが彼はすぐに眉間に皺を寄せると、後頭部を撫でて「でもなんだか頭が痛い……」と悲しそうに言った。その隣で起き上がった珀はく蓮れんは、広兼を不愉快そうに睨みつけている。

「広兼が帰っているということは、もしかしてわたくし達は丸一日ここに寝ていたの？」

　本当なら広兼は赤セイ穏オンに一泊してくる予定だったのだ。

「ああ、違う違う。俺は早く帰ってきたんだ。だからまだ一日経たっていない。今は夜だ」

「皆無事じゃな？」

　新しら祢ねが言う。

「ああー。なんかすごく疲れた」

　ひびの入った眼鏡をかけた西の王子は伸びをした。

　のんきなその様子を見て広兼は苦笑する。

「心配かけやがって」

　するとその時、早苗が突然声を上げた。

「お義か母あ様！」

　止める間もなく彼女は鳥代の向こうでまだ横たわったままだった魔女に駆け寄った。早苗が膝ひざをついて少女の身体を抱き起こすと、その小さな身体はまだぐったりとしているようだった。顔色もよくない。

「お義母様」

「……よくもあたしの魔力を限界まで使ってくれたわね」

　葫ゆうがおは憎にく々にくしげに吐き捨てた。王おう伊いが悪びれずに笑う。

「魔術陣の破は棄きなんて賭かけに近いからね。中途半端にやったら跳ね返ってくるし」

「魔法が使えるようになったらただじゃすまさないわよ……！」

　魔女が視線だけで王伊を睨む。どうやら指先一つ動かすことができないらしい。

　広兼は軽く眉間に皺を寄せたが、早苗が魔女を抱き上げようとしているのを見て慌てて駆け寄った。

「お義母様、今寝台に運んで差し上げますね」

「俺が運ぶよ」

　早苗の代わりに抱き上げると、魔女は驚くほど軽かった。葫は屈辱的な様子で顔を歪ゆがめている。

「……さて、いろいろと状況を整理する必要があるな」

　まだ後頭部をさすりながら鳥代は立ち上がった。横に座り込んだままの珀蓮に手を差し出す。珀蓮は当然のようにその手を取った。

「ところであの横に転がっておる絨じゆう毯たんはなんじゃ？」

　新祢が窓の下を指差して言った。一同の視線がそちらへ行き、広兼が「あ、」と声を上げる。

「危ねぇ危ねぇ、忘れてた」

　壁際で丸められた絨毯からは金色のふさふさが飛び出している。新祢の指を辿たどるようにして窓際に行き、その金色を覗き込んだ王伊は呆れたように口を開けた。

「殺したの？」

　広兼は苦虫を嚙み潰したような顔をする。

「馬鹿言え。当て身くらわせて気絶させただけだ。魔術使われても面倒だから絨毯で巻いといた」

「なんだそれは」

　鳥代が嫌そうな顔をする。広兼はそれを無視して面倒そうに言った。

「王伊、それ適当な部屋に放り込んどいて」

「ええ？　というかこんな扱いしてもいいの？　外交問題とかになるんじゃないの？」

「先に早苗に手を出したのはそっちだろ」

「おいまさか……」

　鳥代はずんずんと歩いていって絨毯を手で転がした。

「……まぁ」

「……そやつは」

「……適当な部屋に放り込むのではなくて焼却処分にしてしまったら？」

　乱暴なことを言う北の王女を嗜たしなめる余裕もなく、鳥代は頭を抱えた。

　絨毯でぐるぐる巻きにされていたのは少し前に早苗を誘拐した西大陸の魔術師である。目を瞑ってぐったりとしているが、死んではいない。そこはきちんと確認済みだ。死なせてしまってはいろいろと問題があるということを、広兼が理解していないわけがない。

　だがそれにしたっていい状況ではないのは確かだった。

「また面倒事が……」

　三国のどこにも属さないとされている《赤い森》だが、今は鳥代が道の建設事業に着手している時だし、この塔への森の中の道は鳥代の領地である木トー蓮リアから敷いてある。必然的にここで起きていることの責任は鳥代にかかってくるところが大きい。

「どうしてこんなものを拾ってくるんだ！」

「拾ったんじゃねぇよ。こいつが不法侵入してたの」

　まるで聞き分けのない子供にそうするように叱られて広兼はむっとした。

「どうでもいいからあたし早く休みたいんだけど……」

　ぐったりと魔女が言う。

「まぁ」

　早苗は困惑したように魔女と魔術師を交互に見たが、とりあえず「焼却処分にはしないでね」と珀蓮に釘くぎを刺してから広兼を促うながした。彼女のその様子を見て広兼は不愉快そうに言う。

「あなたはもっとあの魔術師に怒るべきだと思うけど」

　早苗は困ったように広兼を見た。

「ルヴァインはどうしてあんなふうに？」

　南の王子は舌打ちをする。彼女が親しげにルヴァインとあの男を呼ぶのが気に入らないのだ。

「あなた達を起こすために魔術を解くって言ってたのにやめやがった。役に立たねぇけどまた逃げられても面倒だからああしといたんだよ」

「なんだ。この人解約しようとしてくれてたんだ」

「ああ？」

　広兼は怪訝そうに振り向いた。

　正式な魔術陣を解くためには解約が必要だ。その事実を広兼は知識として知っていたが、戦闘馬鹿の西の王子がさも当然のようにその言葉を口にしたのにはひどく違和感があった。

　相変わらずべったりと新祢の側から離れない友人に、広兼は疑わしそうな目を向ける。

「……お前、さっきも『魔術陣の破棄』とか言ってたな」

　その規格外の魔術陣の解約方法に関しては、広兼でさえ先ほど初めてルヴァインから聞いたのだ。魔術を行使している精霊に匹ひつ敵てきする、あるいはそれを上回る精霊力があれば正式な解約手続きを踏まなくても契約を破棄できるのだと。

　この場合精霊力とはこの大陸でいう魔力のことだ。それが内側から行われようとしていると聞いた時、広兼には魔女がそれを行っているのだとしか考えられなかった。

　そうだ。だが先ほどの魔女の言い様ではまるで、魔女の魔力を利用して王伊がそれを行ったかのように聞こえた。

「二百年前の僕は魔術の勉強もしてたからね」

　王伊はなんでもないことのようにそう言って肩をすくめる。

「は？　なんだと？」

　思わず広兼は一歩足を踏み出した。

「……下ろして。もう自分で行く」

　腕の中で葫がうんざりとした様子で言ったが、広兼は気にならなかった。

「お前今なんつった」

「駄目ですお義母様」

　早苗が慌てて葫に声をかける。一方で気を失った西大陸の魔術師の進退を白雪姫と眠り姫、そして東の王子が話し合っている。

「それならせめてこのまま一晩外の樹に逆さ吊りにしておくのはどうかしら。これのために部屋を一つ使うなんてもったいなくってよ」

「この部屋に置いておいてもよいが……」

「それは王伊の殺意を呼び起こしてしまうからやめた方がいい、新祢姫。あと珀蓮。一晩逆さづりにしたらたぶん死ぬから」

「おい王伊、お前二百年前の記憶を完全に取り戻したのか」

　葫を抱えたまま広兼は王伊に詰め寄ろうとする。

「広兼様、とりあえずお義母様を寝台に……」

「……」

　その時、ぴしっと硝子ガラスにひびの入る音がした。

　窓だ。

　甲かん高だかいその音は部屋に響き、一同が動きを止めた。心なしかひんやりとした空気が室内を漂う。

　広兼はおそるおそる自分が腕に抱いたままの幼い少女を見下ろした。

　魔女はその可愛らしい額ひたいに青筋を浮かべ、南の王子を氷点下の眼まな差ざしで睨んでいる。そして彼女はその耳に心地よい声で低く告げた。

「あたしは、休みたいの」

　これに逆らってはいけないのだと、その場にいた全員が本能的に理解していた。

　その後彼らはすみやかに行動をした。

　魔女は早苗が綺麗に整えた寝台に横たわり、西大陸の魔術師は念のため手足を縛ったまま空き部屋に寝かされることになった。

　そしていろいろとあってぐったりと疲れた六人は話し合いを後日に回し、とりあえずその日は簡単な食事を取り早めに眠ることにした。

　結局打開策の見つからないまま今日も愛する女と同じ部屋で眠ることになった鳥代に同情の目を向けてから、広兼は部屋に戻る。諸々の後片付けを終えてからやっと部屋に戻ってきた早苗を寝台の中で抱き締めて、彼はようやく息をついたのだった。

「……はぁー」

　なんだかんだいって今日は馬で赤セイ穏オンまでの道程を往復して魔術師相手に緊張さえ強しいられたのだ。身体には重く疲れが残っている。

　そんな夫の腕の中で早苗は笑った。

「王伊様が思い出されたのなら、なんだかいろいろわかりそうですね」

「……どうかな。新祢姫が傷付くことならあいつはたぶん一言も話さないだろうし」

　本当ならすぐにでも問い詰めて全部白状させたいところだが、その前に王伊と新祢にきちんと話をさせるべきだろうと広兼は思い直していた。

　王伊の過去は新祢の過去だ。同時に歴史的事実でもあるそれを広兼は知りたいと強く思っているが、そのために王伊や新祢に辛つらい思いをさせたいとは思わなかった。

「……広兼様はお優しいですね」

　早苗は花がほころぶように微笑む。その無垢な笑顔を見て広兼は苦笑した。彼女の額に柔らかく口付けて、目を瞑る。

　問いの答えはおそらくもう出ている。

　いや、とっくの昔に出ていたのだ。

　賢者の王子として、自分は兄達に到底及ばない若じやく輩はいだ。失われた事実と引き換えに残るのが大切な誰かの悲しい顔ならば、きっと最後にはそれを手放すだろう。

　自分が王位を継ぐ人間でなくて本当によかったと広兼は思った。

　その責務は今の自分とは比べるべくもない。他の誰を切り捨ててでも、そこには護るべき責任がある。

「……」

　だがもし、責務を捨てて大切な誰かを取ろうとした王がいたのなら、それは責められるべきことだろうか。

　広兼は眠りに落ちていく頭の片隅で思考した。

　間違いなく、それは糾きゆう弾だんされるべきことだ。

　だが同時にそんなはずはないと叫びたくもなった。

　やがて静寂の中に落ちた塔の窓から覗く空には欠けた月がぽっかりと浮かんでいて、二百年前と変わらない静かな光を《赤い森》に注いでいた。
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　あとがきと小話




　お手にとっていただきありがとうございます。

　こんにちは、初めまして。山やま咲さき黒くろと申します。

　ちょっと調べてみたら日本の二百年前は文化・文政期。江戸時代です。

　新しら祢ねが江戸時代の姫君だと考えたらすごいタイムトリップです。もう少し環境の変化に戸惑いを見せてもいいと思いますが、東大陸の文化が大きく変わったのは西化政策が始まった新祢が生まれるより前で、その後は政策の縮小により停滞期を迎えているのでそんなに戸惑っていないようです。

　そういう体ていです。

　ところでシリーズ通して火が灯あかりとして使われていますが東の国のダンスホールでは電気が使われています。その年の十七年前に西大陸で電球が発明され、すでに西化政策が縮小されていた東大陸にも七年前にその便利な技術が流れてきました。新しもの好きの東の王がいち早くそれを採用しダンスホールを改築。そういうわけで東の王宮のダンスホールにだけ電球が使われることになりました。水車による自家発電で、夜鳴石オーニルによる幻想的なイベントが行われる春迎祭イビターの時しか電気は使われません。

　そういう体です。

　そんなこんなで穴だらけの物語ですが、見捨てずにいてくださるとありがたいです。

　作中に王伊と他の二人の王子が初めて会った時の話がほんの少し書かれています。このお話はモバイルサイト「ぽけっとＢ[image: ]‐ＬＯＧ」さんの方に載せさせていただいていますので、もしよろしければぜひ見てください。

　いつもたくさんの方にお世話になって書いています。

　そしてたくさんの方のお力でこうして本にできています。

　担当様をはじめ出版社の方々、印刷会社の方々、そして毎回生き生きとした登場人物達を描いてくださる起おき家や先生。今回も表紙と挿絵が楽しみです。

　こうして手にとってくださった方々と、励はげましの言葉をくださった方々。

　心から、ありがとうございます。

　これからも頑張りますのでどうぞよろしくお願いいたします。








山咲黒










　＊＊＊東の王子の恋＊＊＊




　自分は死ぬのかもしれない。

　と鳥とり代しろは本気で心配になった。

　どうもここ数日体調がおかしいのだ。喉のどより下の心臓のあたりが詰まったようになっていて食欲が減り、書類の字を追っていても集中できない。毎朝の健康確認では特に異常はないものの、彼の身体は明らかになんらかの変調をきたしていた。

　彼がそれをたまたま王宮に来ていた黄き臣おみ伯はく爵しやくに相談したことに深い理由はない。黄臣伯爵は先々代の王おう妹まいの血をひいていて、父王とも友人のような関係にある人だった。都ト撰セン領を任されているが、基本的には王都にある屋敷に住んでいて、よく父王の助けとなってくれている。

「いつ頃からその症状が出てるかわかりますか？」

　黄臣伯爵はまるで医者のように穏やかな笑顔を浮かべてそう聞いた。

　たまたま廊ろう下かで伯爵に会った鳥代は、世間話の中で最近食欲が落ちて困るという話をしたのだ。

　すぐ側の窓からは太陽の光が燦さん々さんと廊ろう下かに注そそがれている。先日その年の春迎祭イビターが終わったばかりで、中庭には春のざわめきが芽め吹ぶいていた。

　鳥代は右手に書類を持ったまま、視線を天てん井じように向けてそこに何かを探すようにして答えた。

「ええと、一月くらい前からだな」

「その頃何か特別なことがありました？」

「いや別に……」

「一月前というと、殿下は北の国に行かれていらっしゃいませんでしたっけ？」

「……まぁ、行ったな」

「その時何か特別なことはありませんでしたか？」

　伯爵はにこにこと笑顔を絶たやさない。

「別に……珀はく蓮れんが変態に付きまとわれてるっていうんでその退治の手配をしたくらいだ」

「珀蓮様というと、北の王女殿下ですか。確かにあの年齢であれだけの美しさであれば、おかしな男に狙ねらわれてもおかしくはないですね」

　黄臣伯爵は妻帯していなかったが、女性の扱いがとても上手だった。どうも東の国の国王も、その妻を口く説どき落とす際に伯爵に再三相談をしていたらしい。鳥代は怪け訝げんそうな顔をした。

「伯爵は珀蓮に会ったことが？」

　ちょうど鳥代が珀蓮に初めて会った直後くらいから、彼女はほとんど王宮から出ていないはずだった。

　伯爵は首を振った。

「ああ、すみません。お会いしたことはありませんが、一度北の王陛下に姿絵を見せられたことがあります。あの方は珀蓮様をひどく溺でき愛あいされていらっしゃるようですね」

　鳥代は思いもしない罵ば倒とうを受けたような顔をした。

「もしそうだとしても、珀蓮にその愛情はあまり伝わってはいないようだけどな」

「これは痛つう烈れつだ。あの方は不器用ですからね」

　伯爵は親しげに言う。

　周囲を山河に囲まれた閉へい鎖さ的てきなこの三国にあって、東の国は外界との玄関口となっている。そのせいか三国と唯一直接国境を接している北の国と東の国は昔から親交が厚い。

　鳥代の父である東の王と今の北の王もその例外ではなく仲がいい。三年に一度四人の王がこの東の国に集まって行われる会議の際、他の二人の王が自国に帰った後も北と東の王が伯爵を交えてささやかな酒しゆ宴えんを開いている様は珍めずらしい光景ではないのだ。この三人に共通しているのは、ひどい酒豪であるという点だった。

「不器用なんて言葉で片付けられることではないだろう。相手に伝わっていない愛情はないのも同じだ」

　鳥代は怒りを隠しきれない様子で言った。

　何があったのか詳しくは聞いていないが、珀蓮に起きた何事かのせいで彼女が奥宮から出してもらえなくなったのは確かだった。それでも国王が頻ひん繁ぱんに彼女を訪れるのならその孤独も薄まるだろうに、なぜか王の足は娘のもとから遠のいている。

　彼女は父王の愛情を疑い始めていた。

　自分が母の不義により産まれた子供だと思われているのではないかと不安になっている。直接言葉でその不安を吐と露ろされたわけではない。けれど鳥代にはわかった。

　一年に数度しか会えなくても、いや、そうであるからこそ、彼は数月ぶりに会う北の王女の変化を見逃さないように彼女を見てきたのだ。

　不ふ愉ゆ快かいさを露あらわにした東の国の第一王子のその様子に、黄臣伯爵は目を細める。

「殿下は珀蓮様を気にかけていらっしゃるのですね」

「あれでも一応女性だからな。すべての女性は幸せになってしかるべきだ」

「本当にそれだけですか？」

「どういう意味だ？」

　伯爵はあまりにわかりきった診断結果を告げる医者のように少し苦笑して言った。

「殿下は珀蓮様に恋をされていらっしゃるのでは？」

　一番指摘されたくなかった無情なるその申告を、鳥代は顔をしかめて聞いていたのだった。




　　　◇◇◇




　この症状が恋というものではないのかという仮定には、鳥とり代しろは随分早い段階で辿り着いていた。それをずっと否定してこの息切れ動悸食欲減退の諸症状が他の病気のせいだと思い込もうとしたのは、その恋の相手であろう北の王女が彼の知る他のどんな女性とも違ったからだ。

　珀はく蓮れんは他の女達のように柔らかくもなければ甘くもない。彼の言葉に頰ほおを染めるところなど想像もできないし、甘えるようにしてその身体からだをこちらに預けることもありえないだろう。

　傲ごう慢まんで矜きよう持じが高く孤独を内に秘めただまっすぐに立ち前を見み据すえようとする王の娘。

　それが彼女だ。

「言いたいことがあるならはっきり言ったら？」

　珀蓮はあからさまに不愉快そうに顔を歪ゆがめてそう言った。

　鳥代はその日、二月ぶりに北の国を訪れていた。前回彼女を軽い不眠に陥おちいらせていた変態からの手紙や贈り物はなくなったらしい。鳥代がこっそり手を回したおかげなのだが、彼はそれをことさら彼女に言うつもりはなかった。

「別に」

　いつも彼女と会う中庭に面した広い部屋の隅すみに鳥代は立っている。さっきまで珀蓮と同じように椅い子すに座っていた彼は、彼女がその艶つややかな黒髪に何げなく触れた拍ひよう子しにふわりと甘い香りが漂ただよってきたので慌あわてて席を立ったのだ。

　珀蓮は怪訝そうな顔をして東の国の第一王子を睨み付けている。彼の様子がおかしいのは明らかだった。

　鳥代も自分の行動の不自然さには気付いている。

　珀蓮の顔をまともに見られないし、心臓が身体の中で踊り狂くるっている。いつもならからかいや悪態を交ぜてやり取りする彼女との会話も思うようにはいかなかった。

　彼は今日、無理やりに用事を作ってこの北の国を訪れていた。

　伯爵とのあの会話の後、鳥代は意を決してこの国にやって来た。いつまでも逃げ回っているわけにはいかない。事の真偽を確かめ、すっきりとしたかった。

　そして二月ぶりに北の王女と顔を合わせ、「また来たの？　あなた暇ひまなのね」と冷たい視線を投げられたにもかかわらず自分の中を掻かき回し悩ませていたものが暗雲が突風に吹き飛ばされたかのように晴れ渡った時、彼は逃れようもなく自覚したのだった。

　自分が目の前のこの王女に対して女性として好意を抱いているのだということを。

　そうなるととても平静ではいられなかった。

　柔らかそうな彼女の肌は自分の心臓を踊り狂わせるし、漂ってくる甘い香りはこの場にふさわしくない邪よこしまな衝動を起こさせる。

　彼は今すぐこの場から退散したかった。

　平然としている珀蓮に怒りさえ湧わく。

　人の気も知らないで、彼女はその甘やかな声で自分の名を呼ぶのだ。

「別になんてことはないでしょう。鳥代。あなた具合でも悪いの？」

　平へい生ぜいであるのなら「あんたが俺を気遣うような言葉を口にするなんて槍やりでも降ってきそうだな」と悪態を返すところなのだが、鳥代はそれどころではなかった。

　これはまずい。一度出直さなくては。

　珀蓮が不審に思っている。

「すまないが、今日はもう帰る。用事を思い出した」

　鳥代は踵きびすを返すと、足早に部屋を横切った。

「ちょっと！」

　珀蓮が慌てて椅子から立ち上がり彼を遮さえぎるように扉とびらの前に立つ。鳥代はうっ、と息を呑んだ。珀蓮は怒っているようだった。

「気分が悪いわ。言いなさい。なんだというの？」

　もしこの時、彼女が少しでも悲しそうに眼を揺らしていたのなら鳥代は若さゆえにあっさりとその理性を吹き飛ばしていたかもしれない。けれど彼女は触れることを躊躇ためらうような清せい廉れんさと硬質さを纏まとってそこに立っていた。強靭な意志を秘めて輝くその双眸は神秘的でさえある。それに邪な感情を抱くことが、罪にさえ思えるような美しさだった。

　鳥代は幾分平静を取り戻してため息をつくと、この日初めて彼女の眼をまっすぐに見て言った。

「あんたが悪いんじゃない。こっちの事情だ。悪いが今日は帰るよ。……また来る」

　それは今の彼にとって精いっぱいの誠実さだった。けれどそう言った後、彼女の宝石のような双そう眸ぼうに一瞬だけ傷ついたような様子を見つけて鳥代は激しく後悔した。

　思わず手を伸ばして絹糸のような手触りのその髪を撫なでる。珀蓮が乱暴にその腕を払ったので、鳥代は「また来るから」とだけ言って部屋を出たのだった。

　この状況の深刻さを、鳥代は理解していた。

　珀蓮は孤独の中にいる女だ。

　自分までが彼女から距離を置いては、彼女は本当に壊れてしまうかもしれない。けれど現状では距離を置かざるをえなかった。

　彼は自分の感情を自覚してしまったのだ。

　恋心は既に深く植え付けられてしまった。

　しかし珀蓮が自分に同じような感情を持っているのかと自問すれば否いなという答えしか浮かばない。

　鳥代は、自分が会いに行って珀蓮が嬉うれしそうに笑ったところを見たことがなかったし、彼女が今の自分と同じように恋に身を焦こがしているようには到底見えなかった。

　彼は大きなため息をついた。

　せめて彼女が自分に多少なりとも恋に近い好意を抱いているのだと確信できれば、少し自制を緩ゆるめられて楽になれるだろうに。

　彼女はたぶん、そういう目で自分を見てくる男に嫌けん悪おさえ覚えるだろう。あの変態からの手紙を細かく細かく丹念に破いたあげく女官を呼んで燃やさせた時の彼女の様子を彼は思い出した。

　この恋は前途多難だ。だからこの感情を自覚なんかしたくなかった。

　東の王子は頭を抱えた。

　この後彼は時間を置いて何度か北の国を訪れる。そしていい加減業ごうを煮やした珀蓮に殴なぐり飛ばされもう二度と来なくていいと言われた時、やっと自分のその気持ちを吐と露ろした。

　その時珀蓮があまりにあっさりと彼の恋心を受け入れてくれたため、鳥代は唖あ然ぜんとしたものだった。

　彼女は「そんなことで悩んでいたの？」と鳥代を馬鹿にした視線を投げた。

　その眼は初めて会った時と似ていて決定的に違っていた。

「馬鹿じゃないの？」

　と珀蓮は笑った。それを見て鳥代は、自分は本当に馬鹿だったのだと思った。
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